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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　　　　　小鳥遊颯真　１日目　08:00

二章　　　　　小鳥遊颯真　１日目　10:00

三章　　　　　仮名七海　　１日目　18:00

四章　　　　　小鳥遊颯真　２日目　12:00

五章　　　　　仮名七海　　２日目　06:00

エピローグ１　小鳥遊颯真　２日目　19:00

　　　　　　　　　　　　　３日目　00:00

また別の世界







　■小鳥遊颯真




　曇くもり空が広がっていた。

　小鳥遊たかなし颯そう真まは制服ブレザー姿のクラスメイトと一いつ緒しよにバスの中にいる。

　修学旅行だ。

　颯真は一番後ろの窓まど際ぎわで外をながめていた。

　ゆっくりと背後に流れていく景色は山中のものだった。

　都心部にある高校に通う二年Ｆ組にとっては物もの珍めずらしい景色だ。

　修学旅行ということもあり、座席の前側には興奮した様子のクラスメイトもいる。

　颯真は騒さわぐクラスメイトの様子を頰ほお杖づえをついてながめていた。

　──来てはみたけど、やっぱり遠くからながめてるぐらいしかやることないな。

　強制参加の集団行事なんかどうでもよかった。

　そもそもクラスメイトたちがまっとうに楽しんでいる様子がおかしいとすら思う。

　Ｆ組は『掃はきだめ』のはずだった。

　退学にはしたくないが、かと言って普ふ通つうのやつらと一緒にいさせるわけにもいかない人間を集めたクラスで──つまり、全員がおかしいはずだった。

　──でも、これじゃあまるで普通の高校生だ。

　自分は違ちがうと颯真は思う。

　だから修学旅行だって休みたかったのだけれど──

「ずいぶん大人しいな」

　真横から声がかけられた。

　──さっきまで誰だれもいなかったはずだけど。

　颯真は声のほうを見る。

　女子が一人いた。

　つややかな黒い髪かみを腰こしまで伸のばしている。

　身長は高くない。

　体つきも細い。

　けれど、眼光が鋭するどいせいで、妙みような威い圧あつ感かんがあった。

　霧きり咲さき菊きつ花か──という名前の響ひびきも鋭い。

　颯真は彼女を振ふり返ってため息をつく。

「……本当は来たくなかったから気分が落ちてるだけだ。来ないとうるさいし」

　彼女と颯真の関係は長く、家が近かったりすることも影えい響きようして、よく話す相手だ。

　はたから見れば仲が良く見えるだろう。

　でも、颯真にとって菊花という存在は『口やかましい姉』のようなものだった。

　菊花が口の端はをあげる。

「学校行事に参加するのは当たり前だろう？　口うるさくしないと来ないのがそもそもの間ま違ちがいだというのは置いておいて──お前は私の命令に従って来た。颯真、お前は馬ば鹿かだが、言ってわかる馬鹿だ」

　悪あく魔まみたいな笑えみだなと颯真は思った。

　Ｆ組は色々と問題のある生徒ばかり集つどっている。

　菊花の抱かかえる問題は、まさにこの口の悪さと性格だ。

　颯真はムッとする。

「馬鹿馬鹿言うなよ馬鹿。僕はただ、意味のない行動はしたくないだけだ。こんな行事に参加しなくても出席日数は足りてるし、卒業するには問題ない。そう計算してある」

　菊花があきれ顔になる。

「相変わらずこざかしいなお前は」

「無む駄だな努力が嫌きらいなだけだよ」

「嫌いなら無駄な努力をしなければいい。つまり、すべての努力を活いかせるように生きればいいだけの話だろう？」

「……本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「まあ、お前の主義をどうこう言うつもりはないが、せめて一緒の大学に行けるぐらいには勉強してくれよ」

「なんで」

「そうしないとずっと一緒にいれないだろう？」

　真顔だった。

　冗じよう談だんなのか本気なのか、深い意味があるのか言葉の綾あやなのか、さっぱりわからない。

　颯真は言い返そうとして口を開く。

「そ……そんなことより、その……いいのかよ。クラスの連中、騒いでるけど。いつもなら黙だまらせるだろ」

「クラス委員だからな。授業中うるさいのは止めるが、修学旅行までは知らん」

「いいからあっち行けよ。僕は……これから寝ねようと思ってたんだ」

　噓うそだった。

　菊花の発言に意表を突つかれて、どうしていいかわからなくなっただけだ。

　彼女がため息をつく。

「お前は一人でいるのが本当に好きだな」

　全部見通されているみたいだと颯真は感じた。

　颯真は言い返す。

「違う。菊花といるのが嫌いやなだけだ」

「そうか。私は颯真といるのが好きだがな」

　菊花がバスの前側へ歩いて行く。

　颯真は目を閉じて、眠ねむるふりをした。




　──それが、この世界で菊花と交かわした最後の会話。

　ほどなくして二年Ｆ組を乗せたバスは、崖がけ下したへの滑かつ落らく事故を起こす。

　そして颯真が目覚めたのは──




　──見たこともない、不気味な世界だった。







　■リゼット・オールポート




　灰で覆おおわれた真っ黒な空が見えた。

　リゼット・オールポートはゴツゴツした山やま肌はだを歩いている。

　彼女は長い髪を頭の左右で結ゆわえた少女だ。

　彼女は手にしたホウキを杖つえ代わりにしながら山道を踏とう破はしている最中だ。

　空を見上げる。

　分厚い雲の隙すき間まから、不気味な赤い光が見えた。

　──なんて不気味な世界だろう。

　リゼットはため息をつく。

　この世界に飛ばされてもう長い時間が経たつ。

　けれど──やっぱり、不気味だ。

　見慣れない自然環かん境きよう。

　日ごとに変化する地形。

　自分たち以外の住人。

　そして──化け物。

　リゼットは今、仲間の許もとへ向かっていた。

　仲間が化け物に襲おそわれたという話を聞いたのだ。

　彼女の仲間は全員が等しく『魔ま女じよ』と呼ばれた経験を持っている。

　この世界に来て初めて出会った者もいた。

　けれど話を聞いてみれば、全員が同じ境きよう遇ぐうを持っている。

　そこで、リゼットたち『魔女』は、寄り集まって暮らしていた。

　見慣れない世界にいきなり招かれていた不安感のお陰かげもあり、団結力は高い。

　元いた世界では『ただ生きていく』ことが困難だった。

　なんの力もない。『魔ま法ほう』とやらを使えるわけでもない。

　なにより信しん仰こうに背そむいてもいない。

　素行やその他都合により周囲から追い立てられ、差別され処しよ刑けいされそうになったのだ。

　──ま、なんの力も『なかった』って言ったほうがいいかしらね。

　この世界に来て、リゼットたちは本当に魔女になっていた。

　世界から差別されるだけの理由を、世界から弾はじかれて初めて手に入れたのだ。

　でも、力を得たからと言って、それを振りかざしたいわけじゃない。

　──あたしたちは、普通に、穏おだやかに生きていたいだけ。

　リゼットは歩みを進める。

　歩調は遅おそい。

　山道に慣れていないのが大きな理由の一つだ。

　そしてもう一つ──




　山を登り切る。

　周囲には灰を天に吹ふき上げる火口らしきものは存在しない。

　なのに灰で覆われた暗い空の下、リゼットは視線を巡めぐらせる。

　周囲には木の一本もない山肌。

　それから、ずっと遠くに海岸が見えた。

　そして山の中腹には──




　死体があった。




　麻あさでできた焦こげ茶色の服をまとった少女の死体だ。

　茶ちや髪ぱつを肩かた口ぐちで切りそろえている。

　はにかんだような笑顔を浮うかべる、照れ屋な少女だったはずだ。

　原形がなかった。

　手足や胴どう体たいには食い荒あらされたようなあとがある。

　首元に大きな嚙かみ傷きず。

　ひどいありさまだが、リゼットは取り乱さなかった。

　もう間に合わないことを知っていた。

　だから歩調は重かったのだ。

　リゼットは冷えた心で少女の死体を見つめる。

　──また、殺された。

　絶望感と怒いかりがわき上がる。

　しかしぶつける相手はここにはいない。

　化け物──見たこともないような、二足歩行の、巨きよ大だいな獣けものが犯人のはずだった。

　リゼットたちはその化け物と何度か遭そう遇ぐうしている。

　そして、遭遇のたびに仲間を失っていた。

「……なんで、ただ生きたいだけなのに、それすらできないのよ」

　リゼットは死体の前にひざまずく。

　自分たちだけがひどい目に遭あう理由がほしかった。

　祈いのりの言葉はなかった。

　代わりに誓ちかう。

「あたしたちはこの世界で生きていく。ここを、あたしたちみたいに世界から弾かれた人たちの理想郷にしてみせる」

　仲間の死体を見るたびに考えていた。

　今まではどう言っていいかわからなかった。

　けれど、初めて、言葉にできるほどに固まった。

　──廃はい棄き郷。

　弾だん圧あつされた者たちの理想郷。

　リゼットはこの世界を、もう誰だれも理り不ふ尽じんな死を迎むかえない場所にしたかった。
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　　　　１




　空は毒々しい紫むらさき色いろだった。

　小鳥遊たかなし颯そう真まは目覚める。

　同時に、ひどい頭痛が彼を襲った。

「痛ッ！」

　思わず声が出る。

　手でおさえれば、ぬるりとした感かん触しよくがあった。

　見れば、血が付いていた。

　制服のブレザーもいたるところがボロボロで。紺こん色いろの布地なのでわかりにくいが、血がこびりついているのも見える。

　──僕はいったい、どうした？

　周囲を見回す。

　今いる場所は海岸のようだ。

　白い砂すな浜はまが細長く広がり、波が打ち寄せている。

　左側には岩いわ肌はだもあらわな山がある。

　背後は、鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる森が広がっていた。

　海の向こうには──なにも見えない。水平線が広がっているだけだ。

　──ここはどこだ？

　颯真は記き憶おくを探さぐる。

　バスに乗って修学旅行に向かっていた。

　それから、バスがカーブを曲がりきれずに斜しや面めんから落ちて……

「そうだ……菊きつ花かは無事なのか」

　周囲を見てもバスらしきものはない。

　自分がバスと一いつ緒しよに斜面を滑かつ落らくしたのならば、近くにバスがあるはずだ。

　途と中ちゆうで投げ出されたにしたって、探して見つからない距きよ離りにはないはず。

　颯真は立ち上がろうとするが──足に力が入らない。

　頭もズキズキ痛む。

　──早いところ治ち療りようを受けたいけど、そもそもここはどこなんだ？　バスは？

　バスどころか、バスが滑落した斜面すら見当たらない。

　左側の山がそうかと最初は思っていた。

　しかし、それにしては低いし、記憶にあるものとかたちも違ちがう気がする。

　とにかく──しばらく動けそうもないし、座って助けを待つ以外になさそうだ。

　颯真が結論したその時だった。




　背後の森から、がさがさという木の葉を揺ゆらす音がする。




　颯真は振ふり返って森のほうへ目を凝こらした。

　木々が乱立していて視界が悪い。

　また、森の中は異様に暗くて奥まで見通せない。

　毒々しい紫色の、昼なのか夜なのかもわからない空のせいだろうか。

　颯真は体を引きずるように森の方向へ進んでいく。

　不気味な予感がしていた。

　バスがどこをどう落ちたらこんな場所に出るのか、明確な答えは出ていないままだ。

　つまり──ここがどこか見当もつかない。

　そんな中で接近してくる者がいる。

　不気味以外の何物でもない。

　体が大だい丈じよう夫ぶなら、近寄ったりしないで逃にげる。

　しかし、うまく歩けそうもないので、早く相手の姿を確かく認にんして、安心したかった。

　裏を返せば、安心できるような相手であることを期待していた。




　期待は裏切られた。




　何者かが樹上から飛び出してくる。

　颯真はそいつの姿を見た途と端たん、思考停止した。

　だって──

　二メートルは超こえている、がっしりとした巨大な人型の生き物だ。

　腰こし巻まき以外は身につけておらず、露ろ出しゆつした肌はだは濃こい赤一色だ。
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　額には二本、黄色いとがったもの──角が生えている。

　突つき出た顎あご。

　天へ向かって伸のびる長い牙きば。

　理性の感じられない瞳ひとみ。

　──まるで、おとぎ話の鬼おにみたいだ。

　鬼に似た化け物が、樹上から跳ちよう躍やくしてくる。

　ドスン！　と颯真の目の前に降り立った。

　化け物が口を開く。

「……ぐ、ごほ、ご、が」

　なにかをしゃべろうとしているのだが、意味のある言葉になっていない。

　声を出すたびに口の端はからよだれをこぼす。

　黄色くにごった目が、颯真を見下ろしていた。

　生なま臭ぐさい体たい臭しゆうが鼻をつく。

　それから──錆さびた鉄のようなニオイもした。

　全身が赤いので気づけなかったが、化け物の体にはところどころ赤黒い染しみが見えた。

　下顎から伸びた牙には、布のようなものがこびりついている。

　やがて、言葉を発することをあきらめたのか、鬼のような化け物は右みぎ腕うでを大きく振りかぶった。

　岩のような拳こぶしと、ありえないほどに筋肉のついた上じよう腕わんが目に付く。

　腕うでだけで颯真の腰こしぐらい太い。

　それが振りかぶられ──振り下ろされた。

　──あれ、このままだと、僕は死ぬんじゃないか？

　他人ひと事ごとのような思考が頭によぎる。

　ようやく事態を把は握あくした。

　けれど化け物の拳はすぐ目前まで迫せまっていた。

　まだ足は動かない。

　颯真はぼんやりと化け物の拳に叩たたき潰つぶされそうになって──




「危ない！」




　横合いから化け物に体当たりをした人物により、救われた。

　颯真を救った人物は、女の子だった。

　黒いローブを身にまとい、ホウキにまたがっている。

　体つきは細く、とてもじゃないが体当たりで二メートルを超える化け物を吹ふっ飛ばせるようには見えなかった。

　それ以前に、いつの間に接近してきたのか。

　女の子は化け物に体当たりした反動で跳はね返りながら、空中でくるりと一回転して砂場に着地する。

　まるでホバリングでもしているかのような、ふわりとした空中機動だった。

　手にはホウキ。

　長い髪かみがなびく。

　幼い顔立ちに似合わない、強い意思を秘ひめた瞳が化け物をにらみつけていた。

　颯真は化け物に視線を転じる。

　化け物は波打ち際ぎわまで吹き飛ばされていた。

　しかし、立ち上がる。

　黄色くにごった目が颯真を見ていた。

　今度こそ恐きよう怖ふを覚えた。

　──あんな化け物が、僕を殺そうとしているんだ。

　理解してしまうと怖おぞ気けがはしる。

　颯真は動けない。

　しかし、女の子が化け物へじりじりと距離を詰つめていく。

　突き出したホウキが、剣けんか槍やりのように見えた。

　しばらくにらみ合いが続き──

　化け物が拳と足で四つ足になりながら、森の方向へ逃げていった。

　完全に化け物の足音が聞こえなくなる。

　女の子がため息をついた。

「大丈夫？」

　意外とかわいらしい声。

　そして、流りゆう暢ちような日本語だ。

　見た目は欧おう米べい系けいだけれど、日本暮らしをしているのかもしれない。

　颯真はうなずく。

「ああ、ありがとう」

　立ち上がろうとして、無理だった。

　緊きん張ちようが解けたせいもあって、また頭が痛み出す。

　女の子が目の前にしゃがみこんだ。

「怪け我がしてるみたいね。アレにやられたの？」

「いや、バスの事故で……」

　女の子がローブの中から包帯と布を取り出した。

　それから、貝かい殻がらも。

「染みるわよ」

　女の子が貝殻を開くと、中には緑色のネットリとしたクリームが入っていた。

　問答無用で頭の傷に塗ぬり込まれる。

「ッ～!?」

　宣言通りすさまじく染みた。

　手足をじたばたさせて暴れ回りたいぐらい痛い。

　けれど、我が慢まんした。

　なんとなく目の前の女の子は菊花に雰ふん囲い気きが似ていて、そういうタイプに痛みを訴うつたえても、『我慢しろ』の一言で済まされる可能性が高いのだ。

　だから目を閉じて痛みをこらえる。

　その間にも治ち療りようは済んでいき、颯真の頭にはあっという間に包帯が巻かれた。

「はい、終わり」

　傷口をポンと叩かれる。

　痛かったが、颯真は歯を食いしばって耐たえた。

　それから。

「あ、ありがとう……それで、君は……いや、ここは……えっと」

　なにから聞けばいいのかわからない。

　目の前の女の子は誰だれで。

　襲おそってきた化け物は何で。

　ここはどこで。

　助けてくれた理由や、化け物がすごすご逃げ帰った理由も気になる。

　女の子が察したようにうなずく。

「いいわ、整理できてからで。あたしは──リゼット・オールポート」

「僕は小鳥遊颯真……ええと」

「ソーマ？　……変わった名前ね？」

「そうかな──あ、痛……」

「ゆっくりでいいわ。ここに来た時は、あたしたちもなにがなんだかわからなかったし。あんたも来たばっかりなんでしょ？」

　気き遣づかうような声。

　颯真は次の質問を定めた。

　どう見てもバスが滑かつ落らくした場所には見えない地形。

　毒々しい不気味な紫むらさき色いろの空。

　森から現れた化け物。

　どれもこれも、都心にある颯真の通っていた高校からバスで二、三時間圏けん内ないにあるとは思えないものばかりだ。

　そのせいで、颯真の頭の中に、一つの馬ば鹿かげた可能性が浮うかんでいた。

　否定してほしかった。

　颯真は問いかける。

「ここはどこなの？」

　女の子──リゼットは痛ましげな顔で目を逸そらした。

　そして、ため息。

「納なつ得とくできるできないを置いておいて、とりあえず結論だけ言うけど」

「……うん」

「ここは、あたしたちも知らない場所で、どうやって来たのか、どうやって帰るのかまったくわからないところなの。つまり──」

　リゼットが言葉に詰まる。

　それから。

「──異世界、とでも言ったらいいのかしら」

　颯真の頭に浮かんだ『馬鹿げた可能性』を肯こう定ていしてしまった。




　　　　２




　リゼットはこの世界について説明してくれた。

　地形は日ごとに変わる。

　変わらない場所もあるが、法則性はわからない。

　自分たちの拠きよ点てんは地形が変わらないので、その場に一定以上の人間がいることが条件なのかもしれない。

　広さも一定ではなく、最初に回った時は一日かければ半周できるぐらいの島だった。

　今は広くなっていて回りきれない。

　とにかく突とつ然ぜんこの世界に来ていて、なぜ来てしまったのかはわからない。

　帰る方法については──あまり模も索さくしていない。

　颯真は問いかける。

「リゼットさんは、どうして僕を助けてくれたの？」

　その問いかけにリゼットが考え込む様子を見せた。

「ねえソーマ、あんた、信しん仰こう心は強いほう？」

「え？」

　海岸で座って話し込んでいた。

　怪我もあることだし、化け物もいる。

　一度追い払はらえば化け物はしばらく同じ場所に寄りつかない、とリゼットが言っていた。

　なので安全性を考え、二人は波打ち際で隣となり合って話をしている。

　今まではリゼットが一方的に話をしているだけだった。

　しかし──突然質問され、颯真は考え込む。

「そうだな……占うらないとかにはあんまり興味がないかな……家はたしか、お寺にお墓があったはずだけど、たまにおばあちゃんの法事に行くぐらいだし」

「……よくわかんないけど、大だい丈じよう夫ぶそうね」

　リゼットは納得した様子だった。

　颯真は問いかける。

「それで、僕の信仰心と、質問になにか関係が？」

「あたしは魔ま女じよなのよ」

「……まあ、見れば、わかるけど」

　つばの広い帽ぼう子しをかぶり、手にはホウキを持っている。

　どこのハロウィンパーティーに出しても恥はずかしくない魔女コスチュームだ。

　リゼットが首をかしげる。

「見たらわかるものなの？　……とにかく、あたしがあんたを助けたのは、あたしが『魔女』と呼ばれたことが理由なのよ」

「えっと、どういうこと？」

「この世界に来る前のあたしたちは、ひどい……うん、ひどい目に遭あっていたの。あたしも処しよ刑けいされそうになったわ。そんな時に、この世界に来たのよ。だからあたしは、この世界を『ただ生きる』ってことが普ふ通つうにできる場所にしたくって……」

「……それって、ひょっとして『魔ま女じよ狩がり』の話？」

「魔女狩り？　……たしかに、実態は罪のない女の子を処刑していっただけだけど……そう呼ばれて広まってそうね」

　リゼットが笑う。

　蔑さげすむような嘲ちよう笑しようだった。

　颯真はたずねる。

「リゼットさんは、魔ま法ほうとかは使えないの？」

「そうね。少なくとも、魔女狩りに遭っていたころは、なんの力もないただの下働きだったわ」

　ひっかかる言い回しだ。

　けれどそれ以上語ってくれそうもない。

　颯真は話題をずらすことにした。

「でも、魔女狩りってかなり昔のことじゃなかったっけ？　詳くわしい年号までは覚えてないけど、数百年前の話だと思うんだ」

「は？」

　おどろいた声。

　颯真は自分が間ま違ちがってるのかな、と不安になる。

「数百年は言い過ぎかもしれないけど……かなり昔に起こった事件のことでしょ？」

「かなり、昔……？」

　話が嚙かみ合わない。

　ただの『自じ称しよう魔女』ではなさそうな感じだった。

　颯真はたずねる。

「リゼットさん、君、何年生まれ？」

「え？　ちょっと、わかんないわ……物心ついた時にはすでに下働きだったし、自分が何歳かなんて数えたことないわね」

「下働き？」

「え、えっと……食い扶ぶ持ちのない女の子は、だいたい村の中の大きな屋や敷しきを持っている人の家で働くんだけど……あんた、魔女狩りを知ってるなら、知らない？　それの被ひ害がい者しやはたぶん、ほとんどがお屋敷の下働きか農家の娘むすめのはずよ」

　お互たがいの常識にズレがあるような感覚だった。

　颯真は結論する。

「ひょっとしてだけど、リゼットさんと僕では、生まれた時代が違ちがうんじゃないかな」

「時代？」

「たぶん僕は、リゼットさんが生まれた数百年後に生まれてるはず。スマホとかテレビとか知らないでしょ？　あと、国も違うんじゃないかな。思い当たることとかない？」

　話を聞いていて、違い和わ感かんを覚えていたのだ。

　リゼットの口の動きと、発している音声にズレがある。

　どういう理り屈くつか知らないが──それを言ってしまえば、そもそも異世界に招かれる理屈もわからない。

　リゼットはハッとする。

「そういえば、やけに話が通じない連中がいたんだけど、そいつらも時代とか土地が違うと考えれば、あそこまで話が通じないのも理解できるわね。本当に話通じなくてイライラしたわ！」

　声に怒ど気きがあった。

　よほど嫌いやな相そう互ご誤解があったらしい。

　颯真はたずねる。

「リゼットさんの他ほかにも人がいるんだ？」

「いるわよ。あたしの仲間に、あんたに──って、そうだわ！　あんた、ひょっとして一いつ緒しよにこの世界に来た仲間がいる!?」

「え？　どうだろう……」

　気づいたら一人きりだったので、一緒に来ているかどうかはわからない。

　颯真は考えながら話す。

「僕の仲間だったら、僕と同じような格好をしてるはずだけど」

　紺こん色いろのブレザーを指差す。

　リゼットがうなずいた。

「じゃあ、間違いないわ」

　──菊きつ花かもこの世界にいるのか。

　普通に事故死するところを、招かれて助かったのかもしれない。

　リゼットも処刑されるところを助かったようだし、この世界は死ぬはずの人間を招く、なんていう条件があったりするのだろうか……

　情報が足りないので結論は出ない。

　それよりも気になることを颯真はたずねる。

「で、僕の仲間はどこに？」

　リゼットが沈しずんだ表情になった。

「……あんまりいい報しらせじゃないんだけれど」

「そ、そういうのやめてよ……」

「そうね。じゃあ、ハッキリ言うけど、捕つかまってたわ」

「捕まってた!?」

　先ほど襲おそってきた化け物の姿が脳のう裏りにチラついた。

　とても他者を捕まえるほどの知能がありそうには見えなかったけれど……

　アレに捕まっていたということは、牙きばにこびりついた布と、体に染しみついた赤黒いものの正体は、クラスメイトの──

　そこまで考えて、颯真は首を振ふった。

　──悲観的になるのはまだ早い。

　ただでさえ状じよう況きようの把は握あくにエネルギーが必要なのに、先走って結論を出して、勝手に悲しむのはエネルギーの無む駄だだ。

　──冷静に情報を集めろ。

　自分に言い聞かせて、颯真は促うながす。

「捕まってた人数と、捕まえた連中のことを知りたい」

　リゼットがびっくりした顔をする。

「意外と冷静ね」

「まだ助けられる可能性がないと決まったわけじゃないのに、あたふたしてもいられないからね。そんな意味のない行動──僕は嫌きらいだ」

「助けたいんだ？」

　リゼットが笑う。

　颯真は考え込んでしまった。

　──本当に助けたいのか？

　二年Ｆ組。

　退学にはできないが『普通の生徒』と交わらせることもできないような者たちを集めた掃はきだめのクラス。

　それにしてはあまりにも普通に、みんな修学旅行を満まん喫きつしていた。

　普ふ段だんだってそうだ。

　昼食時には騒さわいだり、行事の前には遅おそくまで学校に残ったり、一緒に先生の悪口を言ったり、宿題を見せ合ったりした。

　その様子をくだらないと斜しやに構えて後ろから見ているのが、颯真だった。

　では、普段から『くだらない』と思っている仲間たちを助けるのか？

　口うるさいだけで厄やつ介かいだと思っている幼なじみを、本当に助けるのか？

　颯真は結論した。

「助けたい」

　色々とうるさい連中ではあったけれど、いなくなると寂さびしい。

　それに、うるさい連中と交わって騒ぐのは苦手だったけれど、後ろから見ているのは嫌いじゃなかった。

　リゼットが立ち上がる。

「いいわ。手伝うから行きましょう。無事だとは思うし」

「……手伝ってくれるの？」

　見放されても困るのだが、疑問だった。

　先ほどだってあんな化け物に体当たりするのは危険だったはずだ。

　リゼットが不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「ソーマ、あたしの話、聞き流してた？　あたしはね、この世界を理り不ふ尽じんに人が死ぬようなことのない世界にしたいのよ。そのために行動してるの。あんたを助けるのも、あんたの仲間を助けるのも、その一いつ環かん」

「でも、命いのち懸がけになるんじゃないか？　さっきは実際、命懸けだったわけだし」

「普通ならね」

　かろやかに笑う。

　そして、リゼットは言った。

「今のあたしは本当に『魔ま女じよ』なのよ。ちょっとやそっとじゃ危険じゃないわ」

「本当に、っていうのは……」

「そう。元の世界では魔法なんか使えなかったけど、今は使えるの」

「なんで？」

「──この世界はどうやら、そういうのを目覚めさせてくれるみたいなのよ。あんたにもない？」

　颯真は首をひねる。

　いきなり魔法が使えるようになったと言われても、よくわからなかった。
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　元の世界で魔女と呼ばれていた少女たちは、魔法なんて使えなかった。

　普ふ通つうの世界に魔法は存在しない。

　だから魔女たちは理不尽な弾だん圧あつを受け、抵てい抗こうの余地なく蹂じゆう躙りんされていった。

　でも──異常な世界に来て、魔女たちは魔法を手に入れ、本物の魔女になった──

　リゼットがもたらしてくれたのは、以上のような情報だった。




　颯真とリゼットはむき出しの岩いわ肌はだを進んでいた。

　小高い山をのぼっている。

　山頂の向こう側に、リゼットの言う『話の通じない集団』の拠きよ点てんがある。

　今はそこを目指して、二人で山登りをしている最中だ。

　切り立った岩肌に手をついてのぼりながら、颯真はたずねる。

「この世界に来た人たちは、必ずなにかの能力に目覚めるのかな？」

「あたしたちは、全員目覚めてたわ。あたしは飛ぶことができるようになってた。短い距きよ離りしか飛べないけど、けっこう速いし繰くり返すうちにどんどん距離も伸のびていってるわ」

　リゼットがうなずく。

　急な斜しや面めんをヒョイヒョイとのぼっていく足取りはかろやかだ。

　山道に慣れている──というか、あきらかに颯真より体力があった。

　颯真は息を切らせながら必死についていく。

「じゃあ、僕も目覚められるのかな！」

　やや距離が空いてしまったので大声で呼びかけた。

　先に行っていたリゼットが振り返る。

「わからないわよ。でも、ためしてみたらいいんじゃない？」

「どうやって？」

　待っていてくれたリゼットに追いつく。

　そろそろ頂上にたどりつくところだ。

　リゼットが首をかしげた。

「さあ？　あたしは……初めて化け物に襲われた時に、自分が飛べることに気づいたわ」

「そのホウキで？」

　リゼットが苦く笑しようする。

「なくても飛べるんだけど、コントロールがうまくいかないのよ。わざわざホウキでコントロールしてるのは、一番手になじんでたから、かな」

「ホウキが手になじむっていうことは、よく掃そう除じしてたんだ」

「掃除があたしの仕事だったからね。逃にげる時も、気づいたらこれを持ってたわ。……そもそもお世話になってた家の娘むすめさんに〝魔女だ〟って告発されたから、ホウキを見てるとその時のこと思い出すんだけどね」

　わざと軽い口調にしている様子だった。

　よほどつらい経験をしたのだろう。

　颯真はリゼットの横に並ぶ。

「それで、僕のクラスメイト──仲間を捕とらえた勢力について、そろそろ教えてもらっていいかな」

　能力に目覚める方法が確立しているならば、目覚めたかったが──

　リゼットの話を聞くに、かなり曖あい昧まいだ。

　ならばやることは『不可能かもしれない能力覚かく醒せい』よりも『詳しよう細さいな情報収集』だと颯真は行動の優先順位を変える。

　リゼットがうなずく。

「そうね……連中は騎き士しとか名乗ってたわ」

「……騎士、ねえ」

　魔女と化け物がいるのだ。

　騎士ぐらいいても、もうおどろかない。

　リゼットが続ける。

「連中、言葉はなんとなくわかるんだけど、話がまったく通じなくて、すっごいムカツクのよ！」

「なんとなくわかるって？　きちんと通じない相手なんかいるの？」

　リゼットと自分は普通にコミュニケーションをとれている。

　なので、この世界では『なんらかの力』により意い思し疎そ通つうに不都合がないのではないか、と颯真は推測している。

　リゼットが反論した。

「同じ言語で話してるのに言語の意味が違ちがうっていうか……そういうもにょっとした感じなのよ！　それに、言葉が通じない相手ならいるでしょ？　さっきの化け物とか」

「……あれは」

　意思疎通をするには『意思』が必要になる。

　先ほどの化け物に、人間みたいな『意思』があるとはとうてい思えなかった。

　リゼットが笑う。

「ま、あんな風に別の生き物ならまだしも、おんなじ人間なのに話が通じないからムカツクんだけどね！」

「……で、そのムカツク騎士たちに、僕のクラスメイトは捕まったわけか。なんで？」

「連中の考えることなんかわかんないわよ！　だからこうして堂々と正面からケンカを売りに行こうとしてるんじゃない」

「ケンカ売るの!?　みんなと仲良くしたいようなこと言ってなかったっけ!?」

「だって、話して理解し合えないならとりあえずケンカでしょ!?　死なない範はん囲いなら大だい丈じよう夫ぶよ！」

　──平和主義な人だと思ってたら、とんでもなかった！

　仲良くなるためにケンカが必要という考えはどうにも同意できない。

　颯真はため息をつく。

「わかった。まずは、僕が話してみる……それでも駄だ目めなら、しょうがないから、ケンカしよう」

「そう？　いきなりケンカはだめかな？」

「したいの？」

「あいつらムカツクんだもん……あ！　その、穏おん便びんに片付くならいいことだけどね？」

　リゼットが渇かわいた笑い声をたてる。

　颯真は一気に気が重くなってきた。

「……全部を一気に解決できるような能力に目覚められてたら一番楽だったんだけど」

「ソーマは楽したいの？」

「したいよ。楽したくない人間なんかいるわけない」

　話しながら二人は山を下りていく。

　のぼってきたのは岩肌がむき出しになったはげ山だ。

　くだり斜しや面めんは様子が一変していた。

　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげっている。

　斜面は急なのだが、木々が邪じや魔まで先まで見通せない。

「こっちよ」

　リゼットに導かれるまま進んで行く。

　──初対面の相手と交こう渉しようとか、気が重いなあ。

　颯真はため息をつきながら彼女のあとを追った。
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　迷った。

　どこをどう通って来たか見分けもつかない森の中。

　密集した木々の隙すき間まで、リゼットが周囲を見回している。

　颯真は樹きの根に腰こし掛かけて彼女に問いかけた。

「……あのさ、道がわからないなら、そう言ってくれればよかったのに」

　リゼットがビクリと肩かたを震ふるわせる。

「えっ!?　い、いや、その、ね？　朝まではこの道で合ってたはずなんだけど、この世界って気づくと地形が変わってるから……大まかな位置関係は変わらないはずだけど。だから別に、あたしが方向オンチとかじゃないからね！　いいわね!?」

「空を飛んで様子を見てみたりはできないの？」

「……背の高さぐらいまでしか浮うかべないのよ」

　いじけるような声だった。

　颯真は周囲を見回す。

　あたりの木々は五メートル超ちようのものばかりだ。

　対して、リゼットの身長はどんなに高く見積もっても一六〇センチぐらいだろう。

　ぜんぜん足りない。

　颯真はため息をついた。

「それ、『飛行』っていうか『高速移動』って感じだよね」

「速さは自信あるわよ！　でも、こんなところで飛んだら樹の枝で大おお怪け我がしそうだわ」

　リゼットがため息をつく。

　颯真は笑った。

　──とりあえず記き憶おくを頼たよりに山頂方向へ戻もどってみるべきかな。

　立ち上がり、リゼットへ向けて口を開く。

　その時──ガサガサという木の葉を揺ゆらす音が聞こえた。

　リゼットと目が合う。

　緊きん張ちようした面おも持もちだった。

　颯真は海岸で化け物に襲おそわれた記憶が甦よみがえってしまう。

　──どうする？

　考えるものの、作戦なんか思いつくはずもなかった。

　足音が近付いてくる。

　リゼットが颯真の腕うでをつかんだ。

「ソーマ、いい？　化け物が来たらあたしが飛んで体当たりするから、その隙すきに走って逃げるのよ」

　情けない気持ちになってきた。

　──化け物相手に無力なのは仕方ないとは思うけど……なんだかイヤだな。

　颯真はただ耳を澄すませた。

　足音が止まる。

　呼吸をうかがうような間があった。

　そして──

　何者かが、樹の陰かげから飛び出してくる。

「逃げて！」

　リゼットが颯真の腕を放す。

　相手が迫せまり来る。

　それは、人の形をしていた。

　細いが引き締しまった体を、派手な色のジャケットで覆おおっている。

　身長も高い。

　手足がすらりと長いせいで『でかい』という感じではなく、細身で長身というように颯真には見えた。

　というか。

　どう見ても普ふ通つうの、若い男──少年だった。

「──アレ？」

　不思議そうな声が相手の口から漏もれる。

　相手もこちらが人間であることに気づいたらしい。

　振ふりかぶっていた拳こぶしを止めて、おどろいた顔で颯真を見る。

　気づかなかったのは、リゼットだけだ。

「この……！」

　ホウキに座って高速で体当たりをする。

　少年が『まずい』という顔をした。

　リゼットもようやく気づいたようだった。

　しかし、ホウキは急に止まらない。

　リゼットの体当たりが少年に命中する。

　少年はぶつかった衝しよう撃げきでゴロンゴロン転がって、背後にあった樹に激げき突とつした。

　けっこう痛そうな音がした。

　颯真は思わず目を閉じる。

　リゼットが突つき飛ばした少年に駆かけ寄ってたずねた。

「だ、大丈夫!?」

　少年が答える。

「あ、あいどんとすぴーくいんぐりっしゅ……」

　大丈夫なのかそうでないのか、わかりにくかった。
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「いやあ、化け物と勘かん違ちがいしたよ。すげえ焦あせった」

　少年──相あい坂さかアイトを助け起こした。

　彼のすりむきや打だ撲ぼくに軽い治ち療りようをほどこしたあと、三人で向かい合って情報交こう換かんをしているところだ。

　颯真とアイトは向かい合う樹の根に腰掛けている。

　リゼットは、颯真の横に立っていた。

　先ほど突き飛ばしてしまったせいで気まずいのかもしれない。

　颯真は問いかける。

「そっちも鬼おにみたいな化け物に襲われたことがあるの？」

「鬼？　いや、俺が襲われたのは蛇へびに手足が生えたようなヤツだったな。こうやってブラブラしてんのも、ソイツを探してるからなんだ。──俺はソイツを絶対に殺す」

　アイトが拳を握にぎりしめる。

[image: ]

　その迫はく力りよくに気け圧おされながらも、颯真は彼の言葉から情報だけを抽ちゆう出しゆつする。

　──化け物は少なくとも二種類いるのか。

　一体だけでも強力な存在なのに、気が重くなる情報だった。

　アイトが首をかしげる。

「ところで、そちらさんのご関係は？　同じ時代の人間にゃあ見えねえが」

　リゼットが不安げに颯真を見る。

　颯真は彼女に代わって答えた。

「僕は小鳥遊颯真。こっちはリゼットさん。どうも彼女は魔ま女じよ狩がりの時代から来たみたいなんだけど……あの、本当に別々の時代からこの世界に人が来てるの？」

「ああ、こっちもいくつかの別時代から来たと思おぼしき集団を確かく認にんしてる。……小鳥遊はいつの時代から来たんだ？」

「僕は二〇一五年から来た」

「二〇一五!?　ん、あー、そ、そうか。俺もそんなもんだ。ところで、話は変わるけど、二人はなにをしてたところなんだ？」

　颯真は話すべきかどうか、リゼットを見る。

　リゼットは不安そうに颯真を見返し首をかしげた。

　──人見知りでもしてるのか。意外だなあ……

　彼女の沈ちん黙もくを、颯真は『任された』というように受け取った。

「実は、僕のクラスメイトが騎き士しに捕つかまったらしくて、今から助けに行くところなんだ」

「騎士？　山のふもとに拠きよ点てん構えてる連中か？」

「どうなの？」

　颯真はリゼットにたずねる。

　リゼットがムッとした顔で言う。

「……なにがよ」

「なにがって、今の話。えっと、騎士っていうのは山のふもとに拠点を構えてるの？」

「そうね」

「……言葉少ないけど、緊張してる？」

「してないわよ！　ただ、その……」

「どうしたの？」

　颯真は首をかしげる。

　アイトが口を開いた。

「で、騎士ってのは山のふもとにいる連中でいいのか？」

「そうね、って言ってたけど」

「あ、そうなの？　どうにも英語はわかんなくてなあ」

「英語？」

　颯真はリゼットを見た。

　リゼットが不ふ機き嫌げんそうに言う。

「ねえソーマ、コイツはどこの言葉で話してるの？」

「は？　日本語だけど……リゼットさんもしゃべってる……」

「あたしが？」

　リゼットが首をかしげる。

　颯真は一つの可能性に思い当たった。

　──まさか、リゼットさんもアイトも、別々の言語でしゃべってるのか？

　颯真は思い返す。

　リゼットは口の動きと発する言葉がバラバラだ。

　アイトのほうは、そんなことはない。たまに違い和わ感かんを覚えることもあるが、颯真のよく知る日本語で話している。

　しかし──颯真には、どちらも日本語に聞こえていた。

　──まさか……

　アイトが首をかしげる。

「どうしたんだ小鳥遊、いきなり黙だまり込んで」

　リゼットが心配そうな顔をする。

「頭の怪け我がが痛むのかしら？　今日は無理をしないほうがいいかもね」

　やっぱり同じ言語に聞こえた。

　颯真は理解する。

　──僕は、異能力に目覚めている。




　言葉が通じるという魔ま法ほう。

　コミュニケーションという異能を手に入れており、我知らず使いこなしていたのだ。




「……なるほど」

　颯真は思わず笑う。

　二人が心配そうに顔をのぞきこんできた。

　颯真は首を横に振る。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だけど……リゼットさん、僕もどうやら能力に目覚めてたみたいだよ。リゼットさんの言葉がわかるのは、僕の能力らしい」

「えっ!?　そうなの!?」

　リゼットがおどろく。

　颯真はその反応に笑った。

「そうそう。というわけで──聞きたいんだけど、騎士の人たちがムカツクのは、似たような言語なのに話が通じないからなんだよね？」

「そうよ。あいつら、ほんっとなに言ってんのかわかんないの！」

「だったら、僕がどうにかできるかもしれない。その人たちと交こう渉しようするんなら、たぶん、僕が適任だ」

「……話が通じるの？」

「たぶんね」

「つまりそれって──ケンカをせずに人と理解しあえるってこと？　あんたの能力は、争いをこの世界から消す能力っていうこと？」

　リゼットの瞳ひとみが輝かがやく。

　──彼女の目標は、この世界を理り不ふ尽じんに人が死ぬことのない世界にする、だったか。

　しかし現状、化け物がいるせいで、協力しないと危険な世界だ。

　でも、協力するにはコミュニケーションが必要で、言語が違ちがえばコミュニケーションはとりにくい。

　ならば、言語を選ばず意い思し疎そ通つうできる能力者がいれば？

　たしかに、やりようによっては『争いをこの世界から消す能力』だ。

　颯真はうなずく。

「どうやらそうらしい。とりあえず僕は、この能力で仲間を助けてみるよ」

　リゼットが震ふるえている。

「ね、ねえ、ソーマ。もし、無事に仲間を助けられたら、その時は、あたしに協力してくれない？」

「……それは、まだ約束できない」

　颯真はまだこの世界の情勢を把は握あくしていない。

　化け物がいて──

　騎士がいて──

　魔ま女じよがいて──

　アイトたちがいて──

　自分たちがいる。

　それぐらいだ。

　どれほどのリスクを背負うかわからないのに、申し出を受けるほど、颯真は警けい戒かい心しんが薄うすくはないが……

　リゼットがうつむく。

「そうよね……ごめん」

「ただし──傷の治ち療りようと、仲間を助ける協力の恩を返すつもりはあるよ」

　──恩を受けておいて返さないと、菊花がうるさいからな。

　颯真は口うるさい幼なじみを思い出して、笑え顔がおのままため息をついた。

「やった！」

　リゼットが子供のようにはしゃぐ。

　アイトが笑う。

「そういうことなら、俺も手伝わせてくれ。俺にもちょっと小鳥遊の力を借りたい事情があってな……」

「ううん……でも」

「まあ、とりあえず手伝わせてくれよ。メインの目的は交渉だろ？　いざという時に備えるだけだし、役に立たなかったら別に力を貸してくれなくてもいい」

　──悪意はなさそうだけれど面めん倒どうくさいんだよなあ。

　最低限のがんばりで生きていきたいと颯真は思っている。

　エネルギーの無む駄だは極力避さけたいのだ。

　それに、今会ったばかりのアイトの考えは読めない。

　だが、もしこの世界全体にかかわるような問題が進行していても困る。

　颯真は慎しん重ちように返事をした。

「……事情を聞いてから決めさせてもらえるなら」

「それでいい。ま、俺が役に立たない展開が望ましいけどな。腕うでっぷしには自信があるけど、英語は全然だし。あとできるのは、道案内ぐらいなものだな」

「できるんだ？」

「ああ、騎士の溜たまり場までの道は知ってる」

　颯真はリゼットを見る。

　リゼットが視線の意味を理解したようで、うなずいた。

「……案内してもらいましょう」

　ちょっとだけ不機嫌そうな声だった。

　颯真はアイトに言う。

「わかった。よろしく」

「おう。こっちだ」

　アイトが歩き出した。

　一応、道を覚えながら颯真はアイトについていく。

　異世界で手に入れた異能力を使って、仲間を助けるために。







　■クロエ・ホワイト




　灰色の空の下に、クロエ・ホワイトはいた。

　小こ柄がらな少女だ。

　髪かみが腰こしまで伸のびていて、瞳は眠ねむたげに細められている。

　彼女は鎧よろいと剣けんを身につけていた。

　幼いころ、わがままを言ってあつらえてもらった鎧だった。

　胴どう当てには翼竜ワイバーンをかたどった盾章エスカツシヤンがある。

　あつらえてもらったのはもう二年も前だが、そのころからクロエの体つきは変わっていない。

　彼女は鎧姿でただ空をながめていた。

　容姿が理知的なこともあり、ぼうっと空をながめていると周囲が勝手に『なにかとても深いことを考えているに違いない』と判断してくれる。

　しかし、実際には難しいことを考えたくない時にこうして空を見ているのだ。

　空には分厚い雪雲が垂れこめていて、気温が低い。

　彼女の立つ場所は石造りの古城のバルコニーだ。

　古城とは言いつつも大きくはない。

　二階建ての長屋のようなものだった。

　正面から見れば、まるで巨きよ大だいな王おう冠かんのようなかたちだ。

　この城は、クロエが生まれ育った場所だった。

　だが、この世界は、クロエが生まれ育った世界ではない。

　ここはクロエにとって見知らぬ世界だ。

　どうやって来たのかもわからない。

　今は同じような境きよう遇ぐうの者たちとともに、この世界で生きている。

　多くの者は、知らぬ世界で生きていくことを嘆なげいていた。

　だが、クロエは少し違った。

　なぜかと言えば──




「だ、団長、失礼します」




　背後からガシャガシャという金属音。

　クロエが振ふり返れば、階段をのぼってバルコニーに入ってくる騎き士しがいた。

　ぶかぶかの鎧をまとい、長すぎる剣を腰からぶらさげている。

　まだ十歳になるかならないかの、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だ。

　やけにまじめくさった顔で姿勢をただし、右の手の平を左の胸に当てて敬礼した。

　クロエはつぶやく。

「……どうしたのです？」

「え、えっと……例の化け物が、あっちだから……東のほうに出たみたいです！」

「……東側に部隊を集めておいて。詳くわしいことは、あなたの隊長に聞くのですよ」

「はい！　じゃあ、行きます！」

　少年は緊きん張ちようした面おも持もちのまま去って行く。

　階段の下で転ぶような音が聞こえた。

　クロエは頭を抱かかえる。

　でも──現状は、自分が望んでいたものとだいたい合がつ致ちしているはずなのだ。




　クロエ・ホワイトは騎士になりたかった。

　しかし彼女が元いた世界で、女性は騎士になれなかった。

　ところが、この世界では『女性は騎士になれない』という決まりはない。

　だからクロエにとって、この見知らぬ世界は必ずしも悪い場所ではなかった。

　ただ──




　クロエは階段を降りていく。

　石造りの殺風景な建物の内部に入った。

　階段の下では、先ほど報告に来た騎士がうずくまっていた。

　クロエは彼のそばに駆かけ寄り、助け起こす。

「……大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　彼は涙なみだぐんでいた。

「痛いです！」

「……そう。我が慢まんはできるのですか？」

「できます！」

「……それじゃあ、あなたの役割を果たすのです」

「はい！」

　少年騎士が立ち上がり、敬礼をしてから去って行く。

　今度は転ばなかった。




　この世界に来た時、クロエの周囲にはたくさんの同じような境遇の人間がいた。

　すなわち──名家に生まれ、しかし様々な事情で裕ゆう福ふくな生活を手放した子供たち。

　クロエが団長を務める『騎士』という勢力には、子供しかいない。




　クロエは歩き出す。

　化け物に対し警けい戒かいにあたっている部下をねぎらうためだ。

　……正確には、不安がっている子供たちを慰なぐさめるため、なのだが。

　念願の騎士になり、子供だらけだが自分の部下も持てた。

　自分の領地を守るために号令を飛ばし、部下をねぎらう──望み通りの騎士の姿。

　──わたしは団長として、みんなを支えなければいけない。

　だが──クロエは思う。

　──みんなを支えるわたしは、なにを支えにすればいいの？







[image: ]




　　　　１




　小鳥遊たかなし颯そう真まは鬱うつ蒼そうとした森の中にいた。

　木々の隙すき間まに隠かくれるように、前方を見る。

　雪原が広がっていた。

　その雪の上に、ぽつんと石造りの村が見える。

　まるで廃はい墟きよのようだと颯真は思った。

　その場所は低い石いし壁かべに区切られている。

　だが、石壁はところどころが崩くずれて朽くちており、そのまま放置されていた。

　村の中にある建物もほとんどが石でできているが、どれも壁かべや天てん井じようが崩れており、補修されていない。

　颯真は視線を村の中央に向ける。

　巨大な王冠のような建物が見えた。

　高さは二階建てぐらいで、広さは家屋が五、六軒けん分はあるだろう。

　荘そう厳ごんだが物もの寂さびしさも感じるその建物を見て颯真はつぶやく。

「……なんか、ＲＰＧだったらお化け系のモンスターと遭そう遇ぐうしそうな場所だな」

　ここが『騎士』の拠きよ点てんらしかった。

　だが、人がたくさんいるにしては、やけに物寂しい雰ふん囲い気きの場所だ。

　がさり、と背後から足音。

　アイトが後ろに立って、颯真と同じ建物を見ていた。

「いかにもボスがいそうな感じの建物だな」

「アイトは前にこの場所に来たことあるんだよね？　騎士がどんな人たちだとか、リーダーがどんな人物だとかはわかる？」

「……あー……ま、子供かな」

「子供？　それは理知的な話ができない相手だとか、そういう意味の比ひ喩ゆ？」

「比喩じゃなくて子供だ。そもそも俺は言葉わかんねえよ。あのでっけえ館やかたの中に大人がいて、使いっ走りの子供に応対された可能性はあるが……なににせよ、チラッと見た拠点内部は、ほとんど子供ばっかだったな」

「子供ばっかりの騎士団、か……」

　颯真は考え込む。

　これから、クラスメイトを助け出す交こう渉しように行かねばならないわけだが……

　相手が子供ばかりということが、プラスになるのか、マイナスになるのか、判断がつかない。

　颯真は意見を求めるべくリゼットを探した。

　リゼットが少し離はなれたところにある樹きの幹に、背中をあずけていた。

　颯真は呼びかける。

「リゼットさん、リゼットさんが話した感じ、騎士はどんな人たちだった？」

「話が通じなかったわ」

　不ふ機き嫌げんそうな声。

　騎き士し拠点が近付くにつれ、リゼットが怖こわい顔になっていく。

　よほど嫌いやな経験があるらしい。

　颯真は苦笑いした。

「それだけじゃなくって、なんか他ほかに」

「……あたしが出会ったのは女の子ね。体の小さい子」

「女の子もいるんだ？　女騎士って歴史的に実在したのかな？」

　首をかしげる。

　リゼットが唇くちびるをとがらせた。

「知らないわよ。なんか幼いくせに悟さとったような顔してるヤツだったわ。あたしは、ああいうのと相あい性しよう悪いの」

「リゼットさんは直情型だからね……」

「どんなにつらい経験しても、子供は笑ってるべきだと思うわ。あたしが元いた場所以外にも子供が素す直なおに笑えなくって、なにかに怯おびえながら生きなきゃいけないような世界があるんだとしたら──あたしは、そういう世界が許せない」

　怒おこった声。

　颯真は笑う。

「それ、話した女の子が嫌きらいっていうより、女の子がいた世界が嫌いって話だよね」

「……そうかもね」

　不機嫌そうにそっぽを向く。

　颯真は改めて騎士の拠点を見た。

　──どこに僕のクラスメイトは捕とらわれているんだろう？

　パッと全体を見み渡わたしても、見当たらない。

　建物の内部か、ここからでは死角になって見えない場所か……

　不安になったので颯真はたずねる。

「ねえリゼットさん、本当に僕の仲間はあそこにいるんだよね？」

「捕らわれたところは見たわ。鎧よろいを着て武器を持った大勢のやつらに取り囲まれて連行されていく姿よ。そのあとは──知らないわ」

「そっか」

　では、騎士の拠点内部にいるという前提で話を進めて大丈夫だろう。

　わざわざ捕らえた捕ほ虜りよを途と中ちゆうで放ほう逐ちくするということはしないだろうし……

　すでに殺されているという可能性は、考えたくもない。

　騎士がどんな集まりか、まだなにもわからないのだ。

　下手へたに考えを巡めぐらせてもエネルギーの無む駄だだろう。

　颯真は深呼吸する。

「じゃあ、交渉に行こう。──と、その前に、アイトの能力を確かく認にんしたいんだけど。手伝いを申し出てくれたからには、なにか能力か特技があるんだろ？」

　アイトが難しい顔をした。

「たしかにあるが……能力かあ……説明すんの難しいんだよなあ」

「難しい？　発動条件が複雑なの？」

「ああいや、伝わる単語がどれかわかんねえっていうか……『カミオナガカツ理論』ってわかるか？」

「……聞いたことはないなあ」

　颯真は首をかしげた。

　アイトが考え込む。

「そうか……とすると、えー……ま、とにかく安心してくれ。足止めとかそういうのはすげえ得意だ」

「そうなの？」

「おう！　仲間からは『ミスター肉壁』とか『なんで生きてるかわかんない人物の世界大会三年連続ディフェンディングチャンピオン』とか言われてるからな！」

「……それ言った人に嫌われてたりする？」

「えっ!?　いや、そんなことは……とにかく！　生き残るのは自信があるから、いざとなったら俺に任せて先に行け」

　死亡フラグみたいな発言だった。

　しかし──出会ったばかりの自分を相手に、アイトが命を懸かける理由もないと颯真は考えた。

　実際に騎き士しという勢力に攻こう撃げきを受けた『程度』じゃ死なない自信があるのだろう。

　颯真はため息をついた。

「わかった、足止めは任せるよ。というか、アイトには横で潜ひそんでてもらいたいんだ」

「ん？　なんでだ？」

　アイトが不思議そうな顔をした。

　颯真は語る。

「いや、以前に行って追い返されたんだろ？　リゼットさんも同じような感じらしいんだ。追い返された人間が徒党を組んで行ったら、心証が悪くなると思わない？」

「……なるほどな。わかった。ただし、危なくなったらすぐに出て行くからな」

「うん、頼たのむよ。まあ、あんまりアイトを危ない目に遭あわせるつもりもないけど」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだぞ？」

「そうじゃなくって──アイトは僕が知らない情報を持っていそうだから、提供してもらわないと困るんだ」

「あー……」

　アイトがガリガリと頭を搔かいた。

　それから、うなずく。

「おう、そうだな。……事がすんだら覚かく悟ごを決めて、俺のことも、この世界のことも、知ってることは一つ残らず話すさ。お前と、お前の仲間の前でな」

「……う、うん……そんな覚悟がいるような事情を話されるのか……」

「ああ、いや……覚悟ってのは、こっちの事情だが──無事に全部すんだらな！」

「うん。よろしく」

　手を振ふる。

　アイトが手を振り返しながら歩き去って行った。

　リゼットが首をかしげる。

「あいつ、最後になにを話して行ったの？」

「……クラスメイトを助けたら、その後で知ってることを話してくれるってさ」

「あら、そうなの？　……そうね。そのためにも、無事に終わらせなきゃ」

「うん。リゼットさんは、横で、冷静に、見ててね？」

「……なんで念を押すように言うのよ」

　リゼットがいぶかしむように言う。

　颯真は笑って誤ご魔ま化かすことにした。

「それよりも、これから、この世界で初めての勝負だ。殴なぐり合えない僕の力がどの程度通用するか、試ためしてみよう」

　内心の緊きん張ちようと恐きよう怖ふ、それからわずかな興奮を抑おさえるように、軽い口調で言う。

　そして颯真は、騎士の拠点へ歩き出す。

　自分だけしかできない戦いをするために。
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　騎士拠点の正面入り口の前に立った。

　小鳥遊颯真は目の前にそびえ立つ石いし壁かべを見上げた。

　朽くち果て、ところどころが崩くずれ落ちた古い壁だ。

　光こう沢たくのない灰色の壁は、騎士拠点上空と同じ色をしていた。

　森から出てこの場所に近付いた途と端たん、肌はだを刺さすような寒さが颯真を襲おそった。

　場所が日ごとに変わったりという話は聞いていた。

　しかし、気温まで場所によって変わるというのはおどろきだ。




　さて──これから交渉をしなければならない。

　だが、正面入り口と思おぼしき石壁のあたりには誰だれもいなかった。

　玄げん関かんチャイムらしきものも当然ない。

　困った颯真はリゼットを見る。

「あのさリゼットさん、前はどうだったの？　石壁の中までずかずか入った感じ？」

　リゼットが考え込んでから言う。

「前は、ここに槍やりを持った子供が立ってたんだけど……いないわね」

「槍を持った、子供、ねえ……門番かな」

「子供だけの集団だったらそうなんじゃない？　その子供とモメてたら女の子が来て、鼻で笑われたわ」

「とにかく、少し中をのぞいてみようか……」

　颯真はリゼットへ苦笑しながら歩き出す。

　その瞬しゆん間かんだった。




　突とつ然ぜん、リゼットに突つき飛ばされた。




「リゼットさん!?」

　倒たおれ込みながら颯真はおどろきの声をあげる。

　見上げる視線の先で──

　リゼットが、肩かたから血を流していた。

　彼女の肩に緑色のなにかが突き刺さっていた。

　それはボールペンぐらいの太さのトゲだ。

　颯真はトゲの出所に視線を向ける。




　化け物がいた。




　手足が生えた人型の化け物だ。

　全身が光沢のある緑色の鱗うろこに覆おおわれていた。

　体は大きくない。シルエットだけならば颯真と同じぐらいの身長・手足の長さ、太さだろう。

　ただし、首から上が人間ではありえなかった。

　鎌かま首くびをもたげた蛇へびの頭部が、人間の体にくっついていた。

　リゼットに刺さったトゲはその化け物がチロチロと動かす舌だった。

「ぐっ……」

　リゼットがうめく。

　肩に刺さった化け物の舌が勢いよく引き抜ぬかれた。

　リゼットの肩から血が噴ふき出す。

　颯真は立ち上がる。

「リゼットさん！」

　慌あわてて彼女へ駆かけ寄った。

　リゼットがしゃがみこんでしまう。

　近場で見れば、呼吸も荒あらくなっていた。

　──怪け我がのせいか？

　リゼットは肩かた口ぐちに傷を負っただけだが──傷の深さから体調を測れるほど、颯真は傷というものを負った経験がなかった。

　蛇の化け物は舌をチロチロと出したり引っ込めたりしている。

　そして、ゆったりとこちらへ歩いて来ていた。

　その様子は、自分が舌を刺した獲え物ものが容易に動けないことを悟さとっているようだった。

　──逃にげるべきだ。

　颯真は状じよう況きようを分ぶん析せきした。

　最善手は逃とう亡ぼう。しかし颯真個人の能力的には不可能だ。

　逃亡を可能とする能力を持っているリゼットは、動けそうもない。

　それ以上に──

　颯真はリゼットをかばうように抱だきしめた。

　リゼットがかすれた声でつぶやく。

「バカ……置いて、逃げなさいよ……」

「その選せん択たく肢しはないよ。この世界に来てからすぐに助けてくれたリゼットさんを見捨てるなんて、不可能だ」

　最初の鬼おにのような化け物に襲われた時だけではない。

　クラスメイトと引き離はなされて一人だった颯真が冷静でいられたのは、彼女のお陰かげだ。

　彼女を餌えさに生き延びるという選択肢をとらないことに、後こう悔かいはない。

　後悔しているとすれば──

「まだ途と中ちゆうなのに、こんなところで終わるのか……！」

　クラスメイトを助けられずに終わる。

　交こう渉しようはできるかも知れないが、そこまでたどり着けなかったことが口くち惜おしかった。

　けれど。




「んなこたねえさ」




　男性の声が、颯真の言葉に応じた。

　──ドンッという重い音が聞こえる。

　颯真はおそるおそる背後を振り返る。

　そこには──アイトがいた。

　蛇の化け物を探す。

　はるか遠く、樹きの幹に背中を打ち付けている化け物の姿が見えた。

　そこから推測できることは──アイトが、あの化け物を吹ふき飛ばした？

　どうやって？

　颯真はアイトを見上げた。

　アイトが蛇の化け物から視線を逸そらさずに言う。

「遅おくれて悪かった。それと、魔ま女じよさんがつらそうなのは毒のせいだ。アイツの毒は数時間で切れる。しばらく呼吸するのも苦しいだろうが、我が慢まんすれば抜けるから、ちっとだけがんばれ。俺はがんばった」

　蛇の化け物へ向けて、ゆったりと歩いて行く。

　アイトが冷たい目をして言う。

「あの化け物はな、毒で動けねえ獲物を生きたままむさぼり食うのさ。俺の仲間はそうやって殺された」

　淡たん々たんとした声。

　だが、声の奥には激しい怒いかりが感じられた。

　アイトが口の端はをつり上げる。

「よう、見つけたぜ化け物。……あー……蛇は耳がねえんだったな。色々言ってやりてえことはあるが、聞こえないんじゃ意味ねえか」

　振り返る。

　アイトが笑っていた。
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「悪いな小鳥遊。俺はアイツと遊んでくる。騎き士しとの交渉でピンチになった時に助ける約束だったが──守れそうもねえ。ま、アイツがそばにいたんじゃ、そもそも交渉どころじゃねえだろうけどな」

「あ、アイトは……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　颯真はたずねる。

　あの蛇はまぎれもなく化け物だ。

　音もなく忍しのび寄り、毒で動きを封ふうじてくる。

　しかも──人間を生きたまま食べるという。

　颯真はアイトの身が心配だった。

　アイトが首を横に振ふる。

「いや、ダメだな。やっぱり俺は、すぐ熱くなる。──殺したいんだ、アイツを」

　──爆ばく発はつ音。

　それはアイトが移動した音だった。

　たった一歩で数メートルあった蛇の化け物との距きよ離りを詰つめる。

　近付きざまに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　蛇の化け物は、背にしていた樹の幹を叩き折りながら、遠くへ吹き飛ばされて行く。

　颯真は目を見開いた。

　──めちゃくちゃな身体能力だ。

　アイトの『異能力』『魔ま法ほう』はつまり、アレだろう。

　──なんで自分の能力の説明を難しいと思ったんだ。あんなの、『ただ強いだけ』っていう一言で説明が済むじゃないか……！

　颯真は驚きよう愕がくの視線でアイトを見る。

　アイトが苦く笑しようする。

「なあ小鳥遊。俺はダメだった。仲間を殺されるまで行動できなかったし、仲間を殺させてしまうような環かん境きようしか作れなかった。騎士も魔女も、それ以外も、話すらできずにこのザマだ。やってることは復ふく讐しゆうだよ。復讐なんざしなくてもいい状況を作れれば、それが一番だってのに」

「……アイトが僕に頼たのみたかったことっていうのは」

「──誰だれも死なず、誰も殴なぐらなくていい世界を造りたい」

　アイトが拳を握にぎりしめる。

　怒りか、他ほかの感情によってか、その拳は震ふるえていた。

「最初から他集団と協力して情報を集めて自衛の手段をとれてれば、不用意に仲間は死ななかった。復讐はなにも生みださねえっていうのは、百年以上前からある陳ちん腐ぷな言葉だが、真実だ。俺は復讐したいからあの化け物をぶっ殺す。だが、そもそも復讐するような状況になりたくなかった。──頼むぜ小鳥遊。どうか、世界に平和を」

　アイトが強く一歩踏ふみ出す。

　爆発のような音とともに足元の雪が爆はぜ、煙けむりになる。

　雪煙が晴れたころには──もう、アイトの姿は見えなくなっていた。




　直後。

　ガチャガチャという金属の音が、騎士拠きよ点てん内部から複数聞こえた。




　颯真は視線を向ける。

　朽くちた石いし壁かべ──

　その奥から、ぶかぶかの鎧よろいを身にまとい、長すぎる剣けんや槍やりを手にした集団が現れる。

　男の子が多いが、中には女の子もいた。

　騎士だ。

　事前情報の通り、その全員が子供だった。

　平均年ねん齢れいは十歳前後だろうか。

　その集団が──なぜか、颯真とリゼットを取り囲んだ。

「え？」

　颯真はリゼットを抱きしめたまま動けない。

　しばらく固まっていると、囲いの一部が開く。

　石壁側だ。

　そこから、一人の女の子が歩いて来た。

　小さな女の子だった。

　綺き麗れいなうえに無表情なので、人形のような印象を受けた。

　瞳ひとみが真っ直すぐにこちらを見つめてくるのだが、なにを考えているのかまったく読み取れない。

　きっと彼女がこの集団の長おさなのだと颯真は判断した。

　先行部隊が自分たちを包囲したあとにゆっくり出てきたというのも判断理由だが──

　唯ゆい一いつ身の丈たけにあった鎧と剣を装備している彼女は、この集団の中では年長者に見えた。

　それでも十二歳やそこら、大きく見積もっても中学生ぐらいの年齢だろうけれど……

　女の子がつぶやく。

「……まったく、次から次へと厄やつ介かいな連中なのです。少しはこちらの苦労もわかってほしいのです。──連行するのです」

　女の子が指示する。

　囲いを作っていた騎士の中から、二人が颯真とリゼットに向けて歩み出てきた。

　──このままじゃ捕つかまる！

　颯真は焦あせる。

　その時──リゼットがささやく。

「……するんでしょ」

「え？」

「……交渉、するんでしょ……だったら、今がチャンスじゃない……」

　苦しげな声。

　けれど、リゼットは笑ってみせた。

　颯真はハッとする。

　──そうだ。僕にできる戦いは、これなんだ。

　誰も殴らなくていい世界を造る──

　そのために、颯真は叫さけんだ。

「ちょっと待って！」

　近付いて来ていた騎士が、止まる。

　踵きびすを返し去って行こうとしていた赤髪の女の子が、振り返った。

「……あなたは言葉が通じるのですか」

　颯真の力は、剣と槍と兵力を持った相手に、しっかりと通じた。

　だから颯真は立ち上がって続ける。

「言葉は通じるし、話も通じるよ。だからちょっとだけ、僕に時間をくれないか？」

「……時間を与あたえて、どうするのです？」

　女の子が首をかしげる。

　颯真は笑った。

　そして──

「少しだけ、話をしたいんだ」

　この世界で唯一自分に与えられた魔法を使う戦いを開始した。
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　雪原の中、槍に囲まれて颯真と女の子は対面していた。

　颯真の背後にはリゼットがいる。

　毒はまだ抜ぬけていない様子だった。

　だが、しっかりと相手リーダーらしき女の子を見るだけの気力はあった。

　女の子が、リゼットを一いち瞥べつする。

　しかし、特に反応を示さないまま、颯真に名乗った。

「……わたしはこの騎士団の団長をしている、クロエ・ホワイトです」

　颯真はうなずく。

「僕は小鳥遊颯真」

「……ソーマさんですか。それで、わたしたちにしたい話というのは？」

「その前に、なぜ僕たちは槍を持った兵隊に囲まれてるのかを知りたい」

　先に片付けるべき問題はそちらだと颯真は判断していた。

　仮に騎士という勢力が粗そ暴ぼうで、見つけた相手はとりあえず突つき殺すような者たちだった場合、交こう渉しようは不可能だ。

　その場合、クラスメイトはとっくに殺されていると判断できるだろう。

　話しかける目的を『クラスメイトを返してもらうよう交渉する』から『リゼットの毒が抜けるまで時間を稼かせぐ』に変へん更こうしなければならない。

　──とは言え、数時間を稼ぐことはできないと思うけれど……

　心配しながら動向を見守る。

　クロエは淡たん々たんと冷静に語った。

「……魔ま女じよがいるからです」

　ため息をつく。

　心底うんざりしている様子だった。

　颯真は首をかしげた。

「君たちは魔女になにかされたの？」

「……わたしたちはこの世界に来てから、よくわからない化け物に悩なやまされています」

「僕も遭あった。さっきも、そこで襲おそわれた」

「──で、わたしたちはあの化け物を裏で操あやつる存在がいると考えているのです」

「え？」

　颯真はおどろく。

　突とつ飛ぴすぎる発想のような気がしたのだ。

　アレは野生の獣けものなんかと同じで、人間を食料と見ているから襲っているものと颯真は思っていたのだが……

　クロエが淡々とした調子で続ける。

「……普ふ通つう、獣は人間を襲わないのです。雪深くて食料がないとか、縄なわ張ばりを荒あらされたとかいう理由がない限り、人間と獣は共存できるのです」

「そうなのか……」

「……獣の出ない地域に住んでいたのですね。とにかく、このあたりは日ごとに地形が変わって非常にめんどくさいのですが、そのお陰かげで木の実や野草、果物なんかもとれるのです。化け物でない野生動物もいますし、あれだけ強い化け物であれば食料に困らないだけの環境のはずなのです」

「つまり、食料を求めてるだけだったら、人間を襲う理由がない？」

　颯真は首をかしげる。

　クロエがうなずいた。

「なのです。にもかかわらず人を襲うのは、化け物自体に『人を殺したい』という意思があるか──誰かに人を襲うよう調教されているとわたしたちは考えているのです」

　視線が鋭するどくなる。

　クロエが見ている先はリゼットだった。

　つまり──

　颯真はクロエの考えを予想する。

「クロエさんは、魔女が騎き士しを襲うよう化け物を調教してるって考えてるんだ」

　その発言に反応したのは、リゼットだった。

　荒あらい呼吸のままクロエをにらみつけている。

　だが、クロエは涼すずしい顔のまま、颯真へ話しかけた。

「……その通りなのです。実際に、化け物と話す──話が通じる相手ではないので、話しているように見える魔女を目もく撃げきした子も、何人かいるのです。それはきっと、あの化け物の調教風景だったのではないかとわたしたちは思ってるのです」

　颯真は考え込む。

　リゼットの人となりはそれなりにわかっているつもりだ。

　だが、『魔女』という勢力についてはほとんどなにも知らない。

　仮に集団としてはリゼットのようにいい集団だったとしても、中にははぐれ者だっているかもしれない。

　だから、颯真は『魔女』という存在を信じてもらおうとするのはあきらめた。

　魔女自体にそこまでの義理もない。

　交渉方針が固まる。

「魔女のことはわからないけど、リゼットさんはその化け物に襲われてる。少なくとも彼女は化け物と関係がない」

「あたしだけじゃないわよ」

　リゼットがよろよろと立ち上がった。

　そしてふらつく足取りでクロエに近付いていく。

　怒おこった顔をしていた。

　毒はまだ抜けきっていないように見えた。

　だが──毒なんかどうでもよくなるぐらいの怒いかりが、彼女を動かしているのだろう。

　リゼットが、クロエにつかみかかる。

「あたしだけじゃない……あたしの仲間も、あの化け物たちに殺されてるのよ……あたしたちは……化け物とは関係ない……」

　悲ひ壮そうな声。

　だが──なにを言っているかは、わからないようだ。

　リゼットだってクロエの言葉を理解して反論したわけではないだろう。

　颯真の言葉から、クロエの発言を推測して怒ったのだ。

　気持ちはわかるが──怒りによる行動には、代価が生じた。

　クロエにつかみかかったせいで、周囲の騎士たちが警けい戒かいをあらわにしたのだ。

　周囲を取り囲む騎士たちがざわめき、槍やりの穂ほ先さきをリゼットに向ける。

　その動きを──

　クロエが、片手を挙げることで制した。

「……魔女。あなたの言葉は断だん片ぺん的にしかわからないのです。でも、わたしがなにか無礼を働いたことはわかったのです」

「……ソーマ、通訳して」

　リゼットがかすれた声で言う。

　颯真は苦笑いした。

「〝言葉はわからないけど、無礼なこと言ったのはわかった〟って」

「そう……なら……謝れって……言って……」

「わかったから、もう休んで。毒は数時間で抜けるみたいだから」

「……そういうことは、早く言いなさいよ……」

　ふらりとリゼットが倒たおれ込む。

　颯真は慌あわてて彼女に駆かけ寄り、支えた。

　必然的に、クロエとすぐそばで見つめ合うかたちになる。

　クロエが無表情のまま、まじまじと颯真を見た。

「……〝通訳〟という単語が聞き取れました。お前は魔女の言葉もわかるのです？」

　颯真はうなずく。

「わかるよ。〝謝れ〟ってさ」

「……本当に魔女と化け物が関係なく、こちらが勘かん違ちがいをしていることを証明できるのでしたら、いくらでも謝ると伝えてほしいのです」

「起きたらね。それで──取り囲まれてる理由はわかった。でも、信じてほしい。僕とリゼットさんは本当に化け物とは関係ない」

「……名めい誉よに懸かけて誓ちかえるのですか？」

　颯真は言葉に詰つまる。

　名誉、という単語を出されたが、今までの人生でそんなもの、気にしたこともない。

　誓えるかと言われれば誓えるのだが、それは不誠実な気がした。

　ようするに──『自分たちは無実である』という訴うつたえを信用させる担保として、大事なものを懸けられるのかという問いかけだろうと解かい釈しやくする。

　颯真は自分の大事なものを頭の中で思い浮うかべる。

　……あんまり出てきてほしくない顔が出てきた。

　颯真はため息をつく。

「あのさ、少し話が逸それるけどいいかな」

「……かまわないのです」

「そもそも僕は魔女の誤解を解きに来たわけじゃなくって、別の目的があって、それについて君たちと交渉しに来たんだよ」

「……なんなのですか？」

「僕と同じ服装の集団を捕とらえただろう？」

　颯真は着ているブレザーを指し示した。

　クロエが目を細める。

「……捕らえた、ですか。たしかに我々が身み柄がらをあずかっているのです。つまり、お前は仲間を助けに来たという話なのですか？」

「そうなんだ。で……」

　口ごもった。

　言葉が思いつかないわけではない。

　ただ、これから言おうとしていることが少しだけ照れくさい。

　颯真は覚かく悟ごを決める。

「名誉はよくわからないけど、大事なものならある」

「……言うのです」

「僕は、僕の仲間の命に懸けて、リゼットさんも僕も化け物と関係ないということを誓えるよ」

　たとえば今まで過ごしてきた世界だったら、『大事なもの』と言われてもなにも思いつかなかっただろう。

　だが──この不気味な世界において、行動の原動力たりえるのは、やはり見知った仲間の存在だった。

　だから、今、自分にとって大事なものはクラスメイトだ。

　熱血すぎて照れくさいし陳ちん腐ぷすぎて恥はずかしいが、認めなければなるまい。

　颯真は続ける。

「もちろん、君たちと話してみて、僕のクラスメイトが無事だろうと思えたから、命を懸けられるわけだけれど──無事じゃないなら、僕は君たちを許さない」

　クロエが沈ちん黙もくする。

　なにをするわけでもなく、こちらの顔をじろじろ見つめてくる。

　颯真はだんだん居い心地ごこちが悪くなってきた。

　そろそろ言葉を切り出そうか──と思った時。

　クロエが、かすかに微笑ほほえむ。

　とんでもないイタズラを思いついた子供は、こんな顔をするだろう。

　颯真は戦せん慄りつする。

　クロエが楽しげに口を開いた。

「……それで、もしわたしたちがお前の仲間を殺していたとしたら、お前はどうわたしたちを許さないのですか？」

　どう許さないか──颯真は考えた。

　はっきり言って、自分は無力だ。

　リゼットが気絶してしまっている今、逃にげることもできない。

　だから颯真は答えた。

「僕は生き延びる」

「……お前が生き延びることと、わたしたちを許さないことと、どう関係するのです？」

「生き延びて、この世界をまとめあげる。何年かかろうが何十年かかろうが、そうやって世界中を味方につけて、君たちを命いのち懸がけで排はい斥せきする。つまり──残りの人生すべてを復ふく讐しゆうに費ついやしてもいい」

「……懸けるものは名誉ではなく人生、ですか。──お前にとって仲間がどのぐらい重いか、よくわかったのです」

　クロエが背を向ける。

　そして、歩き出した。

　颯真は彼女の背に声をかけた。

「どこへ？」

「……お前を仲間に会わせてやるのです。それから──みんな、槍を収めるのです。この二人に乱暴なことをしてはダメなのですよ」

　はい！　という返事があがった。

　言葉の通り、颯真に向いていた切っ先がどけられる。

　──どうやら、信用されたらしい。

　ホッと一息つく。

　いよいよ仲間と会えそうだ。

　そして──仲間と会う前に、一つ、大きな問題を抱かかえていることに気づいた。

　颯真は気まずい気持ちで口を開く。

「あの、クロエさん、お願いがあるんだけど」

「……なんなのです？」

　クロエが振ふり返った。

　颯真は苦笑いを浮かべる。

　それから、腕うでの中で気を失っているリゼットを軽くゆすった。

「仲間と会う前に、この人をどこかに運びたいんだ。……僕は腕わん力りよくには自信がなくって、リゼットさんを抱だき上げたままじゃ仲間と会う前に疲つかれて倒れちゃいそうだから」

　クロエが目を細める。

　それから、彼女はため息をついた。




　　　　４




　騎き士しの少年たちにリゼットをあずけて、颯真はクラスメイトの許もとを目指す。

　少年たちはそれぞれ仕事があるようで散っていった。

　今は、隣となりにクロエがいるだけだ。

　警護もつけないとは、よほど信しん頼らいされたらしい。

　いいことなのだが、少しこそばゆい感じだ。

　颯真とクロエは石造りの家々が並ぶ雪原を歩いて行く。




　しばらく進むと、空の様子が変わった。

　雲がカッターで切ったかのように不自然に途と切ぎれ、青空がのぞいている。

　気温も変化した。

　ブレザーを脱ぬぐほどではないにせよ、今までが寒すぎたせいで暑く感じる。

　地面の様子も変わっている。

　雪はなく、黒々とした大地が広がっていた。




　颯真は視線を上げる。

　見た先には、広大な畑が広がっていた。

　そこで農作業──クワを持って畑を耕している集団を発見する。

　ずいぶんと不慣れな農業者たちだ。

　ガヤガヤと試行錯さく誤ごをしながら、不器用に道具を振り回している。

　その集団に見覚えがあった。

　颯真は思わず足を止める。

「……みんなだ」

　農作業をしていた集団はクラスメイトだった。

　楽しそうにしていた。

　しゃべりながら作業する男子たち──

　働いている男子に水や食べ物を運ぶ女子たち──

　サボっている者もいた。

　そいつらを注意している女子がいる。

　颯真はふらふらとその女子に歩み寄っていく。

　女子も、颯真に気づいて視線を向けた。

「菊きつ花か」

　颯真は呼びかける。

　菊花が首をかしげた。

「なんだ颯真、遅ち刻こくか」

　不思議がっているような声。

　颯真は自然と笑えみを浮かべていた。

　あんまりに菊花がいつも通りで、力が抜ぬけてしまったのだ。

　その場にへたり込む。

「……僕は僕で色々大変だったんだから、遅刻ぐらいいいだろ」

　菊花がすぐそばまで来た。

　こちらへ手を伸のばす。

　颯真はその手をとった。

　菊花が颯真を引っ張り起こす。

「大変だったか。普ふ段だんからサボってばかりのお前にはちょうどいい薬だったんじゃないか？　どうだ、努力してみて。達成感はあったか？」

「……まあ、微び妙みようなところかな。ひどいんだよ。僕が『助けよう』って思っていた相手が、平和に農作業しながらすっごい気楽に出で迎むかえてくるんだ」

「む……では、再会を祝して抱きついてキスでもしたらよかったか？」

「いや、そんなことされても気持ち悪い。それよりも──ああ、ダメだ。色々言いたいことあるはずなのに、なにも思いつかない」

　颯真は背後を振り返る。

　そこにはクロエがいた。

　口元にはかすかな笑みが浮うかんでいる。

「……どうしたのですか」

　颯真はため息をつく。

「こんなに無事なら、最初に言ってくれればいいのに。……そっちの態度で予想はついてたけど、確実性がないから今まで内心で怯おびえてたよ」

「……体調まで責任もてないのです。言葉も断だん片ぺん的にしか伝わらないのですし」

「そういえば──言葉、菊花とクロエで少しは伝わってるのか」

　颯真は菊花を見た。

　彼女がうなずく。

「クロエの話しているのは英語だし、多少はな。それよりも──はたから見ていると日本語しか話していないお前がクロエと話せている様子だが、どういうことだ？」

「ああ、そうだな……聞きたいこともいっぱいあるし、言いたいこともいっぱいあるけど、それ以上に教えなきゃいけないこともいっぱいあるんだった」

「そうだな。情報を整理する時間をとりたい。クロエの英語も十全にわかっているとは言いがたいし情報は足りていないんだ。……ここがどこで、クロエがなにで、これからどうするのかを判断したいな」

「僕もだ」

「それに、まだ見つかっていないクラスメイトも探したい」

「僕以外にも、はぐれてる人がいるの？」

「うむ。すぐにでも探しに行きたいところだったが──クロエに出て行くことを止められていてな。詳くわしくはわからないが、モンスターがどうこういう話をされたな」

「ああ……」

　化け物のことを思い出す。

　菊花たちが迂う闊かつに外に出て襲おそわれないようにクロエが保護してくれていたのだろう。

　そもそも、リゼットが見たシーンも、『捕とらわれた』ではなく『保護された』シーンである可能性が高い。

　颯真はクロエを見た。

「……仲間が世話になったみたいだね。ありがとう、守ってくれて」

　クロエがうなずく。

「……騎士は民たみを守るものなのです。わたしは騎士の名を騙かたる愚ぐ者しやどもとは違ちがうのです」

「なにかあったの？」

「……お前、『フェーデ』というのは知っているですか？」

「いや……」

　颯真は首をかしげる。

　異能があっても翻ほん訳やくされないということは、『フェーデ』という簡単に翻訳できない複雑な意味を持つ単語があるということだろう。

　クロエがため息をついた。

「……とにかく、わたしは騎士として弱い者を守るのです。なにもしない人間を無む尽じん蔵ぞうに守ってもいられないので、代わりに農作業をしてもらっているのですが」

　菊花がうなずく。

「やってみるとなかなか楽しいものだぞ、農業というのは。疲れるが、お陰かげでクラスの連中が静かでいい。……ジェスチャーでしかやりかたを教われないのが難点だが」

「……僕はやりたくないけどね」

「お前はそんなことだから──」

「ところで、いないのは誰だれ？」

　お説教が始まりそうだったので慌あわてて話題を逸そらす。

　菊花が不満げな顔をしたあと、言う。

「浅あさ葱ぎ、卯う月づき、仮か名な、笹ささ原はら、渋しぶ沢さわ、フィリップスだな。フィリップスがいれば言葉で不自由しない雰ふん囲い気きだけはあったのだが」

「あの人、英語苦手だろ。本当に雰囲気だけじゃないか……しかし、仮名がいないのか。あいつ真っ先に死にそうだけど大だい丈じよう夫ぶかな……」

「お前は仮名七なな海みと仲がよかったな？」

　菊花が首をかしげる。

　颯真は顎あごに手を当てた。

「仲がいいというか、一方的に話しかけられてただけというか……まあ、クラスで一番話す相手ではあったな。菊花を除けば」

「除くな。お前の中のあらゆるランキングは、常に私がトップでいい」

「女子ランキングではお前がトップだよ。不満なら男子ランキングにもランクインさせてやろうか」

「男子のトップは仮名でいい」

　菊花が重々しくうなずいた。

　颯真は笑う。

「……浅葱くんと卯月さんは大丈夫だろう。図太いし。笹原さんは不安かな……渋沢は渋沢だし大丈夫だと思う。フィリップスさんは困ってるところが想像つかないんだよな。あの人が悩なやんだり困ったりすることってあるの？」

「前に購こう買ばい部でお昼ご飯をカツサンドとカツ丼どんどちらにしようか悩んでいたな」

「両方食べそう」

「その通りだった」

　菊花が真ま面じ目めな顔でうなずく。

　颯真はため息をついた。

「とにかく、話し合おう。僕がどれだけ苦労したか、それにこの世界の僕になにができるか、全部教えてやる。あと、紹しよう介かいしたい人もいる。仮名たちの捜そう索さくはそれからだな」

　言いながら考える。

　菊花の姿を見て、つい脱だつ力りよくしてしまったが──

　まだやるべきことは終わっていない。

　これから、ちりぢりになったクラスメイトを集めなければならない。

　それからのことは、それから考えよう。

　だから颯真は祈いのる。

　──仮名、真っ先に死にそうだけど死んでないでくれよ……

　誰にも欠けてほしくない。

　それが、命を懸かけてここまで来た、颯真の結論だった。







　■仮名七海




　バスの外には曇くもり空が広がっていた。

　修学旅行中のバス内──

　仮名七海は通路側の座席で笑っていた。

　というのも、七海のいるバスの前側では色々な生徒が集まって騒さわいでいるのだ。

　今はカラオケをやっていた。

『クラスで一番歌がうまい』と自じ称しようする渋沢という男が、今、歌っている。

　七海はリズムに乗っているフリをしながら、笑顔を顔にはりつけていた。

　──すげえ帰りたい。

　そもそも、七海は人と集まって騒ぐのが苦手だ。

　苦手だが──普段から、だいたいこんな感じだった。

　七海は人に合わせていないと落ち着かないタイプだった。

　だから、楽しくない時でも笑えるし、どうでもいいと思っていながら興味がありそうに振ふる舞まうこともできる。

　──オレは器用だからな。アイツと違って。

　どうでもいい話を聞き流しながら、七海は最後部の座席を見た。

　そこには小鳥遊颯真が座っていた。

　霧きり咲さき菊花となにか話している。

　すさまじくつまらなさそうな顔をしていた。

　小鳥遊颯真はいつもだいたいああいう感じだ。

　熱意や他ほかのものに対する興味がない。

　美人な幼なじみがいるとかいううらやましい状じよう況きようなのに、まったく楽しそうじゃない。

　空気が読めないやつだと思う。

　だが、白状すると、七海もああいう生き方をしたかった。

　七海は目立ちたいと思っている。

　なんでもいいから、人と変わったことをして、人の和から浮いていたい。

　でも、それは怖こわい。

　だから人に合わせてしまう。

　そんな七海も、一度だけ変わったことをしてみたこともある。

　当時付き合いのあった友達と夜に遊んだ際、その場のノリで学校にロケット花火を撃うち込んだことがある。

　その時は高こう揚よう感かんがあった。

　やってはいけないことをしたという背徳感が、自分を特別な存在に思わせてくれた。

　……まあ、なぜか七海の姿だけバッチリ監かん視しカメラに映っていて、その結果、『掃はきだめ』と揶や揄ゆされるＦ組送りになったわけだが。

　それからというもの、変わったことをするのがますます怖い。

　だから、人の和を大事にするようになってしまった。

　──いや、たとえばいきなりテロとかが起こったら、オレだって活かつ躍やくできるし。

　ありえないことが起こればその状況下では活躍できる自信があった。

　具体的にどうするかはまったくわからないが、活躍できる気はしている。

　颯真の様子を盗ぬすみ見る。

　目を閉じて眠ねむる体勢だった。

　霧咲菊花がため息をつきながら、颯真から離はなれていく。

　──しょうがねえヤツだな。オレが話しかけてやるか。

　七海はため息をついて立ち上がる。

　実際、颯真と話したい人間は、霧咲か七海を通すことが多い。

　二年Ｆ組では『困ったことがあったら小鳥遊颯真か霧咲菊花を頼たよれ』みたいな風潮があるため、架かけ橋役として七海が話しかけられることはかなりある。

　──他の連中はオレがいないと、颯真とまともに話せないからな。

　すごく『自分の役割』を感じる。

　だが──本当にそれでいいのか？

　自分にしかできない特別なことが、『颯真と人の架け橋』で本当にいいのか？

　もっと違う、『自分にしかできないこと』があるんじゃないか？

　でも、思いつかない。

　だから七海は想像する。

　誰もがなにもできなくなるような『異常な状況』になれば、きっと自分は他の人が一目置くような活躍ができるはずだ、と。




　そして、その安易な妄もう想そうの報いを受けるように──

　七海はバス事故に遭あう。

　気づけば、見知らぬ世界にいた。







　■十三番




　体表を苦痛がなぞっていく。

　皮ひ膚ふが痛い。じくじくと疼うずくように痛み脈動する。

　呼吸のたびに体内も痛む。吸うたびに張り裂さけそうで、吐はくことで一いつ瞬しゆんだけ収まる。

　少女は倒たおれ込んでいた。

　土の上だ。

　あたりにはまばらな木々が見えた。

　森の中だ。

　木々の隙すき間まに空が見えた。

　藍あい色いろの夜だ。

　外気が冷たい。

　少女は自分の感覚が鋭えい敏びんになっていると自覚する。

　なにがどうなっているのか考えようと少女は思った。

　しかし、できない。

　呼吸をするのがやっとで、呼吸という行こう為いに意識のすべてを支配されている。

　吸気の痛みを呼気で癒いやしながら少女は断続的な苦痛の正体を探さぐる。

　まずは、なぜ自分が森にいるのか考えた。

　少女にとって夜中の森で目覚めるのは異常事態に他ならなかった。

　なのに──なぜだろう、この落ち着きは。

　不可思議な感覚だ。なぜ森にいるのかわからないのに、まるで我が家で目覚めたかのように心が安らいでいる。

　体表と体内で続く疼とう痛つうが治まる気配があった。

　少女はゆったりと呼吸を繰くり返す。

　なぜ痛いのか少女は考える。

　少女は手を動かした。

　頭、顔、首、肩かた、上じよう腕わん、手の平、肘ひじ、脇わき、胸、みぞおち、へそ、腰こし、ふともも、足を上げる、膝ひざ、脛すね、足、ふくらはぎ、ふとももの裏、尻しり──

　体調は十全だ。

　痛みがなくなる。




　そして、自分の体が人間でなくなっていることに気づいた。
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　仮か名な七なな海みは逃にげていた。

　暗い森の中だ。

　あたりには木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっている。

　視界も足元も悪かった。

　それでも、七海は速度をゆるめることなく走り続ける。

　樹きの根につまずき、転んでブレザーを泥どろだらけにしながら、息を切らせて走り続ける。

　化け物に追われている。

　人型の、しかし人とはかけ離れたシルエットの生き物だ。

「なんだ、アレ、なんだアレ……！」

　記き憶おくをたどる。




　暗すぎて細部は見えなかったが、シルエットだけはハッキリ見えた。

　ヒトガタとしては小こ柄がらな部類に入る。

　だが、頭の上に生えた大きな羽根のようなものと──

　こちらに振り下ろされようとしていた鋭するどい爪つめが、その生き物が人間ではないことを証明していた。




　それからは、わけもわからず逃げ続けている。

　深すぎる森の中をあてどなく全力で駆かけ続けて──

　向かう先、木々の隙間に光が見えた。

　──ひょっとしたら、誰だれかいるかも知れない！

　七海は転がるように駆けていく。

　枝でブレザーが裂け、皮膚にも血がにじむ。

　それ以前に腹部に大きな怪け我ががあった。

　鋭く固いもので真一文字に斬きったような怪我だ。

　あの化け物の爪でやられたのか、それ以前──バス事故の時についたのか。

　森の出口まであと十数メートル。

　七海は自分の顔が自然に笑えみを形作っているのに気づいた。

　笑ったあとで、自分がこの状況を楽しんでいることを理解する。




　気づいたら見知らぬ世界にいて──

　わけのわからない化け物に追われていて──

　今、その化け物から逃げ切ろうとしている。




「なんだよ、オレ、できるじゃん……いざという時なら、ちゃんとできるじゃん！」

　現状は『わけのわからない状況下で謎なぞの化け物から逃げる』という戦いだ。

　つまり逃げ切ることは勝利すること。

　気分が高こう揚ようする。

　荒あらい呼吸を繰り返しながら七海は森から出る。

「やった……！」

　足がもつれて地面を転がる。

　下は真っ黒い柔やわらかな土だった。

　七海は仰あお向むけに寝ね転ころがる。

　空は薄うすい雲がかかっているだけで、綺き麗れいな青空が広がっていた。

　先ほどまで夜だったのに、森を抜ぬけただけで昼間になっている。

　しかし、今の七海にはどうでもよかった。

　今はこの達成感を嚙かみ締しめたい。

　目を閉じる。

　フッと顔のところに影かげが差した。

　目を開ける。




　人間ではない生き物が、こちらの顔をのぞきこんでいた。




　七海は硬こう直ちよくした。

　視界を塞ふさぐその生き物をまじまじと観察する。

　その化け物は小柄で細身、髪かみは長い。

　大きな瞳ひとみを細め、怒おこったような顔でこちらを見ている。

　頭の上には、羽根のようなもの。

　ふさふさとした毛が生えた、大きなソレは、獣けものの耳のように見えた。

　そして、化け物の手には、鋭い爪が生えている。

　先ほどはシルエットしか見えなかったが──

　まさに、森の中で見た化け物だった。

　ようやく七海はこれからどうするかを考え出す。

　三つほど選せん択たく肢しが挙がった。




　Ａ、逃げる（たぶん無理）。

　Ｂ、戦う（絶対に無理）。

　Ｃ、命いのち乞ごいをする（一番有望）。




　七海は思う。

　──オレは、いざという状じよう況きようならすごい力を発揮できるはずなんだ。しかも、こいつはオレより小さい。こんなのに怯おびえる理由なんかない。

　うなずいて、ゆっくりと起き上がる。

　化け物は、七海が起き上がるのに合わせて下がる。

　攻こう撃げきの意思は見られない。

　しかし──ここまで全力で逃げて来た自分に、余よ裕ゆうで追いついてきている。

　化け物がその気になれば、今の七海などわけなく自由を奪うばえるだろう。

　七海は立ち上がる。

　化け物が攻撃してくる様子はない。

　──見てろ。オレは、この苦境を乗り越こえてみせる。

　七海は不敵に笑って化け物へ一歩踏ふみ出した。

「おい！」

　大きな声。

　化け物がビクッとして鋭い爪を構えた。

　そして──

　七海はすかさず土下座した。

「見み逃のがしてください！」

　しばらく沈ちん黙もく。

　そして──化け物が、言った。

「……怪我の治ち療りようをしようとしただけなのじゃぞ」

　幼い、甲かん高だかい声だった。

　七海は顔を上げる。

「え、オレを襲おそって食おうとしたんじゃないの？」

「誰が貴様みたいなまずそうなの食うか。わたしは善意で治療を試みようとしただけなのじゃ。なのにいきなり逃げおって……少し傷ついたぞ」

「……」

　つまり、脅きよう威いでもなんでもない相手を勝手に怖こわがって、怯えて、逃げただけということらしかった。

　急に色々と恥はずかしくなってくる。

　七海は地面に顔を打ち付けた。

　化け物がおどろく。

「お、おい、色々な意味で頭は大だい丈じよう夫ぶか!?」

「やらかしたぁぁぁぁぁ！　なにが『いざという時ならちゃんとできるじゃん』だ！　なにもできてねーじゃん！　バカかオレは！　今すぐ数秒前の自分を殴なぐりたい！」

　ガツンガツンと地面にヘッドバットを繰くり返す。

　記憶を消したい。さっきまでの思い上がった自分を脳内から消したい。

　化け物がおずおずと口を開く。

「いやあ、その……なんだかわからんが……う、うむ。貴様の逃げ足はとても速かった。自信をもっていいと思うぞ」

「フォローになってねーよ！　すっごいハズカシイぃぃぃぃ！」

　七海は地面に頭をうずめる。

　自分の中で折り合いをつけるまで、顔をあげられそうもない。

　ちなみに。

　化け物は耳と尻尾しつぽが生えている以外、完全に普ふ通つうの女の子だった。
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　ちょっとだけ落ち着いた。

　七海は相変わらず、黒い土の上にいた。

　森を抜けたと思っていたが、この場所はまだ森の中のようだった。

　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる空間にあって、ここだけスプーンかなにかでくりぬいたように樹きが生えていない。

　七海は座り込んで上を見る。

　空も晴れているし、しばらく休むにはいい場所だろう。

　七海は女の子に語る。

「いや、普ふ段だんのオレはああいうんじゃないんだ。もっとこう、頼たよりがいがあって、クラスでも中心人物で、人望とかもハンパなくって、そういう……そういう感じ」

「わかったぞ」

　女の子がうなずく。

　七海は安心した。

「わかってくれたか」

「貴様、小者だな？」

「小者じゃねーよ！　オレの話聞いてなかったのか!?」

「貴様の話を十文字以内でまとめると、『そうだったらいいな』であろう？」

「もうちょっとオレの話テキトーに聞けよ！　真意まで汲くみ取らなくていいんだよ！」

　七海は怒ど鳴なる。

　女の子が首をかしげた。

「聞けと言ったり聞くなと言ったり……小者の言葉は難しいな」

「だから小者って言うな！　オレには仮名七海っていう立派な名前がある！」

「……そうなのか」

　やや落らく胆たんしたような声だった。

　七海は不思議に思う。

「オレの名前、なんかおかしいか？」

「いや、わたしには名前がないのでな」

「名前がないっていうか──」

　七海はようやく、勇気を出す。

　女の子の容姿はずっと気になっていたのだ。

　だが、初対面の相手にいきなり『その耳なんなの？　人間？』と聞くのはさすがに気が引けたので、後回しにしていたのだ。

　七海は問いかける。

「……そっちの姿について、質問していいか？」

　女の子がビクリと体を震ふるわせる。

　──やっぱり、失敗だったか。

　七海は後こう悔かいする。

　女の子がジッと七海を見つめた。

「実はわたしも、詳くわしくはわからないのだ」

「……そうなのか」

　少しだけホッとする。

　いきなり重い話を打ち明けられなくてよかった、という安あん堵どだ。

　女の子が思案顔になった。

「色々と心当たりはなくもないが──少なくとも、この世界に来るまでは、姿までおかしいというようなことはなかった。ゼロは『この世界に満ちているよくわからない電波の影えい響きよう』と言っていたが……」

「『ゼロ』って人名？」

「人名……と言っていいのかどうか……わたしたちに振ふられた個体識別ナンバーだな」

　難しい話になってきた。

　今わかるのは、目の前の女の子が自分とは違ちがう文化圏けんの出身ということだけだ。

　わからないことだらけだが、七海は閃ひらめいた。

「なあ、お前にもその……なんとかかんとかナンバーはあるの？」

「わたしは十三番だ」

「……じゃあ『ジュウサン』とか『ジューゾー』でいいんじゃね？　ゼロって人はそれはそれで名前っぽいし。なんか他ほかに好みの単語あったらそれでもいいけど、名前がないと呼びかける時めんどくさいし」

　女の子がおどろいた顔になる。

「呼びかける？　貴様が、わたしにか？」

　七海は首をかしげた。

「呼びかける機会ぐらいは、一いつ緒しよにいればあるだろ？」

「しかしだな……それほど長く一緒にいるわけでもあるまいし」

　歯切れの悪い言葉だ。

　七海は戦せん慄りつする。

「おい、まさか治療だけしたらオレを放ってどこか行っちゃうんじゃないだろうな……少なくともクラスメイトと合流するまでは一緒にいてほしいんだけど」

「しかし……わたしは──わたしたちは、あまり人と一緒にいてはいけないと、ゼロが」

「いやいやいやいや！　それは困る！　ここではぐれたら道が──って、そうだ。ケイタイに地図アプリあるから道わかるかも……」

　七海は制服のポケットを探す。

　ぐしゃぐしゃのハンカチと、ガムの包み紙が出てきた。

　財さい布ふと──ケイタイもあった。

　七海はホーム画面を開く。

　……圏けん外がいだった。

「マジかよ……あ、そういえば電波がどうこう言ってたな？　ケイタイ通じないのそれのせいなんじゃないか？　ん!?　そういえば『この世界』とか言ってなかったか!?　なんだよ『この世界』って!?」

　女の子があきれた顔をした。

「先ほど貴様がした質問は『ゼロって人名？』だけだったな……」

「だって気になったんだからしょうがないだろ!?」

「貴様はおかしい」

「そっちほどじゃねーよ！　頭の上に耳生えてんじゃねーか！　すっごい触さわり心地ごこちよさそうだからモフるぞこのやろう！」

　女の子が不思議そうな顔をした。

「貴様は、わたしの姿を見てなんとも思わないのか？」

「……いくらオレに彼女がいなくても、子供を見て一ひと目め惚ぼれはしない」

「貴様を殺す理由ができた。神に祈いのって三つ数えろ」

「神様助けて！」

「おっと……そうではなくだな、わたしの姿は……その、おかしいだろう？」

　女の子が寂さびしそうな顔をする。

　七海は腕うでを組んで女の子をじっと見た。

　獣けもののような耳が生えている。

「……いや、うーん……個性の範はん疇ちゆうじゃね？」

「個性!?　この耳がか!?　尻尾も生えているのだぞ!?」

「ここが秋あき葉は原ばらだったらそういうのいても別におどろかない」

「アキハバラ……そこにはわたしの仲間がいるのか……」

「いや、仲間扱あつかいすんなよ。失礼だろ。あそこの人たちはプロだから、お前みたいに『自分の姿おかしいかな？』なんて心配はしてないはずだぞ」

「プロ!?　この道にプロフェッショナルがいるのか!?」

　女の子が衝しよう撃げきを受けていた。

　七海はうなずく。

「だから別に、そこまでおかしくないと思うぞ。っていうか正直どうでもいい。オレは無事に家に帰れたらそれでいいんだ。そっちが多少変わり者でも気にしねーよ」

「……貴様の話を聞いていると、思い悩なやむのがバカらしくなってくるな」

　女の子がため息をついた。

　しかし、顔は笑っていた。

　七海はムッとする。

「どういう意味だよ」

「悩まなくても人間は生きていけるのだと思い知らされた」

「オレに悩みがないみたいなふうに聞こえるんだが？」

「あるのか？」

「実際悩みまくりだよ？　今だってなにから手をつければいいのかすっげえ悩んでる。まず……まあ、まずはクラスメイトと合流だな。事故でバスから投げ出されたにしても、そんなに遠くにはいないはずだし」

　女の子が考え込む。

「貴様は仲間と合流したいのか」

「そうだな。うん、それが基本方針だ。つってもバス事故でオレ、どこに落ちたんだ？　乗ってたバスが崖がけから滑かつ落らくしたあたりまでは覚えてるんだが、それ以降どうなったかさっぱり記き憶おくにねえんだよなあ」

「……貴様の頭がもう少しよければ、わたしの知る情報を教えてやってもいいのだが」

「お前本当に失礼だな……一応言ってみろよ。お前が思うよりは、オレ、頭いいよ？」

　女の子がため息をつく。

「わかった、わかった、おいおい話してやる……まずは安全な場所まで行ったほうがいい。このあたりには獣も出るのでな」

「獣ぐらいどうにかなんねーの？」

「無む茶ちやを言うな。本物の獣に勝てるほどわたしは強くないぞ」

「強くないのかよ……怖こわがって損した」

「貴様を餌えさにしている間に逃にげるぐらいしかできない」

「今すぐ安全な場所まで行きましょう。さあ早く！」

「ふん」

　女の子がさっさと歩き出した。

　七海は慌あわてて彼女のあとを追った。

　横に並んで、小さい彼女を見下ろす。

「つーわけでこれからしばらくよろしくな、ジューゾーちゃん」

「……それは、わたしの名前か？」

　女の子が唇くちびるをとがらせる。

　不満そうな顔だった。

　七海はムッとする。

「イヤなら自分で考えろよ」

「……別に、イヤだとは言ってない。ただ──」

「ただ？」

「……もう少しかわいいほうがいいなと思っただけだ」

　スタスタと歩いて行く。

　七海はしばらくぼんやりと彼女の背中を見送った。

　それから、笑って彼女の横に並んだ。
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　数時間歩いた気がするのだが、まだまだ森の中にいる。

　木々はその密度を増しており、ところどころ身をかがめてくぐり抜ぬけなければならないような場所もある。

　空は相変わらず夜のままだ。

　先ほどケイタイで確かく認にんした時間は午後六時ぐらいで、それから数時間、つまり今は深夜だが、それにしても暗すぎるように思えた。

　街灯がないからだろう。




　七海は、歩きがてらジューゾーの言った『この世界のこと』について考えていた。

　どうやって来たのかわからない、元いた世界とは別な世界。

　頻ひん繁ぱんに地形が変わり、森の中で夜を明かそうものなら二度と出られない可能性がある。

　森や山には野生動物が存在する。

　ジューゾーの知識でわかる動物もいれば、見たことのない動物もいたという話だ。

　七海にとってはジューゾーのような存在が充じゆう分ぶんに『見たこともない動物』だ。

　なので『不思議な生き物がいる』という話はある程度納なつ得とくできる部分もあった。




　しかし、にわかに信じがたいこともある。

　──異世界？　そんなことありえねーだろ。

　笑って済ませたかった。

　だが──現実問題、ここが元いた世界だと確認する術すべがない。

　せめてジューゾーがマジでケモミミの生えた女の子だと確信できれば、ここが異世界であると認める覚かく悟ごが決まるかもしれない。

　触ったり引っ張ったりすればたしかめられるのだろうが……

　──本物だった場合、どういう言い訳して触ればいいんだ。

　これまでの人生で『女の子の体に触るための言い訳』というのをあまり考えてこなかったのが悔くやまれた。

　悩みながら歩いていると、先行していたジューゾーが足を止めていた。

　七海は樹きの幹に片手をつきながらたずねる。

「どうした？」

「安全地帯にもう着くのだが……」

　ジューゾーが口ごもる。

　七海は喜んだ。

「ついにか！　いやあ、色々ありすぎでもうクッタクタだ。早くシャワー浴びて寝ねたい」

「クラスメイトはどうしたのだ」

「明日でいいんじゃね」

「…………貴様には信念とかそういうものはないのか」

「オレが無事ならだいたい無事だろ。運勢で言っても性能で言っても、オレより悪いやつなんかオレのクラスにはいねえよ」

「言っていて悲しくならないか？」

「うるせえ。で、安全地帯を前に、なんで止まるんだ？」

「……安全地帯とは、わたしの家なのだが、人を招くのは初めてでな……その、緊きん張ちようを」

「ほ、ほう……」

　七海は一気に緊張した。

　ジューゾーが照れた顔をする。

「多少おかしなところがあるかもしれないが……なんだ、我が慢まんしてほしい」

「い、いやあ、どうぞ、おかまいなく……オレ、床ゆかでも眠ねむれるし……そういうのはホント、気にしないでいいっていうか……」

　お互たがいにうつむく。

　むずがゆい空気だった。

　ジューゾーが大声を出す。

「で、では！　よくぞ来たな！　わたしの家に招待しよう！」

「おお……しょ、招待されよう……」

　照れくささが強くて、大きな声が出なかった。

　ジューゾーが道を空ける。

　七海は、木々の隙すき間まをすり抜けるように、ジューゾーの『家』へ踏ふみ込んだ。




　ぽっかりと開けた空間だった。

　森の中と違ちがい、地面には短い草がびっしりと生えていた。

　当たり前のように空は夜で、気温はやや肌はだ寒ざむい。

　七海は周囲を見回す。

　月明かりを受ける、大きな切り株があった。

　面積にしたら、ベッド一つ分ぐらいはあるだろう。

　その上に、麻あさと思おぼしき布が敷しいてあった。




　七海はジューゾーを振ふり返る。

「……家は？」

「あれだが」

　ジューゾーが指差す。

　指の先には切り株しかなかった。

　七海は問いかける。

「おい、屋根がねーぞ。どういうことだ」

「わたしはこの世界に来て学んだのだ。人が眠るのに屋根は必要ない」

「いやいやいやいや！　必要だよ！　なに言ってんだ！　雨とか降ったら濡ぬれるだろ！」

「それが自然の営みであればしかたがないと思う」

「しかたなくねーよ！　壁かべは!?　ドアは!?　お前んちの防犯ガバガバじゃねーか！」

「このあたりには獣けものしか出ないし、そもそもゼロが定期的に見回ってくれるからな……安全性は問題ないぞ？」

　ジューゾーが首をかしげていた。

　七海はガックリと膝ひざをつく。

　──多少おかしいどころじゃなくおかしい。まず、育ってきた文化が違いすぎる。

　今までの人生で屋根のない場所で眠ったことなどなかった。

　まさか、この『世界』では、これからもこんな生活なのだろうか？

　早いところクラスメイトと合流して家に帰りたい。

　父親は成績しか気にしないし、母親は文句しか言わない家だったが、それでも屋根と壁のない開放感あふれすぎ物件よりはマシに思えてくる。

　ジューゾーが肩かたに手を置いてきた。

「ともかく、このあたりは安全だ。今日はもう休んで、明日あした、貴様が望むことをすればいい。……必要なら、わたしも手伝う」

「あ、はい、お願いします」

　気力が萎なえているせいで、返事する声にも力がない。

　ジューゾーが言う。

「わたしも最初は、こんな場所で生きていけるか不安だったが、慣れればかなり快適だ」

「……慣れる自信がないんですが」

「そうか？　だがな、生きていくのは楽しいぞ。明日死ぬにしても自分の不注意や失敗で死ねるというのは、気分が楽だ。誰だれかの気まぐれで生かされているよりずっとな」

「オレは神様の気まぐれでこんな場所に放ほうり出された現状があんまり楽しくないです」

「……そうか。貴様は、戻もどりたい世界があるのだな」

　寂さびしそうな声。

　七海は膝をついたままジューゾーを見上げる。

　彼女は笑っていた。

　けれど、なぜだか泣きそうにも見えた。

　なぜそんな顔をするのかわからなかった。

　でも、七海は彼女を元気づけたいと思った。

「あー……戻りたい世界かって聞かれると微び妙みようだな。帰ってもうるさい両親付き一戸建てなわけで、かわいい女の子付き屋根なし物件のほうがマシかもわかんねえ」

「かわいい『女の子』か、わたしが？」

「不満そうだな。オレががんばって褒ほめてるっていうのに」

「い、いや、新しん鮮せんで、少しおどろいただけだ。貴様は本気でわたしを人間扱あつかいするつもりなのだな」

　ジューゾーが笑った。

　──こいつは、笑うとかわいいんだよな。

　七海は言う。

「どんな経けい緯いでお前が『人間扱い』とか口走るのか知らねーけどさ、こんだけ話して、安全な場所まで提供してもらって、人間扱いしないほうが難しいだろ」

「そうか。……やはり、妙みようなやつだお前は」

「じゃあお互いにお互いを『妙なやつ』って思ってるってことでいいんじゃね？　……ていうか眠い。もう草の上でもなんでもいいから、とにかく寝たい」

　七海は地面に寝ね転ころがる。

　青いにおいが鼻についた。

　瑞みず々みずしい草の香かおりだ。

　背中にあたる感かん触しよくは柔やわらかく、ひんやりとしていて心地ここちがいい。

　気温も低いので毛布がないと風邪かぜをひきそうだが──

　木の株の上には、たった一枚、大きくない麻の布が敷いてあるだけだ。

　アレをとりあげるのはあまりに横暴だろう。

　ジューゾーが言う。

「貴様は気楽でいいな」

「気楽そうに見せるのはずいぶんうまくなった気がするよ。大変なんだぜ、クラスで居場所を探すのも」

　七海は目を閉じた。

　風の音が聞こえる。

　草を踏む足音が聞こえる。

　ジューゾーが移動しているようだった。

　彼女の声が聞こえた。

「ともかく今日は眠ろう。……その、なんだ、あまり慣れていなくて、うまく言えないが……とにかく、眠ろう」

　七海は片目を開けた。

　数メートル先、切り株のところにジューゾーが寝転がっている。

　表情は見えない。

　七海は言う。

「こういう時は『おやすみ、また明日』でいいんじゃね？」

「そうか。では──おやすみ、また明日」

　どことなく嬉うれしそうな声。

　七海は目を完全に閉じた。

　意識があっという間に眠りに誘いざなわれていく。

　──一年に三日ぐらいなら、野宿も悪くないかもな。

　思いながら、眠る。

　その直前──

「……そういえば貴様の怪け我がを治ち療りようしようと思っていたのに、すっかり忘れていた」

　ジューゾーの声が聞こえた気がした。

　とっくに眠りかけていた七海は、その言葉の意味を考える間もなく意識を失った。
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　不意に七海は目を覚ました。

　時間を確かく認にんしようとして枕まくら元もとを探さぐった。

　しかし、目覚まし時計の存在を確認できない。

　──そういや野宿してたんだっけ……

　七海は自分の置かれた状じよう況きようを思い出す。

　寝ねている場所は草の上だ。

　見回せば、薄うすぼんやりとした月の光があたりを照らしていた。

　ジューゾーは切り株の上で寝ね息いきを立てている。

　七海は立ち上がり、足音を忍しのばせてジューゾーに近付いた。

　──耳が動いてる。

　ジューゾーの頭の上に生えた、モフモフしてそうな耳がピクピク動いている。

「……本物かどうか確かめるなら、今だよな」

　ゴクリとツバを吞のみ込んだ。

　七海はまだ、ここを『異世界』だと受け入れかねている。

　だってジューゾーの説明で語られただけで、実感としてはまだなにもないのだ。

　──確かめないとならないだろう。

　ジューゾーの耳に手を伸のばす。

　ふわりとした感触。

　ジューゾーがかすかにみじろぎした。

　七海は慌あわてて手を離はなす。
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　彼女の様子を見守った。

　ジューゾーが寝ね返がえりを打つ。

　起きたわけではないようだ。

　──いや、そもそも起きられたところで慌てる必要はないだろう。だってオレはここが異世界かどうか確かめているだけで、やましい気持ちはなにもないのだから。

　七海は再びジューゾーに手を伸ばす。

　今度は、尻尾しつぽだ。

　指先が触ふれた。

　モフモフとした毛の感触と、体温よりやや熱いぬくもりがあった。

　──やばい、なんかドキドキしてきた。

　いけないことをしている気分だ。

　しかしまだやめるわけにはいかない。

　七海はジューゾーの尻尾を軽く握にぎった。

「……んん……」

　先ほどより強いみじろぎ。

　七海は慌てて手を引っ込める。

　しかし、ジューゾーは眉まゆを動かすだけで、起きない。

　──まだいける。

　七海はもう一度、ジューゾーの尻尾に手を伸ばした。

　なんだか呼吸が荒あらくなってくる。

　そして先ほどよりも大だい胆たんにジューゾーの尻尾をつかもうとしたその時──




　何者かに、後ろから肩を叩たたかれた。




　七海は慌てて振ふり返る。

　視線の先にいたのは──一見すると、白銀の体毛の狼おおかみ。

　でかい。

　顔の位置は二メートルより高い。

　おまけに、二足歩行だ。

　びっしりと体毛の生えた太い手足の、人間の体に狼の顔を持つ生物だった。




　その狼男が、七海の肩にずしりと重く肉の厚い、鋭するどい爪つめの生えた手を置いていた。

　彼──狼男をそう言っていいのかわからないが──が牙きばをむき出しにしていた。

　狼の表情なんてわからないが、怒おこっていることだけは充じゆう分ぶんに伝わってきた。

　七海は無意識に叫さけんだ。

「ジューゾー、起きて逃にげろ！」

　ピクリと狼男の片目が動く。

　ジューゾーが口をもごもごさせ、ゆっくりと目を開く。

　そして──七海の状況を見た彼女が、おどろいた顔で言う。

「おい七海、貴様、なにをしたのだ!?」

「はあ!?　オレ!?　知らねーよ！　いいから逃げろ！　コイツはオレが、どうにか足止めするから！」

「なぜわたしが逃げる必要がある!?　逃げるなら貴様のほうだ！」

「なに言ってるかわかんねーよ！　とにかく逃げろ！　早く！」

　七海はいらだち始める。

　ジューゾーが悩なやむように唸うなったあと、言う。

「ああ、そうか、貴様、なにか重大な勘かん違ちがいをしているな？」

「なにがだ！　いいから逃げろって！　ほら！　今にもコイツはオレをバリバリと骨ごと食うから、その隙すきに逃げろ！」

　七海は叫ぶ。

　しかし、ジューゾーは落ち着き払はらった態度で笑う。

「……だそうだが、七海を食べるのか？　そんなに怒っているということは、七海がよほど無礼なことをしたのであろう？」

「い、いや」

　背後から、落ち着いた男性の声が聞こえた。

　七海は狼男を見上げる。

　狼男が首をかしげた。

「こ、コイツは、お前になにか、しようとしていた。だから止めようと、した。だが、勘違い、か？」

　たどたどしくはあるが、理知的な声。

　ジューゾーが笑う。

「この男は無害だ。……だから、放してやってはくれぬか、ゼロ」

「ゼロ!?」

　七海はおどろきの声を上げた。

　まじまじと狼男を見る。

　狼男──ゼロが不器用に口の端はを上げた。

「か、勘違いして、すまなかった……俺は、ゼロだ……仲間が、危険な目に、遭あわないよう、こうして、たまに、見回りをしている」

　七海は首をかしげる。

「仲間？」

　ゼロがうなずいた。

「わ、我らは、『半はん獣じゆう』……とある、実験施し設せつから、この世界に、流れ着いた……獣と人の、混合物だ……」
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　森の中──

　草の上に、七海、ゼロ、ジューゾーは車座になっていた。

　七海の前には竹の水すい筒とうが置かれている。

　水を見た途と端たん、急に喉のどがかわいた気がしてきた。

　七海は水筒の中身を一気に飲み干す。

「……うめえ！　水でこんなに美味うまいと思ったのは初めてですよ！　さすがゼロさん！」

「む……そ、そうか……よく、わからんが、それなら、よかった……」

　ゼロが頰ほおをポリポリ搔かいた。

　七海の右側にいるジューゾーが、白い目を向けてくる。

「……おい七海、貴様、ゼロにこびへつらいすぎではないか？」

「うるせえ黙だまれ。オレはこう見えて生き残るのに必死なんだよ！　見ろ、このお方を！　ちょっとでも怒らせたらオレなんか一いつ瞬しゆんであの世行きだぞ！」

　ゼロが笑う。

　おそらく苦笑いだ。

「そ、そこまで凶きよう悪あくそうか、俺は……」

　七海は慌てた。

「いえいえいえいえいえ！　凶悪そうっていうか、迫はく力りよくがあるっていうか……け、毛深いですね！」

　ゼロがため息をついた。

「お、俺たちは、そもそも、見た目は、普ふ通つうの人間、だったのだが……この世界に、来てから、どうにも外見まで、獣に変わった……い、いや、外見だけではなく──」

「ゼロ」

　ジューゾーが鋭く呼びかける。

　声のわりに、その顔は悲ひ愴そうだった。

　首を横に振る彼女の視線は、七海を向いている。

　七海は首をかしげた。

「なに？　なんなの？」

「……とにかく、わたしが話す。ちゃんと時期が来たら、わたしたちのこと、わたしたち半獣の抱かかえる『問題』はわたしの口から、七海に話す」

　ジューゾーがうつむく。

　ゼロが笑った。

「な、仲が、よさそうで、安心した……」

　ジューゾーが怒った顔をした。

「わたしとコイツを見て、仲がよさそうと言われるのは甚はなはだしく心外であるぞ」

「し、しかし、お前が、半獣以外といることは、珍めずらしい……」

　ゼロが感心したようにつぶやいた。

　ジューゾーがムッとする。

「……そもそも、他者とあまり一いつ緒しよにいてはならないと止めたのは、ゼロであろう」

「そ、それは違ちがう……他ほかの半獣と一緒にいるのを止めたのだ……お、お前ならば、人間といても、危険はない、はずだ……俺たちの中では一番、獣の因子が薄うすい、からな」

「危険の可能性に変わりはなかろう」

「そ、それでも一緒にいるということは……き、気に入ったのでは、ないのか？」

「どちらかと言えば気に入らん。が──求められるうちは、ともに過ごそうと思う」

「そ、そうか」

　ゼロがうなずく。

　七海は考え込む。

　でかい、狼、ヒトガタ。

　もう確かめる必要もないほどに、ゼロは『ありえない生き物』だ。

　そのありえない生き物が、普通に会話している。

　七海のいた世界の常識から言って、ありえなかった。

　だからようやく認める覚かく悟ごができた。

「なるほど、ここはたしかに異世界だな……」

「何度もそう言っていように……」

　ジューゾーのあきれた声。

　七海は片眉を上げる。

「ってことは、オレのクラスメイト、この世界を歩き回っても見つからない可能性あるんじゃね？　オレがすべきはクラスメイトを探すことじゃなくって、この世界から元の世界に帰る方法を見つけ出すことなのか？」

「……元の世界に帰る方法、か」

　ジューゾーがつぶやく。

　──そういや、ジューゾーは元の世界にイヤな思い出ありそうなんだっけ。

　七海は話題を変えることにした。

「ところでジューゾー、ゼロさんの他にも仲間いたりするのか？」

「いることはいるが、お互たがいにあまり付き合いはないな」

「なんで？　あんたらも異世界に迷い込んだ立場だろ？　だったら仲間と合流して、協力したほうがいいと思うんだけど……」

「それは……」

　口ごもる。

　地じ雷らいの話題を避さけたつもりが、別な地雷を踏ふんでしまったようだ。

　七海は致ち命めい的てき話題選せん択たくミスを悔くいる。

　気まずい沈ちん黙もくが降りようとした時──

　ゼロが口を開いた。

「と、ところで、その、『ジューゾー』というのは、な、なんだ？」

　ジューゾーが唇くちびるをとがらせる。

「わたしの名前だそうだ。七海がつけた。……まったく、ひねりがない。もう少しかわいい名前を用意してくれてもバチはあたらんであろうに」

「そ、そうか……名前、か……よ、よかったな……」

「よくはない！　……が、悪くもない」

　ふん、とジューゾーがそっぽを向く。

　ゼロが七海を見た。

「十三番……じゅ、ジューゾー、だったか……ジューゾーが、せ、世話になったな……」

「いえ。まあ、子供の相手は嫌きらいじゃないですから」

　七海は笑う。

　ジューゾーが七海の背中を叩たたいた。

「なにすんだ！」

　七海は叫ぶ。

　ジューゾーが不ふ機き嫌げんな顔をした。

「叩いて気が確かか調べた。よかったな、まだ貴様は正気のようだ」

「叩いて確かめなくても、自分が正気なことぐらい知ってるっていうの。──あ、やべえ。なんか気持ち悪い……」

　七海は腹部をおさえる。

　体の芯しんに響ひびくような、重さ、だるさがあった。

　ジューゾーが不安そうな顔をする。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　わたしはそこまで強く叩いたつもりは……」

「バカ、違うよ。お前のせいじゃなくて……そういえば、腹に怪け我がしてたんだ。気持ち悪いのはそのせいかも……」

　ゼロが首をかしげる。

「け、怪我を、しているのか……み、見せてみろ……治ち療りよう、できるかもしれない……」

「あーいや、ホント、大した怪我じゃ……ただ、緊きん張ちようが解けたせいか、急にね……」

「だ、だが……」

　ゼロが食い下がろうとする。

　ジューゾーが、ゼロを片手で制した。

「わたしがやる。……そもそも、最初、七海を治療しようと思ったのだ。そうしたら、こいつがあまりにも愚おろか者だったので、ついうっかり治療を忘れていたのだ」

「おい、治療を忘れてるやつに愚か者呼ばわりされたくねーぞ」

　七海は反論した。

　ジューゾーが真っ直すぐに七海を見る。

「とにかく服を脱ぬげ。大事に至っていたら……その、ね、寝ね覚ざめが悪かろう……」

「わかったよ」

　七海が言われて服を脱ぐと──ジューゾーの顔が、深刻なものになった。

「……貴様、よくその傷で今まで平気そうな顔をしていたな……」

「え？」

　七海は改めて自分の体を見下ろした。

　腹部に、真一文字の傷があった。

　見た感じ深くはないが、長い。

　右の脇わき腹ばらから左の脇腹まで、まるで日本刀で斬きられたかのようだ。

　血も結構流れていて、へそから下あたりがベッタリと血で染まっていた。

　──ワイシャツを脱ぐのに妙みように貼はり付くと思ったら、血が原因だったのか……

　七海は他人ひと事ごとのように傷を見下ろした。

　実際に傷を見ても、顔を青くするほど重じゆう症しようには思えない。

　異世界という異常な環かん境きよう下でなかったら、悲鳴を上げるレベルの傷きず痕あとだとは思うが。

　ゼロが立ち上がる。

「お、思っていたより、深そうだ……薬草と、治療に必要なものを、持ってこよう」

「どうもすみませんね。いや、痛みとかはほとんどないんだけど」

「……痛みがないのか」

　ジューゾーが真ま面じ目めな顔で言う。

　七海は首をかしげた。

「お、おう。なんかだるいっていうか、体の芯がしびれるみたいな感じはあるけど、ズキズキもヒリヒリもしねーよ」

「七海、貴様は、元の世界に帰る方法を探すことにしたのだったな？　元の世界ならば、傷の満足な治療ができるのか？」

「そうだけど……なんだいきなり」

「わたしも手伝う」

　真しん剣けんな声。

　七海は不思議に思う。

「っていうか最初は手伝ってくれないつもりだったのか」

「あまり気は進まなかったが──貴様は帰ったほうがいい人間のようだ。早めに方法が見つかるよう、わたしも尽じん力りよくしてやろう。貴様にとって『元の世界』はこの世界よりましなのであろうからな」

「そりゃあマシだけど……ありがとう……？　頼たよりにしてるよ」

「……そうか。まあ、頼りにされてやってもいい」

　ジューゾーがはにかむ。

　妙に嬉うれしそうだ。

　七海はジューゾーとゼロの思いやりを感じながら、思った。

　──わけわかんねー状じよう況きようだけど、どうにかうまくやれそうだ。

　この世界はおかしいけれど、こんなにも優やさしい。

　だからこれから先も大丈夫だろうと、根こん拠きよもなく思った。
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　ゼロとジューゾーに手厚い治療を受けた翌日──

　七海は朝日の光で目覚めた。

　上半身は裸はだかに包帯だが、背中にはシーツの代わりに着ていたブレザーを敷しいている。どうせ泥どろまみれなのでいいや、という判断だ。

　ワイシャツは、ジューゾーが寝ねている切り株の端はしに干していた。

　血でべっとりだったので、ジューゾーが洗ってくれたのだ。

　多くの血がこびりついていたのと、川で手洗いしただけなので、腹部あたりが薄いピンク色になってしまっている。

　だが、元の世界に戻もどるまでは貴重な衣服として活かつ躍やくしてくれるだろう。

　七海は起き上がる。

　頭がクラッとした。

　──あー、水飲もう。たしか、教えてもらった川の位置は……

　ジューゾーはまだ寝ていた。

　起こすのも悪い。

　七海はゼロから教えてもらった道を思い出しながら歩き出す。

　こうして水も飲めるし、ジューゾーもゼロも協力してくれる。

　──オレ、けっこう運いいのかもなあ。

　鼻歌交じりに歩いて行く。




　朝の光を受けてきらめく川を見つけた。

　川底が見えるぐらい透とう明めい度の高い水だ。

　都会育ちの七海には、物もの珍めずらしい。

　川のそばにしゃがみこんで、水をすする。

「ぶあー！　うまい！」

　顔を直接突つっ込む。

　水底の石が朝日できらめいて見えた。

　顔を水からあげて、思い切り頭を振ふる。

　それから、ふと思いつく。

　──魚でもとって行ったら、あいつ、喜ぶかな。

　これだけ透明度の高い水だ。

　手づかみで魚をとれそうな気がした。

　上流を目指して歩き出す。

　魚とりなんかしたことはないし調べたこともないが、上流のほうが魚がいそうな気がしたのだ。

　なんか今日は直感冴さえてる予感がするし大丈夫だろう、と七海は根拠のない自信を持って上流へ行く。




　そこで、平和な朝は終わる。




　七海は川かわ縁べりに横たわるヒトガタを見た。

　人間の死体だった。




　七海は急にこみ上げてくる吐はき気を吞のみ込む。

　──ここは、平和な世界なんかじゃないんだ。

　今初めて、危険があって人が死ぬこともあるような世界なのだと、七海は思い知った。







　■デボラ




　農村のような場所が、デボラの拠きよ点てんだった。

　木製の家々が並ぶ、粗そ末まつな場所だ。

　面積だけは広いが、その大部分が麦やジャガイモを育てている。

　娯ご楽らくはなかった。

　そもそも、デボラには、娯楽施し設せつなどあってもなくても同じだった。

　デボラは下働きの少女だ。

　やや前まえ髪がみが長く、目が隠かくれている。

　とろんと目元が垂れ下がっており、優しそうな顔立ちをしている。

　背は低く、体つきは細い。

　誰だれかに怒おこられると怯おびえてなにも言い返せなくなってしまう。

　そのため同じ境きよう遇ぐうの少女──同じ家で下働きをしていたリゼットからは、妹のように保護されていた。




　デボラは今、理想郷にいた。

　正しく言うならば、見たこともないような場所──異世界だ。

　デボラは、住んでいた農村ごと、この世界に飛ばされていた。

　おまけに今は、似た境遇の仲間もいた。




　元の世界で、デボラは事実無根なのに魔ま女じよとして告発され、殺されるところだった。

　そのせいで人を信用できない。

　ただし──同じように裏切られ、同じように傷を持つ仲間ならば別だ。

　彼女たちは裏切らない。

　また、審しん問もん官も家の主人もいないこの世界では、そもそも裏切る必要がない。

　デボラにとってこの世界は理想郷だった。

　この世界に来てしばらくしたころ──

　姉のように慕したっていたリゼットが、魔女たちの拠点を出て行くと言い出した。

　デボラは理解できなかった。

　粗末な農村──今や魔女の拠点となった場所を出て行こうとするリゼットを引き留めて、たずねる。

「わかんないよ……リゼットはなぜここを出て行っちゃうの？　お外は怖こわいよ……だって知らない人がいるもの」

　リゼットが彼女に笑う。

「そうね。でも、お外にいるみんなも、デボラと同じように思ってるかもしれない。お外は怖い。知らない人は怖い、って」

「べつにいいよ、人のことはどうだって」

「それって悲しいことだと思わない？　協力したらもっと色々なことができるかもしれないのに、みんな協力を怖がってる」

「悲しくないよ。リゼットとみんながいたら、デボラは充じゆう分ぶん満足だよ……」

「……最初はそれでいいかもしれない。でもそのうち、外の人たちの目があたしたちに向いたら、勘かん違ちがいから、争いとか差別が起こるかもしれないわ。それはイヤでしょう？」

　諭さとすような声。

　デボラはうなずいた。

「勘違いはイヤだよ。勘違いされたら、殺されそうになるもん。でも、そしたらデボラが勘違いしたやつをぶっ殺すよ。デボラは、もう、昔みたいに弱くないもん」

　この世界で、デボラは本物の魔女になった。

　獣けものなどの外敵が相手でも、簡単に打ち払はらえる『魔ま法ほう』を持っている。

　そのお陰かげか、魔女のみんなはデボラに色々相談してくれる。

　この力があれば、他ほかのやつらが攻せめて来ても、リゼットを守れる。

　でも、リゼットの決意は変わらないようだった。

「……ねえ、デボラ、あたしたちは、いた村ごとこの世界に来た。でも、あたしたち──魔女と呼ばれた者以外は、この村から消えていた。その理由を考えたこと、ある？」

「どうでもいいよ、あんなやつらのことなんて。ここにもいたら、デボラがぶっ殺すよ」

「聞いて。それじゃあ、あいつらと同じよ。あたしたちを魔女だって決めつけて、火にくべようとしたあいつらと、同じ」

「違ちがうよ。デボラはみんなを守りたいだけだもん」

「聞いて。デボラは強くなったし、あたしたちを守りたいっていう気持ちもわかるわ」

「だったら、行かないでよ」

　デボラは哀あい願がんする。

　リゼットが優しく笑った。

「相手も同じだったら？　強さも、気持ちも、全部同じ。悲しい過去を持ってることまで、みんな一いつ緒しよ。そういう相手と戦いになったら、悲しいでしょ？」

「勝つもん」

「力が同じ相手と戦ったら死ぬかもしれないでしょ？」

「そしたらデボラはみんなのために死ぬよ。死ぬのは別に、怖くないもん」

　拗すねた声。

　リゼットが苦く笑しようする。

「……あたしは、デボラに死んでほしくないわ。だから、戦いが起こらないように、外のみんなと仲間になっておきたいの。みんな仲間なら他の人たちの中にデボラみたいな考えの子がいても、争いは起こらないでしょ？」

「……わかんないよ。デボラ、間ま違ちがってないもん。リゼット、行かないで」

「デボラ、もっと世界を見て」

　それが最後に聞いたリゼットの言葉。

　結局、リゼットは魔女の拠点を出て行った。




　──それからしばらく経たったが……

　デボラには、まだ、リゼットが最後に残した言葉の意味はわからない。







[image: ]




　　　　１




　騎き士しの拠点──

　颯そう真まが菊きつ花かたちクラスメイトの無事を確かく認にんした翌日の昼だ。

　石造りの城の中に、颯真たちはいた。

　古びたテーブルに着き、顔を合わせている。

　喫きつ茶さ店てんなどにある物よりやや大きい程度のテーブルには、四人座っていた。

　一人は颯真。

　他には、リゼット、菊花、クロエだ。

　クロエは騎士勢力の代表としてこの場にいる。

　菊花は二年Ｆ組の中心人物だ。

　リゼットは魔女勢力を背負っているわけではないが、騎士から魔女への『化け物を操あやつっている』という疑ぎ惑わくを晴らしたいようだった。

　今はリゼットの持つこの世界についての知識を、クロエと菊花に伝えているところだ。




　日ごとに地形が変わること。

　化け物が出ること。

　なぜ招かれたかわからないこと。

　異能力を授さずかること。




　ここからは、颯真の得た知識だ。

　招かれる人間は別々の時代や国から来ているようであること。

　颯真のクラスの他にも、アイトという人物が所属するクラスがありそうなこと。

　アイトが色々と自分たち以上にこの世界の情報を知っていそうなこと。




　ついでに食事をとっている。

　四人の前にはパンと水が置かれていた。

　ずしん、と重く、片手ではおさまりきらないぐらい大きな、丸いパンだ。

　かなり顎あごの力を使わないと嚙かみ切れない。

　少し食べただけでも満腹感があった。

　どうやら騎士たちの主食のようだ。




　──できればコーヒーと目玉焼き、ベーコンなんかもあると最高なんだけど。

　颯真は固いパンをようやく飲み込んで、口を開く。

「えーと、それで、僕たちが持っているこの世界の情報はこんなところだけど……ここまででなにか質問はあるかな？」

　通訳として颯真は全員にたずねる。

　みな、それぞれの言葉を断だん片ぺん的にしか理解できないのだ。

　颯真は全員を順番に見ていく。

　クロエと目が合う。

　鎧姿が印象的な、幼い顔立ちの──実際年ねん齢れいも幼いはずの彼女が、うなずく。

「……異能力を授かることは初耳なのです。わたしたちの中には、異能力を授かった者はいないのです。少なくとも報告を受けてないのです。わたしたちから提供できる情報もなさそうなのです」

　なにを考えているかわからない、眠ねむたげな表情だ。

　だが、彼女は優やさしく気高い人物だ。

　クラスメイトがクロエに保護されていたことが、その人ひと柄がらを示している。

　颯真は視線を巡めぐらせる。

　菊花が難しい顔をしていた。

「あらゆる話が初耳だが、異能力というのは興味深いな。それにしても颯真が『意い思し疎そ通つう』の能力というのは、似合わなさすぎて逆に似合うな」

「……似合わないっていうのは自覚してるよ。逆に似合うのはよくわからない」

　憮ぶ然ぜんと答える。

　菊花が笑った。

「能力について、うちのバカどもの中には目覚めているやつもいそうなものだが──あとで確認しよう。恥はずかしがって隠かくしているやつもいるかもしれない」

　楽しそうな声だ。

　──クラスの連中もかわいそうに。

　菊花の聞き込みに遭あうクラスメイトに哀あい悼とうの意を捧ささげ、リゼットに話しかけた。

「……みんな、異能力──魔法には目覚めてないってさ」

　彼女は不ふ機き嫌げんそうな顔で頰ほお杖づえをついていた。

「まるであたしたちが異い端たんみたいで気に入らないわね」

「……その論調だと、僕も異端になるんだけど」

「なにか条件があるのかしら？　ソーマは別に、魔ま女じよって呼ばれて排はい除じよされそうになった経験はないんでしょ？」

「僕が呼ばれるとしても、魔『女じよ』はないんじゃないかな」

「魔ま術じゆつ師しは？」

「……後ろに（笑）が付きそうだね」

「カッコワライ？　なにそれ？」

　リゼットが首をかしげる。

　颯真は『意思疎通』の能力を持っているが、ネットスラングは通じないようだ。

　使ってみてだんだんわかってきたが、『意思疎通』も万ばん能のうではない。

　限られたコミュニティでしか使用できない単語は訳せないらしい。

　クロエの言っていた『フェーデ』という言葉も、わからないままだ。

　颯真はため息をつく。

「それで、情報を共有できたところで、これからの方針なんだけど……」

「魔女に対する誤解を解きたいわ」

　リゼットが憮然とした顔で言う。

　騎士から魔女へ『化け物を調教して人を襲おそわせている』という疑いがかかっている。

　魔女であるリゼットとしては、その濡ぬれ衣ぎぬを晴らしたいのだろう。

　だが──颯真の優先事じ項こうは別にある。

「僕としてはクラスメイトを捜そう索さくに行きたいかな……じゃあ、二本柱で、騎士から魔女への誤解を晴らす。クラスメイトを捜さがす。それでいいかな？」

　颯真はこの場所の主あるじであるクロエを見た。

　クロエがうなずく。

「……基本的にはそれでいいのですが……でも、外は危険なのですよ。ソーマたちのように合流してくれるのを待つのが安全なのです」

「でも、僕がここに来れたのは、色々な偶ぐう然ぜんに……というかリゼットさんともう一人、アイトってやつに助けられてここにいるわけで……言わば奇き跡せきみたいなものなんだよ」

　クロエが思案したあと言う。

「……わかったのです。近場であれば、騎士団を護衛につけることを条件に、捜索を許可するのです」

　──護衛って言っても、子供なんだよなあ。

　そう考えると、待っているしかないような気もしてくる。

　護衛ということは、いざ化け物が出たら、子供たちが戦ってくれるということだ。

　しかし、化け物は強く、戦えば犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。

　クラスメイトを探すのに幼い子供を犠牲にするのはいい気持ちではない。

　自分一人では判断できない。

　颯真は菊花に話を振ふる。

「外に出るなら騎士団を護衛につけろって話だ……化け物が出るんだよ、外は」

　菊花が考え込む。

「……それは、判断つきかねるな。その化け物に対して無傷で勝利できるならいいのだが、そうもいかないだろう？」

「最悪、死者が出ると思う」

「……異能に目覚めているやつがいるかどうかも合わせて、クラスの連中と話す必要がありそうだな。この世界に来てからすでに一日以上経っているので、一刻も早く捜索したいのが本音だが……」

「僕も他ほかの連中が心配だけど、二次遭そう難なんみたいな事態は避さけたいしな……」

　クラスメイト捜索については八方ふさがりの気配が漂ただよっていた。

　菊花と二人、考え込む。

　その時──リゼットが口を開いた。




「魔女なら、化け物と戦っても勝てるわ」




　不機嫌そうな声。

　颯真はおずおずとたずねた。

「でも、協力を取り付けられるの？」

「難しいでしょうね。あたしは魔女の中では変わり者よ。他の子たちは、よその人間とかかわることを嫌けん悪お……いいえ、怖こわがってるわ。あたしたちは理り不ふ尽じんに差別されて『ただ生きていく』っていう権利を剝はく奪だつされたから、同じ境きよう遇ぐうの魔女以外は受け入れがたいのよ」

　颯真は考え込む。

「そんな人たちに、化け物からクラスメイトを守ってもらうお願いをするのは、たしかに難しそうだ」

「でもね、あたしはお願いしてみるべきだと思う」

　リゼットがため息をつく。

　颯真は不思議に思った。

「仲間に命を懸かけさせるべきだって思うの？」

「違ちがうわよ。化け物に対しては、ちゃんとメンバーを選べば安全に戦えるわ。だから、命の危険にさらしてもいいっていう話じゃなくって、あの子たちもいい加減、他の人のためにがんばってみるべきだって思うっていう話」

「ふぅん？」

　よくわからなかった。

　魔女には魔女の、抱かかえる事情があるということだろう。

　リゼットが笑う。

「それに、ソーマはどのみち、魔女に会いに行く必要があるわよ」

「なんで？」

「騎き士しからの誤解を解かなきゃいけないじゃない」

「……それ、リゼットさんが行くだけじゃダメなの？」

「あたしじゃダメ。あたしじゃ、あの子たちを変えられない。でも、ソーマが一いつ緒しよに行くことで、あの子たちの目が『外』の人間に向くわ。そして──あたしと一緒に来る役目は言葉が通じるあんたでなくちゃいけない」

　真しん剣けんな表情だった。

　颯真はため息をつく。

「わかったよ。リゼットさんにはここまで連れてきてもらった借りもあるし、色々と引き受けよう。……クラスメイトのためにもなるしね」

「ありがと。期待してるわよ。どうか──あの子たちに、世界を見せてあげて」

「世界ね。望遠鏡でもプレゼントすればいいのかな」

「方法は任せるわ」

　リゼットが笑う。

　颯真は長く息をついた。

　菊花がたずねてくる。

「クラスメイトのためになるというのは、なんの話だ？」

「ああ、そうか、通訳しないといけないのか……僕はこれからリゼットさんと一緒に魔女の拠きよ点てんに行くよ。クロエさんたちからの疑いを晴らすために。それから、クラスメイトを探す戦力を確保するために。そういうことでいいかな？」

　颯真はクロエと菊花を交こう互ごに見る。

　クロエがうなずく。

「……通訳ができるソーマがいなくなるのは厳しいです。でも、今までもやってこれたのです。だから、少しだけなら許すのです」

　菊花が唇くちびるをとがらせた。

「せっかく再会できたのに、もう行ってしまうのか」

「別に今生の別れってわけじゃないだろ。それに、今回は前と違ってお互たがいに無事であることがわかってるし……前よりも安心して行けるよ」

「……やれやれだ。せいぜい今度は颯真が満足できるような、感動的な出で迎むかえ方を考えておくとしよう」

「ただのお使いで感動的に出迎えられても、それはそれで気持ち悪い感じだな……」

「お前はハードルを上げる男だな。私としては常に試ためされているようで楽しいぞ」

「……とにかく、早いところ魔女と接せつ触しよくしたい。クロエさん、できたら旅たび支じ度たくとかさせてもらえるとありがたいんだけど」

　クロエが立ち上がる。

「……わかったのです。水と食料を用意させるのです。あとで魔ま女じよ拠きよ点てんまでかかる時間とルートを詳くわしく教えてほしいのです」

　その言葉を最後に、全員が立ち上がる。

　会議は終わりになった。

　颯真はため息をつく。

　──化け物、騎士、それから魔女か。つくづくおかしな世界だな。

　少しだけ考えた。

　いったいどういう条件で、この世界は招く人間を選んでいるのだろう？

　しかし情報が少なすぎる。

　化け物は原住生物と考えても、騎士と魔女、現代の高校生に共通点はない。

　颯真はこの世界に招かれる条件についての思考を放ほう棄きした。

　考えなければならないことは、山ほどあるのだから──
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　旅支度はすぐに整えられた。

　颯真とリゼットは、騎き士し拠きよ点てんの正面入り口にいた。

　最初に蛇へびの化け物に襲われた場所だ。

　朽くちて崩くずれた石いし壁かべを視界の横に捉とらえながら、颯真はリゼットと並んで立っている。

　正面には見送りがいた。

　クロエと彼女の護衛を務める騎士が四人。

　あとは、菊花だけだ。

　クロエが心配そうに言う。

「……護衛をつけなくて大だい丈じよう夫ぶなのですか」

　颯真は気楽に笑った。

「大丈夫だよ。こう見えて、リゼットさんが強いから」

「そうね。任せなさい」

　リゼットが自信を示すように胸を叩たたく。

　その動作を見て、クロエが引き下がった。

　実際、颯真はそこまでリゼットの『強さ』を買っているわけではなかった。

　逃にげることは可能だと思っているぐらいだ。

　──アイトがいてくれればよかったんだけど。

　颯真は蛇の化け物とアイトの戦いを思い出す。

　戦いと呼べるほど拮きつ抗こうしたものですらなかった。

　アイトが一方的に化け物を打ち据すえる、あの様子はただの『討とう伐ばつ』だ。

　彼一人見つかればクラスメイトの捜そう索さくなども楽になるだろう。

　しかし、魔ま女じよと違ってどこにいるかわからないアイトを捜索するのは、確実性があまりにも低すぎる。

　──それに、ヒマなら顔を見せるぐらいはしてくれるだろ。

　一日経たっても来ないということは、別な用事ができたということだ。

　あるいは、考えにくいことだが、蛇の化け物に殺されてしまったか……

　なににせよ気に留めても仕方がないだろう。

　冷たいようだが、アイトをどうにかしてしまえる化け物を相手にはできない。

　──僕も意い思し疎そ通つうなんかじゃなく、ああいうわかりやすい能力に目覚めてればなあ。

　そうすればこれから魔女拠点へ出向くのも、もっと気楽にできただろうに……

　颯真はため息をついた。

　菊花がめざとく反応する。

「本当にリゼットさんは強いのだろうな？」

　颯真は笑え顔がおを取り繕つくろう。

「そう言ってるだろ？　まったく、菊花は疑い深いなあ」

「……生きて帰ってきてくれよ。さもないと、元の世界に帰ったあとでお前のＨＤＤの中身を全世界に公開するからな」

「やましいところはなにもないが、絶対に生きて帰ると約束する」

「約束したぞ」

　菊花が笑う。

　妙みような約束を背負わされてしまった。

　化け物──

　魔女との交こう渉しよう──

　騎士から魔女への疑いを晴らすという任務──

　魔女に『外の世界』を見せるというリゼットの願い──

　生きて帰るという約束──

　この世界に来てから、色々背負いすぎている気がする。

　どこかで一気に全部おろしたいと颯真は思った。

　──でも、僕にしか背負えない荷物なんだよなあ。

　残念ながら、すべて颯真が人と意思疎通できるがゆえに増えた荷物だ。

　生きて帰る約束以外は。

　リゼットが首をかしげる。

「……あんた、キッカとずいぶん大げさな約束してたけど、なんかあったの？」

　菊花の言葉はリゼットに伝わっていないのだ。

　颯真はあんまり突つっ込まれると面おも白しろくない事態になりそうだと予感する。

「そんなことより、早く行こう。クラスメイトを早く助けたい」

「そうね。言う通りだわ。あたしも、早く騎士からの誤解を解いて、あの生意気なチビに誠心誠意の謝罪をさせてやるんだから」

　リゼットがクロエをにらむ。

　クロエが不思議そうな顔をしていた。
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　騎士の拠点から旅立った。

　リゼットによれば、騎士拠点から徒歩で四時間ほどの距きよ離りに魔女拠点はあるらしい。

　もっとも──この世界は日ごとに地形が変わるうえに、リゼットはところどころホウキに乗って高速移動している。

　体感時間はあくまで目安だ。

　つまり四時間に対して前後一時間ほど誤差があると思ったほうがいいらしい。

　──距離が近くなってるといいなあ。

　祈いのりながら装備を確かく認にんする。

　背負っているのは、颯真が修学旅行用に持ってきていたリュックだ。

　菊花が騎き士し団に保護された時に、バスから一いつ緒しよに持ってきたものだった。

　中身はそれほど変わっていない。

　衣類、酔よい止め薬、いくらかの現金、タオルや洗面道具、懐かい中ちゆう電灯。

　所持していた水すい筒とうに水を入れ、布で包んだ固焼きパンが新たに加わっただけだ。

　往路だけで四時間かかるということは、魔女に協力をとりつけて、その旨むねを騎士に伝えて、クラスメイトを捜索できるまで、おそらく一日以上かかるということだ。

　──思ったより焦あせるスケジュールだな。

　颯真は考える。

　正直、気は急せいているが、焦ってもいい結果はおとずれないだろう。

　颯真は冷静に、理知的に、慌あわてないように、と自分に言い聞かせた。

　相手は文化圏けんが違ちがう『魔女』という集団だ。

　慌てて妙なことを口走って誤解が生じては、交渉はうまくいかないだろう。

　そして交渉がうまくいかなければ、騎士団の子供たちに護衛してもらって、クラスメイトを探さなければならない。

　あるいは、捜索をあきらめて、ちりぢりになったクラスメイトが勝手に集まってくれるのを待たなければならない。

　化け物が出ない普ふ通つうの世界だったらなんともない。

　だが、この世界には怖ろしい化け物が出るのだ。

　──僕の手しゆ腕わんにクラスメイトの命がかかってるっていうのは、気持ちよくないな。

　プレッシャーで胃が痛い。

　颯真がお腹なかのあたりをさすっていると──

　横に並ぶリゼットが、顔をのぞきこんできた。

「どうしたの？」

「……もっと楽に生きていきたいと思っただけだよ」

「そんなに楽するのが好きなの？」

「楽するのが好きじゃない人間なんかいるわけない──ってこの話、前もしなかった？」

　颯真は首をかしげる。

　リゼットが笑う。

「そうね。……でも、いるかもよ、楽するのが嫌きらいな人間」

「まさか」

「閉じこもって気心が知れた仲間とだけ過ごすのが楽だとわかってるのに、それじゃあ我が慢まんできなかった人とか」

　リゼットが遠くを見ていた。

　どんよりと分厚く空を覆おおう灰色の雲を見ているのかと思った。

　けれど、もっとずっと遠くに視線が向いているように、颯真には思えた。

　颯真は察する。

「それって、リゼットさんの話？」

「……そうかもね。目の前に、今は楽だけどあとで絶対大変な目に遭あう道と、今は大変だけどあとで楽になる道があったら、あたしは今大変なほうを選ぶわ。それだけのはずだったんだけど……どうしてわかってもらえなかったのかなあ」

　寂さびしげな声。

　颯真はなにも言えなかった。

　ただひたすら、歩いて行く。

　魔女の拠きよ点てんは騎士の拠点からはるか西──

　世界の東西を隔へだてるような、大きな川の向こう側にある。
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　はげ山の上には粗そ末まつな農村があった。

　夜──

　すっかり暗くなった山道を登り、颯真とリゼットはついに魔女の拠点にたどりつく。

　焦こげ茶色の地面が広がる、木造の家がポツポツ建った寂さびしい場所だ。

　厩きゆう舎しやや鶏にわとり小屋などもある様子だが、中に動物の姿は見られない。

　もうとっくに夜だが、全体が見み渡わたせるぐらいには、この場所は明るかった。

　月明かりのお陰かげだけではない。

　なんの支えもなく宙に浮うかぶ、白く光る球体が街灯の代わりをしているのだ。

　人ひと魂だまにしか見えない謎なぞの物体だ。

　颯真は説明を求めて呼びかける。

「リゼットさん、あれは魔ま法ほうの──ってリゼットさん、なんで僕の後ろに隠かくれてるの？」

　背後を振ふり返る。

　そこには、体をちぢめて隠れるリゼットの姿があった。

　リゼットが小声で語る。

「……あたし、ここを出てから一週間ぐらいしか経ってないのよ」

「そうなんだ？　野宿してたの？」

「実は、ちょっと離はなれたところに拠点を作って、そこで暮らしてたの。一部の仲間には事情を話して、食料とか情報のやりとりはしてたんだけど……」

「なんでそんな面めん倒どうくさいことを？」

「……あたしの妹……みたいな子がいて、その子、あたしがいるとダメになりそうだったから。そういうのない？　『自分がいたら考えるのをやめてしまうだろう』って子」

　拗すねたような声。

　颯真は笑う。

「僕も菊花がいるから、妹さんの立場はなんとなく想像つくかな」

「ソーマはあっちの立場なのね……で、その子には、出て行く時、なんか『しばらく戻もどらない』みたいな空気で接しちゃったのよね」

　言いにくそうな小声だった。

　颯真は理解する。

「ああ、なるほど。つまり、意外と早く戻って来ちゃって合わせる顔がないのか」

「……やっぱりあたし、帰っていいかしら」

「帰る場所はここじゃないの？」

「…………そうだけど」

　口ごもる。

　気まずいのはわかったが、もう夜中だし、訪問するには少々埒らち外がいな時間だ。

　いきなり知らない人である颯真が『ごめんください』するよりも、気心知った仲のリゼットが『ただいま』したほうが、向こうも快く受け入れてくれるだろう。

　日中に改めて訪おとずれるという手段が一番いいのかもしれないが……

　クラスメイト捜そう索さくは早いほうがいいのと、外で夜を過ごすのは危険なので、今、失礼かもしれないが早めにつなぎをつけておくほうがいいだろう。

　颯真はリゼットの後ろに回り込んだ。

　背中を押す。

「ほらほら、恥はずかしがらないで、元気に『ただいま』って言いなよ」

「ちょっと！　ちょっと！　やめて！　やめてってば！　覚かく悟ごするから！　あと……ちょっとで覚悟するから！」

　その時──




　ドォン！　と颯真の近くの地面が爆はぜた。




　跳はね上がった土つち塊くれが颯真とリゼットの頭上から、雨のように降り注ぐ。

　颯真は無言のまま、爆ぜた地面を見る。

　内側に爆ばく弾だんでも仕し掛かけてあったかのような破は壊かいの跡あとがそこにあった。

　まさか地じ雷らいでも仕掛けてあったのか、と颯真は戦せん慄りつする。

　しかし、その予想は外れだった。

　急に前のほう──魔ま女じよ拠きよ点てんの内部が、明るくなる。

　颯真は視線を移す。




　まるで太陽が出現したかのような光量。

　しかし、空は未いまだ夜のままだ。

　目を焼くほどの光の正体は炎ほのおだった。

　バレーボール大の炎の塊かたまりを手にした少女が、颯真たちの前に立っていた。

　少女の服装はリゼットとよく似ている。

　ただし、リゼットよりもだいぶ幼い顔立ちだ。

　目め尻じりが垂れ下がった内気そうな顔の少女が、どことなくぼんやりした表情のまま言う。




「リゼット、どいて。そいつはデボラがぶっ殺すよ」




　少女が手にした火球を振りかぶる。

　リゼットが慌てて叫さけんだ。

「違う！　違うのよデボラ！　こいつは敵じゃないわ！」

　デボラと呼ばれた少女が首をかしげた。

「でも、リゼット、やめてって言ってたよ。リゼットが嫌いやがることするのは、デボラの敵だよ。骨も残らないぐらいカンペキにぶっ殺すよ。デボラ、そういうの得意だもん」

「得意なのはわかってるから、まずはこっちの話を聞きなさい！」

「そいつよそ者だよ。デボラたちはそいつをぶっ殺したいよ」

　デボラの声に応じるように──

　周囲を取り囲むように、複数の足音が聞こえてきたのを颯真は感知した。

　見回す。

　すると──デボラやリゼットと似たような格好の少女たちが、あとからあとから、デボラの火球に照らされてその姿を見せる。

　全員の視線は颯真に向いていた。

　颯真は冷や汗あせをかく。

「……ねえ、リゼットさん、すごい敵視されてる気がするんだけど？」

　リゼットが苦く笑しようした。

「あはは……そのー……ちょっと、人見知りがこじれちゃった、かな？」

　──本当にクラスメイトを助けてもらえるようにお願いなんてできるのか？

　胸いっぱいに不安が広がった。
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　颯真は、魔ま女じよたちに囲まれたまま近くの家へ連行された。

　木製の扉とびらを開けば、中にはリビングが広がっている。

　日本の玄げん関かんにあるような三和土たたきはなく、靴くつを履はいたままあがる西洋風の家だ。

　いくつかの木製コップの置かれた長いテーブルに案内される。

　颯真はそのまま、椅い子すの一つに座らされた。

　家屋の中には続々と女の子たちが入ってくる。

　大して広くもないリビングは、あっというまにいっぱいになった。

　女の子たちがこちらを見る視線は厳しい。

　颯真の隣となりにリゼットが座る。

　彼女がいなくなれば、その瞬しゆん間かんに袋ふくろだたきにされそうだ。

　そして、颯真の正面には、デボラが座った。

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおをふくらませている。

　子供っぽい怒いかり顔だ。

　しかし──爆ばく発はつを起こし火球を操あやつる彼女は、まぎれもなく颯真の生せい殺さつ与よ奪だつ権を握にぎっているのだった。

　おまけにいい印象は持たれていない。

　この状じよう況きようで交こう渉しように勝ち目があるとは思えなかった。

　リゼットが口を開く。

「そんなににらまないであげてほしいんだけど……こいつは、あたしの協力者なの。つまり、あたしの仲間なのよ？」

　デボラが怒おこった顔のまま言う。

「リゼットの仲間はデボラたちだけだよ。よそ者は殺すよ。だって、デボラたちにはいらないもん」

　周囲の魔女たちから反応はない。

　その代わり、颯真が迂う闊かつな動きをすればすぐにでも対応されそうな油断なさがあった。

　颯真はため息をつく。

　──まずは僕が『生きてていい相手』にならないと、話し合いどころじゃないな。

　考えて、口を開いた。

「えー……急に夜中に来て、申し訳ない。僕は小鳥遊颯真。まあ、こちらには急がなきゃいけない事情があったんだけど、それはひとまず置いておいて──僕が生きてここを出るには、どうしたらいいかな？」

「デボラたちは仲間以外いらないから、お前は殺すよ」

「それは困る。僕にも仲間がいて、仲間のために死ぬわけにはいかないんだ」

「お前の仲間なんか知らないよ。デボラはお前をぶっ殺すよ。リゼットが隣にいなかったら、すぐにでも炭も残さずチリにするよ」

「それは、一応、リゼットさんが僕のことを『仲間だ』と言ってくれたから、リゼットさんの顔に免めんじて殺すのを待ってくれてる、ってことかな？」

　デボラが机を叩たたいて立ち上がる。

「リゼットの仲間はデボラたちだけなの！　お前なんかリゼットの仲間じゃないもん！　お前を殺さないのは、隣にいるリゼットを巻き込みたくないからなの！」

「ああ、なるほど、単純に攻こう撃げき範はん囲いの問題なのか……」

　颯真は椅子を動かして少しだけリゼットに近付く。

　デボラが不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「お前はリゼットに近付きすぎだよ。もっと離れるの！」

「デボラ」

　リゼットがため息をつく。

　デボラが、ビクリと肩かたを震ふるわせる。

　そして、しおしおと腰こしをおろした。

「で、デボラ、悪いことしてないもん……だって、デボラたちは、仲間だもん。仲間以外は、みんな敵だもん。すぐによくわかんないこと言ってデボラを殺そうとするんだ」

「ソーマはそんなことしないわよ。……デボラ、あたしは色々な人と会ってきたけど、あたしたちを殺そうとしたような……元の世界にいたような連中は、少数派なのよ。世界は優やさしいの。少なくとも、この世界は」

「……うそだよ」

　弱々しい声。

　リゼットが優しく声をかける。

「噓うそじゃないわ。あたしたちはこの世界で『ただ生きていくこと』ができる。ちゃんと手を取り合って、話の通じない脅きよう威いにみんなで立ち向かうことができればね」

「……デボラは信じらんないよ。だって、みんな、裏切るんだもん。デボラ、魔女じゃないもん。魔女じゃないのに、みんな、指差して、石投げて……怖こわい大人も、いっぱい来たよ。だからデボラは信じないよ。信じたらまた石を投げられるに決まってるもん」

　──元の世界でよほどひどい経験をしてきたんだろうな。

　颯真はかわいそうに思った。

　デボラの異常な攻こう撃げき性は恐きよう怖ふの裏返しなのだ。

　──彼女を説得してクラスメイト捜そう索さくを手伝ってもらうっていうのは、無理そうだな。

　まず、話し合いにならなければどうしようもない。

　そしてデボラは『仲間』以外とまともな話をするつもりがないのだ。

　とすると、一刻も早くクラスメイトを助けるためにできることは──

　颯真は口を開く。

「リゼットさん、帰ろう」

「帰る!?」

　リゼットのおどろいた声。

　颯真はうなずく。

「説得は難しそうだ。それに、怖がってるデボラさんを無む理り矢や理り連れ出すようなこと、僕はしたくない。そうまでしてクラスメイトを守ってもらうなら、子供だらけの騎き士し団に護衛させるのと変わらない」

「そうかもしれないけど……騎士からの誤解はどうすんのよ」

「悪いけど、そっちはリゼットさんでなんとかしてほしい。僕がそのことについて話したら反感を買うだけだろうけど、リゼットさんならすんなり話をまとめられると思う」

　殺したい、とこちらに対して言ってくる相手に、『お前化け物操って他ほかの連中を攻撃してない？』と問いかけるのはあまりに愚おろかだ。

　それに──颯真個人としての見解は、『魔女は化け物を操ってはいない』だ。

　魔女たちは攻撃的だが内向的な集団だという雰ふん囲い気きを受ける。

　わざわざ外に攻撃して他勢力にかかわるようなことはしないだろうと予想できた。

　もちろん、今すぐ騎士が魔女に対して総攻撃をかけるとかいう話なら、確実な物証を挙げて早急に誤解を解かなければならない。

　だが、そこまで切せつ迫ぱくした状況でもなさそうだった。

　切迫しているのは、クラスメイトの命だ。

　魔女の協力が今すぐ取り付けられる芽がなさそうだと判断できた。

　ならば、今すぐに帰って新しい対策を練るのが、今できる最善最効率の手段だろう。

　リゼットがため息をついた。

「……わかったわ。クロエに大きな顔させるのはイヤだけど……誤解はまた今度ゆっくり解くことにして──ソーマの仲間捜さがしをしたほうがいいわ。行きましょう」

　立ち上がる。

　デボラが泣きそうな顔になった。

「リゼット、行っちゃうの？　やだよ……行かないで」

「ソーマと一いつ緒しよに、また来るわ」

　デボラが颯真をにらんだ。

　リゼットがたしなめるように言う。

「ソーマを敵視しないの」

「……だってこいつ、デボラからリゼットとるから、嫌きらいなんだもん」

「あたしはちゃんとデボラたちのために行動してるわよ」

「だったらデボラと一緒にいてよ」

　リゼットは優しく笑う。

「全部終わったらね」

「……全部ってなに？」

　デボラが問う。

　リゼットは、なにも答えなかった。

　ただ慈いつくしむような笑えみでデボラを見つめるだけだった。
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　夜──

　颯真とリゼットは魔ま女じよ拠きよ点てんを出る。

　魔女拠点の出口には大勢の人間が集まっていた。

　デボラをはじめ、すべての魔女が颯真とリゼットを見送りに出ている。

　会話はなかった。

　デボラが悲しい目でリゼットを見つめている。

　他の魔女も同じような感じだ。

　ちらほらと颯真に興味深そうな視線を投げかけている少女もいた。

　だが、誰だれも言葉を発しない。

　リゼットが踵きびすを返して歩き出す。

　颯真は慌あわてて彼女の横に並んだ。

「別れを惜おしんだりはしないの？」

「……キリがないもの。離はなれたくないのはあたしもデボラも一緒だからね」

「そういうものなのか」

「あんまり別れを惜しみすぎると二度と会えないような気がしてイヤだし」

「……僕、騎士の拠きよ点てんを出る時にけっこう別れを惜しんだ気がするんだけど」

「ああ……残念だったわね……」

「これから死ぬみたいな反応はやめてくれないか」

　颯真は苦く笑しようする。

　リゼットも笑った。




　二人ははげ山を下りていく。

　山やま裾すそには真っ暗な森が広がっていた。

　この森を越こえた先に川があり、とりあえずそこを目指す。

　深夜の森は危険だが、魔ま女じよの拠点に残るのとどちらが危険かは微び妙みようなところだ。

　──デボラさんは冗じよう談だんじゃなく僕を殺そうと思ってたっぽいしなあ。

　過去の経験から来る恐怖が、デボラを『仲間』以外に攻撃的にさせているのだろう。

　リゼットもデボラの本気を感じたからこそ、『朝まで待とう』と提案しなかったのだと颯真は捉とらえた。




　山を下りて森に入る。

　しばらく歩いて、騎き士し拠きよ点てんと魔女拠点の中間あたりに来た。

　颯真が山などから見下ろしたこの世界は、大部分が森に閉とざされている。

　歩いて行くうちに、川が見えてきた。

　あたりはすっかり暗い。

　魔女拠点からの明かりはかなり広こう範はん囲いを照らしていたが、さすがにもう騎士拠点のほうが近いので、とどくはずもない。

　颯真はリュックから懐かい中ちゆう電灯を取り出し、手に持っていた。

　リゼットがつぶやく。

「……それ、便利ね」

「僕らの生活だとあんまり使わないけどね。交こう換かん用の電池はあったかなあ……『今回は修学旅行の一いつ環かんで洞どう窟くつに行くから持って行け』って菊花に言われたから持ってきたけど、電池の残量まではさすがに気を配らなかったな……」

　そもそも、颯真は修学旅行に来る気がなかった。

　菊花に言われるがまま慌てて準備をしたのだ。

　正直なところ、旅行当日朝に大おお慌あわてでリュックに詰つめ込んだので、自分で自分の荷物の中身をちゃんと把は握あくしていない。

　帰ったら中身の確かく認にんをするべきだろう。

　結局、魔女拠点に向かうための荷造りも菊花にやってもらっていたし。

　リゼットが笑う。

「あんたにはキッカが必要なのね」

　楽しげな声だった。

　颯真は弱る。

「一人なら一人でちゃんとやるよ」

「……そうかもね。むしろ、キッカのほうにこそ、あんたが必要なのかも」

「そんなわけないと思うけどね……僕が菊花に必要とされているとはまったく思わない。菊花に限らず、みんなに、かな」

「今はどうなの？　あたしはあんたを必要としてるわよ？」

「正確には、僕の能力を、だ。それは付加価値であって本体じゃない」

「そんなことないけど……たしかに、難しいのかもね。人から必要とされてるって信じるのは。あたしだって、デボラに〝そばにいてほしい〟って言われてるけど、それは間ま違ちがいだって思ってる。……難しいわね、本当に」

　ため息。

　リゼットの顔には笑みがあった。

　けれど、どこか疲つかれたような顔だった。

　颯真は慰なぐさめる。

「リゼットさんの判断は間違ってないと、僕は思うよ」

「そうだといいわね。……悲観的になることもないか。あたしたちは別に、今すぐ死にそうな状じよう況きようにいるわけじゃないし……元の世界では『いらないもの』として排はい除じよされかけてたけど、この世界では生きてていいんだものね」

「……そうだね」

「未来がある感覚って、どうも慣れないわね。元の世界にいたころは、その日を生きるだけで精せい一いつ杯ぱいだったから」

「……僕にはそんな大変な世界は、想像もつかないよ。ここは化け物も出るし、エアコンもないし、シャワーもベッドもないけど──リゼットさんにとっては、理想郷みたいなものなんだね」

　ふとつぶやいた言葉だった。

　しかし、リゼットが首を横に振ふる。

「理想郷は、イヤね」

「どうして？」

「誰の『理想』なの？　……あたしたちを弾だん圧あつした連中は彼らの理想通りの世界のためにあたしたちを排除しようとしたわ。理想は共有できない。だから、理想ではないなにかが必要だと思うのよ」

「……難しいね」

　颯真は顎あごに手を当てた。

　リゼットがたずねる。

「ねえソーマ、あんたはこの世界に来る人間の共通点ってなんだと思う？」

「……共通点？　高校生と、魔女と、騎き士しの共通点なんてないと思うけど」

「そうかしら。あたしは、なんとなくわかる気がするわ。元いた場所を平和な世界と言いながら、帰る方法を探してないソーマ。戦う集団のくせに子供だらけの騎士団。それに、弾圧されて排除されたあたしたち。あたしたちは、みんな世界にとって不必要な──」

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々の合間に、風が吹ふき抜ぬけた。

　その風に乗って、獣じゆう臭しゆうが鼻をつく。

　話が途と中ちゆうで止まる。

　二人は風上を見る。




　暗くら闇やみに光る、赤い目玉があった。




　颯真は懐中電灯を向けてしまった。

　あらわになったのは、二メートル超ちようの、がっしりとした巨きよ大だいな人型の生き物だ。

　腰こし巻まき以外は身につけておらず、露ろ出しゆつした肌はだは濃こい赤一色だ。

　額には二本、黄色いとがったもの──角が生えている。

　突つき出た顎。

　天へ向かって伸のびる長い牙きば。

　理性の感じられない瞳ひとみ。

　おとぎ話に出てくる鬼おにのような姿が、視界に映る。

　その化け物は、リゼットの側から、木々を薙なぎ払はらいつつ接近してきていた。




「リゼットさん！」

　颯真は叫さけぶ。

　リゼットは片手に持ったホウキを槍やりのように構えた。

　颯真は彼女の服を引っ張る。

「違ちがう！　戦うんじゃない！　逃にげるんだ！」

「でも、ここじゃ樹きが邪じや魔までうまく飛べないわ！」

　颯真は自分の判断ミスを悟さとる。

　──まずった……魔女たちは話が通じるんだから、僕が戦うべきはあそこだったのに。

　気づけなかったが、『夜の森を帰る』と、『魔女を説得して宿しゆく泊はくさせてもらう』という二つの戦いがあったのだ。

　颯真は無自覚に魔女との戦いを避さけて、夜の森を帰るという戦いを選んだ。

　その結果──この世界の夜が、颯真に牙を剝むいた。

　クラスメイトを助けたい気持ちがあって、焦あせっていたのかもしれない。

　可能な限り理知的であろうとしていたが無意識下でうまくいっていなかった。

　報むくいのように、化け物の爪つめが迫せまる。

「ソーマ！」

　リゼットが叫びながら颯真に抱だきついた。

　その背中に、鋭するどい爪が振り下ろされ──







　■ゼロ




　ようするに実験動物だった。

　ゼロは人生を思い返す。

　人生は実験室から始まっていた。

　その時、すでにゼロは十五歳ほどらしかった。

　今はあれから七年ほど経たっている。

　十五歳より以前の記き憶おくはなかった。

　ただ、世界に対する知識だけがあった。

『世界』という言葉は『シェルターの中』を指していた。

　とっくに環かん境きようが破は綻たんして人間が住める環境ではなくなった世界。

　人はシェルターという狭せまい世界で増え続ける。

『世界』の外に行ける強きよう靱じんな人間が必要だった。

　だから、獣けものの因子を取り込んだ人間が生み出された。

　実験は思ったほどの成果を挙げられなかった。

　獣の因子を取り込んだ人間──半獣と、もう一つ『無人機械をシェルターの外へ送り込んで環境修復をする』という計画があった。

　環境修復のほうは三百年かかる計画だったが、安全だった。

　人間に獣の因子を埋うめ込む計画は成功さえすればすぐに効果があったが、危険だった。

　世界は安全な方を選んだ。

　そして、危険物として排除されそうになった。




　気づけば異世界にいた。

　十三人の仲間がいた。

　最初は戸と惑まどったが、この世界には自分たちを理り不ふ尽じんに排除しようとする存在はいない。

　理想郷にたどりついたのだ、と誰だれかが言った。

　ゼロは自分の生き方を定める。

　すなわち──仲間のために生きるということ。

　それが、最初に実験を成功させてしまい、その後十三人の半獣を生み出すきっかけになってしまった自分ができる、責任のとり方だと思った。




　身体からだが変わる。

　埋め込まれた因子に合わせるような変へん貌ぼうが起こる。

　別にかまわない。

　むしろうっすらと感じていた『人間の体でいることへの違い和わ感かん』が消えていた。

　望みが叶かなった。

　きっと神様というものがいて、今までの理不尽に報いるように幸福をくれたのだ。

　幸福を享きよう受じゆした。




　変貌する。

　身体だけでは飽あき足らず心まで侵しん食しよくし出す獣の因子。

　そもそも最初がどちらだったのかわからない。

　十五歳より以前の自分は人間だったのか獣だったのか。いや、獣だったに違いない。だってこんなにも人間を遠くに感じるのだからきっと最初から獣であったに違いなくじゃあ自分がするべきことはなんだろうと考えて自分が群れのリーダーであるから群れを守れればそれでよく外敵は排除するべきだと結論した。




　仲間が殺された。

　群れを統とう率そつすることができない。みんなバラバラになって狩かられていく。なぜだかわからない。だってよくわからない生物を見かけたから怖こわかっただけなんだ。怖ければ殺すしかないのにどうしてやつらはこっちを殺すんだろう。ちょっとこっちが殺そうとしただけなのに意味がわからない。なぜこちらを見て怯おびえるのかわからないなぜこちらを排除しようとするのかわからない七番を死に三番がやられて五番が二番が次々群れが減っていってだから俺はあいつらを外敵と見なして狩るべきだと思って──

　──十番に、殺して、と頼たのまれた。

　人としての尊厳を保っているうちに、どうか殺してほしい、と言われた。

　ギリギリで自分をつなぎ止める。




　ただ、仲間にありふれた生きる喜びを味わってほしいだけなのに。

　ずっとずっとうまくいかなかったから──

「ジューゾー、お、お前だけでも。そ、そして俺は、お、お前の幸福を邪魔する前に」

　崩くずれかけた理性をつなぎ合わせて、ゼロは夜の森を行く。
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　異世界に来て、二日目の早朝──

　仮か名な七なな海みは、水を飲みに川に来ていた。

　この世界に来てから今まで一いつ緒しよにいる『半獣』の少女──ジューゾーはまだ寝ねていた。

　ジューゾーには世話になった。

　ゼロという……狼おおかみ男のような人と一緒に、この世界のことを教えてくれたり、傷の手当てをしてくれたり、汚よごれた服を洗ってくれたりした。

　七海は腹部に怪け我ががあり、そのせいでシャツが血で汚れていたのだ。

　……まあ、手元に替かえの服がなかったので、包帯を巻いただけの上半身裸はだかでウロウロする羽目になってしまっているのだが。

　七海は思いつく。

　──魚でもとってやったら喜ぶかもな。

　そう思って上流に向かう。




　そこで死体を発見した。




　血だまりの中に沈しずむその死体は、むごいありさまだった。

　四し肢しが欠損している。

　断面は、まるでなにかに食い荒あらされたように粗あらい。

　七海は手で口をおさえた。

「え、アレって……え!?」

　混乱しているのが自覚できる。

　その時、ガサリという音が耳にとどく。

　──まさか、この死体を作ったやつがまだ近くにいるのか!?

　七海は慌あわてて音の方向を見た。

　身構えているつもりだが、腰こしがひけて、足が震ふるえている。

　音は、川の向こう側にある森の中から聞こえてきた。

　一目散に逃にげよう、と七海は決意していた。

　しかし──足が動かない。

　腹部には妙みような重さがあった。

　怪我が響ひびいているのかもしれない。

　七海は棒立ちのまま、音の主が近付いてくるのを待った。

　そして──




　現れた存在に、七海は目を奪うばわれる。

　男だ。

　たぶん、同い年ぐらいだろう。

　体つきは細く見える。

　だが、背が高く手足が長い。

　そいつは、ベッタリと赤く染まった服を着ていた。




　そいつが近づいてくる。

　そして、笑った。

「ああ、悪い。びっくりさせたか」

　困ったような顔だった。

　七海は無言のままうなずく。

　相手はため息をついた。

「いや、この格好な……うん、わかる。わかるけど、そんなに警けい戒かいしないでくれ。これはなんていうか……ちょっと予想外の抵てい抗こうに遭あっただけなんだ」

「抵抗？」

　相手が苦く笑しようする。

「俺の名前は相あい坂さかアイト。ちょっとだけ事情を説明するから、聞いてくれないか？」

　七海は混乱から立ち直っていない。

　判断に困って、気づけばうなずいていた。
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　まぶしい朝の太陽に照らされながら──

　川を挟はさんで向かい合う。

　アイトは傍かたわらの死体を麻あさのような素材の袋ふくろに入れていた。

　仲間をとんでもない化け物に喰くい殺されたらしい。

　だからアイトは、化け物を探し、見つけ、そして報復したらしいのだ。

「ま、放置するわけにもいかねえしな。危険なやつだから」

　アイトがため息をつく。

　七海は感心した。

「しっかし、よく人間を喰い殺すような化け物に報復しようと思ったなあ……」

「ああ……それは……この世界だと、不思議な力に目覚めるんだよ。俺は……どう説明したらいいのか……殴なぐって化け物殺せるような能力があって、それでな」

「マジで!?　能力に目覚めるの!?　オレは!?」

　にわかに興奮する。

　アイトがたじろいでいた。

「能力には目覚める時期とか規模に個人差があるからな……なにか兆候はあったか？　そっち……あーっと……」

「悪い、まだこっちは名乗ってなかったな。オレは仮名七海っていうんだが──あ、そうだ。オレには連れがいるんだけど、そういう話、そいつにもしてもらっていいか？」

「ああ、いいぜ。……俺の持ってる情報でよければ伝えるよ。隠かくす気は、ないんだ。本当にないんだが……」

　後半、声が沈み込んでいるように感じた。

　七海は首をかしげ、立ち上がる。

「隠す気ないのは、別に疑ってないけど」

「そ、そうだよな……ああ、そうそう。悪いけどちょっと急ぐんだ。連れをとりあえず連れてきてもらって、それから俺たちの拠きよ点てんに移動でいいか？」

「拠点？　まあいいけど……切り株を指差して『これが家だ』とか言わねーだろうな」

「いや、切り株は家じゃねえだろ……」

　あきれた声。

　──これから連れて来るのが、切り株をさして『家』とか言うやつなんだよ。

　七海は苦笑いする。

　その時、背後から走ってくる足音が聞こえた。

　振ふり返れば──ジューゾーがこちらに来るのが見えた。

　腕うでには七海のシャツとブレザーを抱かかえている。

　彼女は七海を見つけると、真横まで来て、七海の背中を叩たたいた。

　パチン！　といい音が響く。

　不思議と痛みはなかったが、七海は反射的に背中をおさえた。

「──ってえな！　なにすんだ！」

　ジューゾーが怒おこったような顔をする。

「きゅ、急にいなくなるな！　びっくりするであろうが！」

「急にって言われてもなあ……そっち寝てただろ？　水飲みたいだけなのに起こすのも悪いと思ってさ……」

「それでも、起こせ！　獣けものかなにかに襲おそわれたかと思って不安になる！」

「わかったわかった。次から気をつけるよ……」

　七海はため息をついた。

　ジューゾーが唇くちびるをとがらせる。

「それでよい。……で、そやつは誰だれじゃ？」

　眉まゆをひそめる。

　七海は答えた。

「アイトってやつで……えー……オレのクラスメイトじゃねーけど、同じような状じよう況きようにいるっぽい。血まみれだけどアレは化け物退治の時の返り血らしいぞ」

「……化け物退治？」

　ジューゾーが目を細めてアイトを見た。

　アイトが頭を搔かく。

「論より証しよう拠こだな。見せてやるか。気持ちのいいもんじゃねえが、この世界に化け物がいるって知らないみてえだし、一度ぐらい実際に見ておいたほうがいいだろう。ちょっと待ってろ」

　アイトが背後にある森へと歩き出す。

　──やばい。見たくない。

　どんなグロ画像を見せられるのかと、七海は不安に思う。

　──ジューゾーを口実に避さけられるかな？

　七海はジューゾーに話しかけた。

「なあ、おい、化け物とか見たくねーよな？」

「……」

　彼女は答えない。

　なにかをじっと考え込んでいる。

　ほどなくして──




「待たせたな。こいつだ」




　アイトが森から出てきた。

　人間大のなにかを引きずっている。

　──化け物って人間と同じくらいデカイのかよ。

　七海は怯おびえる。

　アイトが七海に見えるように、化け物の死体を置いた。

　蛇へびに手足が生えたような化け物だ。

　腹部に大きな穴が空いており、それが化け物の致ち命めい傷しようだろう。

　化け物の死に顔は、人間とはかけ離はなれた顔立ちにもかかわらず、驚きよう愕がくと苦く悶もんに歪ゆがんでいるように見えた。

　七海は吐はきそうになる。

　しかし、ジューゾーの前ということもあって、こらえた。

　女の子であるジューゾーはさぞかしショックだろうと思い、様子をうかがう。

　顔面蒼そう白はくだった。

　七海はジューゾーの肩かたをつかむ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ジューゾーがぼんやりとした顔でアイトを見た。

　なにかを言おうとしている。

　だが、全身が震えているせいか、うまく言葉にできていない。

　それでも七海にすがりつくようにして、必死に言葉を紡つむいだ。

「ちがう、わたしは、ちがうんだ……」

「はあ？　急にどうした？」

「どうして、どうして……そいつは、死ななければならなかった……？」

　か細い声。

　ギュッと抱だきつく力は強く、七海は戸と惑まどう。

　アイトが不思議そうに首をかしげた。

「どうしてって、凶きよう悪あくな化け物だったからだよ。……ま、こいつに仲間をむごたらしく殺された復ふく讐しゆう心もなくはなかった……いや、正直言って、復讐ばっかりだったけど……あ、っと、少し通信してもいいか？　急ぐから、ついてきてくれ」

　アイトがポケットから手の平大の機械を取り出す。

　それを耳に押し当て、どこかと会話を始めながら歩き出してしまう。

　歩調は速く、かなり慌あわてている様子だ。

「おい！　この死体どうすんだよ！」

　七海は叫さけぶけれど、すでにどこかと通話中らしく、返事はない。

　ぐんぐん速い歩調で離れて行ってしまう。

　──っていうかケイタイ使えるのか？

　七海は確かく認にんしたく思った。

　だが──ジューゾーが腕にしっかりと抱きついているので、叶かなわない。

　まずは慰なぐさめるのが先だと七海は考えた。

「おい、アイトのあとについて行こうぜ？　死体を見てショックなのはわかるけど、ここで止まってると見失う──」

　ジューゾーが顔を上げる。

　目め尻じりに涙なみだがたまっていた。

「……わたしは違ちがうんだ。わたしは、いや……わたしたちは、本当は、あんな風じゃなくって、あんな風に死ななければならない理由なんか、もっと、普ふ通つうの……」

　言葉が断だん片ぺん的で意味を成していない。

　七海は彼女の背中をあやすようにポンポンと叩く。

「わかった、わかったから、とりあえず歩こう。な？」

　抱き寄せるようにして歩き出す。

　──あーもう、なんなんだよいったい……

　七海は誰かに意見を求めたい気分だった。

　しかし、こういう時に物を聞けそうな相手はいない。

　急に颯そう真まに会いたくなった。
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　無言のまま、七海とジューゾーはアイトの背中を追う。

　七海は生なま乾がわきのワイシャツを着て、ブレザーを肩からかけている。

　いつしか森を抜ぬけて、景色は遠大なる草原に移っていた。

　朝あさ露つゆに濡ぬれた草原が陽光を受けてキラキラときらめいている。

　人工物はなにも見えない。

　背後には今まで歩いて来た森があって、正面方向のずっと遠くにはげ山が見える。

　雄ゆう大だいな自然の中、七海はジューゾーとアイトを交こう互ごにうかがった。

　アイトは相変わらず、どこかに電話？　をしている。

　七海も電波が通じるのかと思ってケイタイを確認したが、圏けん外がいのままだった。

　電池残量も少ないので、電源を切っておく。

　ジューゾーは、抱きついたままだ。

　視線を下げたまま、なにかをぶつぶつとつぶやいている。

〝ちがう〟〝本当は〟〝普通に〟という単語が聞き取れるが、意味のあるセンテンスにはなっていないように思えた。

　──どうしたっていうんだ……初めて化け物の死体を見たら、こんな風になるもんか？

　七海自身はそこまでの状態ではないのでよくわからない。

　というか、ジューゾーの様子がおかしすぎて自分まで我を失っていられないというのが正直なところだった。

　ジューゾーは七海の腕を放さないし、七海が誘ゆう導どうしないと歩けもしない様子だ。

　逆にアイトはぐんぐん先へ行ってしまう。

　──あんまり急がれるとついて行けねーな……

　七海は叫ぶ。

「なあ、アイト！　もうちょっと歩調落とせねーか!?」

　アイトが振ふり返った。

　しまった、という顔をする。

「悪い。歩くの速かったか？」

「はえーよ。…………そういや、なにか急ぐ用事あるんだっけ？」

「用事っていうか──なるほど」

　歩調を落とす。

　そこで初めて、アイトは七海の姿をじっくり見た。

　七海はむずがゆさを感じる。

「なんだよ……」

「仮名、お前、二〇一五年の高校生か？」

　アイトが七海のブレザーを指差す。

　七海はいぶかしげな顔になった。

「そりゃそうだけど……なに、オレの服に見覚えあんの!?」

「ああ。望むなら、お前と同じ服装の集団がいる場所に案内するよ」

「マジか！　……ん？　ことさら年代を確認するってことは、アイトは違うのか？」

「……俺は……まあ、そうだな。言う必要がある。必要があるのは、わかってたんだ」

　後こう悔かいするような声。

　七海は首をかしげる。

「なんか隠かくしてるなら、言っていい範はん囲いで全部教えてくれよ。こっちもわかんねーことだらけで不安なんだ」

「そうだよな。……あのな、順番に説明すると──俺が急いでるのは、コイツを生き返らせるためだ」

　肩にかついだ麻あさ袋ぶくろを指差す。

「………………は？」

「肉体はもうダメだけど、魂たましいはまだ……一日しか経たってねえし、まだ大丈夫なはずなんだ。俺たちの生きてる時代には、『若くして不ふ慮りよの事故で死んだ者は新しい肉体に魂と脳を移してやり直せる』って制度がある」

「魂……時代？　制度？」

　なにを言っているかわからなかった。

　七海は考え込む。

　だが──どうしてもありえないはずの結論しかでなかった。

　七海のいた元の世界、元の時代には、死人を生き返らせる制度なんかない。

　しかしアイトのいた世界にはあるらしい。

　七海のいた元の世界では、『魂』なんてのはオカルトか与よ太た話でしか出てこない。

　しかし、アイトのいた世界ではなんの違い和わ感かんもなく存在するような口ぶりだ。

　つまり──

　アイトが言う。

「俺は、二二〇〇年から来たんだ」

　まるで罪を告白するような声だった。

　アイトが足を止める。

　七海もつられて立ち止まる。

　それから、アイトが虚こ空くうに向けて手の平をかざした。




　──なにもない空間に、透とう明めいな扉とびらが出現する。




「開けてくれ」

　アイトの声に従い、透明な扉が左右に開いた。

　空間に穴。

　アイトが中に入っていく。

「来いよ。口で説明するより、見てもらったほうが早いだろうし」

　穴の中から呼びかけられる。

　七海はおずおず中へ入った。

　ジューゾーも抵てい抗こうしなかった。

　そして──

　七海は、二二〇〇年の景色を見た。
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　たとえるなら、空に浮うかんだガラス玉。

　七海は地続きの扉に入ったはずなのに、気づけば一面の青空に取り囲まれていた。

　不思議な感覚だ。

　立っている床ゆかはコンクリートにも似た固い感かん触しよくなのに、まるで床なんてないかのような透明度だった。

　そもそも──ここはなんなのか。

　本当に空に浮かんだガラス玉のような場所なのか、一面に青空を映し出しているだけのスクリーン内部なのか、あるいは別の技術が使われているのか。

　周囲を見回す。

　七海はむしろ空の中にいることよりも、建物のありさまにおどろいた。

　この空間に建っているのは、七海が見慣れているものとそう大差ないビル群だ。

　しかし、そのビルたちが重さを感じさせないふわふわとした挙動で浮かんでいた。

　見慣れているぶん、ありえない光景だ。

　アイトが片手を伸のばす。

　引き寄せられるようにビルの一つがアイトの側に来た。

　かと思えば、空へ──七海たちが立っている場所の地下へとしずみこんでいく。

　七階ぶんもしずみこんだところで、ビルの動きが止まる。

　ちょうど正面に来たフロアの入り口が、左右に開いた。

「悪いけど、施し設せつまで来てくれ。そこで色々話そう」

　アイトが慣れた足取りで建物の中へ入っていく。

　七海は不安になってジューゾーを見た。

　ジューゾーもおどろいた顔で七海を見ていた。

　七海はため息をつく。

　とにかく、アイトの招きに応じないことには、話が進まなさそうだ。

　意を決して扉に入る。

　──施設ってなんの施設だよ。

　不安は尽つきなかった。
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　真っ白い空間に出た。

　中には金属製の台が並べられている。

　手術台のように見えるが──ここが仮に手術室なら、台の数があまりに多すぎる。

　七海はアイトに視線を向ける。

　彼は手術台の上に麻袋を下ろしていた。

「……さて──そっちの知りたいことを教えようか」

「本当に未来人なんだな、アイトは」

　アイトが困った顔をした。

「未来とは限らねえけどな。この世界には多次元同位世界からも人が集まる──ええと、異世界人である可能性もあるってことだよ」

「異世界ねえ。なら、わかる」

「それだけで伝わるんだよな。……俺が説明下手へたなのは、怖こわいから言いたくないだけかもしれねえな……」

「怖い？」

　七海は問いかける。

　アイトがつらそうにうなずいた。

「本当のことを言ったらおかしいと思われそうっていうか……他者を困らせるようなことはしてねえはずなんだけど、あるだろ、他ほかの人からすればなんでもなくっても、こっちからしたらトラウマになるような出来事」

「……ああ、あるな。オレは花火とか苦手だ」

　Ｆ組に落ちた経けい緯いを思い出してブルーになる。

　アイトが慰なぐさめるように笑った。

「もうちょっとしたら俺のクラスメイトが来るから、その時にゆっくり話し合おう。それが終わったらさっきの化け物のところに戻もどって、死体を処理しないと……転がしておくわけにもいかねえしな」

「化け物などではない！」

　鋭するどい声。

　七海は声の出所──腕うでの中のジューゾーを見た。

　ジューゾーがうつむいたまま、体を震ふるわせていた。

「あれは、あの人は、化け物などではないのだ……訂てい正せいしてくれ」

「……いや、でもな……じゃあなんて呼べばいいんだ？」

「名前はない。あの人に──わたしたちにあるのは、個体識別ナンバーだけだ。元の名前も暮らしも知らない。けれど、わたしたちはたしかに仲間だった」

「…………どういう意味だ？」

　アイトが目を細める。

　ジューゾーが顔を上げた。

「……あの人が元は貴様らのように普ふ通つうの人間だった──と言ったら、信じるか？」

「人間だった？」

　アイトが首をかしげる。

　ジューゾーが続ける。

「わたしたちは、もともと、ある実験施設で過か酷こくな環かん境きように耐たえ抜ぬくための改造をほどこされていた。それが……いつの間にか、気づいたらこの世界にいたのだ」

「……ま、待ってくれ。待ってくれ」

　アイトの唇くちびるが震えた。

　ジューゾーは、アイトの言葉が聞こえていないかのように続ける。

「この世界に来た当初、わたしたちは元の世界の通り、見た目はただの人間だった。だが……この世界に来て数日経ったころ、個人差はあったが、全員が獣けもののような姿になっていった。狼おおかみの因子の入った者は狼に、狐きつねの因子が入った者は狐に──」

「……おい、それって」

「──そして、蛇へびの因子が入った者は、蛇のような姿に変化していった」

「で、でも、俺たちはいきなり襲おそわれた！　とても理性のある人間とは思えなかったんだ！　それこそ、化け物みたいに……あいつは、あの蛇人間は、毒で動けない俺の目の前で、俺の仲間を、いたぶり殺して、むさぼって──」

「ある日、姿以外の変化が起こった」

「……」

「なぜかはわからないが、理性が消えて暴走する者が出た。最初はセブンだ。七番がわたしたちの目の前で突とつ如じよ暴走して、ゼロが、他の仲間を守るために彼を……十番だって、暴走するぐらいなら殺してほしいと、それもゼロが……」

「……変化は、この世界に来てからなのか？」

　怯おびえるような声だった。

　ジューゾーがうなずく。

　すると──アイトが、笑い出した。

　ジューゾーが彼をにらむ。

「なにがおかしい!?」

「……自分たちの愚おろかさがおかしいんだよ！」

　アイトが近場にあった手術台を叩たたく。

　その一いち撃げきで、手術台は真っ二つになって床にめり込んだ。

　アイトは拳こぶしを震わせながら言う。

「……いや、まだわからねえ。わからねえが──これから、可能性の話をするから、聞いてくれ」

　七海とジューゾーは顔を見合わせる。

　それから、無言で促うながした。

　アイトが静かな声で語る。

「俺たちはこの世界に来て、最初に仲間を増やそうと思った」

　後こう悔かいするような声。

　七海は問いかける。

「『増やす』なのか？　『捜さがす』じゃなく？」

「……あのな、俺たちは、異い端たん者なんだ」

「異端者？」

　七海はギョッとする。

　穏おだやかではない言葉の響ひびきだった。

　アイトがうなずいた。

「俺たちの時代でも、こんな設備を持ってて、こんな……殴なぐっただけで金属の台座を叩き壊こわすような力、人間の枠わく組ぐみを超こえた力を持ってるやつは、珍めずらしい。俺たちは特別なカリキュラムで能力を開発されてた学生なんだよ」

「……超ちよう能のう力りよく者ってことか？」

　七海が問いかける。

　アイトは自じ嘲ちようするように笑った。

「そうそう。で、ある日俺らみたいな能力者に対する反対運動が起こって、人権を剝はく奪だつされるかどうかってとこまで来てる」

「……貴様らも、か」

　ジューゾーがつぶやく。

　アイトが苦く笑しようした。

「やれやれだ。この世界にはどうにも鼻つまみ者が多いな……魔ま女じよとも会ったし、子供だらけの騎き士しとも接せつ触しよくしたけど、みんなどっか似た雰ふん囲い気きを持ってたぞ」

「貴様らの境きよう遇ぐうと、『仲間を増やす』という言葉の意味にどんな関係があるのだ」

「俺たちは異端じゃなくなりたかった」

　怖いぐらい真しん剣けんな顔だった。

　アイトが拳を握にぎりしめる。

「この世界には突とつ然ぜん飛ばされて──ここならやり直せると思った。色々なやつらがいるけど、仲良くやっていけば、元の世界みたいに俺たちは切り捨てられないだろうって」

　彼がじっと拳を見て言った。

　そこに、なにか大事なものが握られているかのように。

「でも、怖かった。他の連中が、元の世界のやつらみたいに、俺らの力を恐きよう怖ふしたら？　また切り捨てられるのか？　……それを回かい避ひするために、俺たちは装置を起動した」

「装置？」

　七海が問う。

　アイトがうなずいた。

「簡単に言えば、人を能力者にする波長を発し続ける機械だ」

「……!?」

　七海はおどろく。

　アイトが、寂さびしげに笑った。

「その装置のお陰かげで、この世界ではみんな、なにかしらの力に目覚める。……もっとも、ちゃんとした開発を受けないで波長を浴びただけじゃ、そう大きな力には目覚めないだろうが……みんなが能力者になれば、俺らは切り捨てられないと考えたんだ」

「でも能力が目覚めて困るやつなんかいねーだろ。オレも早く目覚めたいんだけどコツとかない？」

　七海は興奮気味に問う。

　しかし、アイトが首を横に振ふる。

「適性がないなら、そのほうがいいことが、わかってる」

「……は？　なんで？」

「装置から発する波長……とは言うけど、正確には波長を帯びたナノマシンを散布する装置だ。そうしないと装置のところだけ波長が強くなりすぎるからな。ま、ナノマシンっていうか、正確には『アトマシン』って言うべき大きさなんだが」

「……はあ」

「で、装置はナノマシン全体の管理もしていて、装置が壊れるとナノマシンも止まるんだが……あのな、人間の脳は、本当に『超能力』なんていう負ふ荷かに耐えられると思うか？」

　自嘲するような、不思議な表情だった。

　七海は首をかしげる。

「そんなのオレにわかるかよ。なにが言いたいんだ？」

「ナノマシンが止まると、能力に目覚めたやつは死ぬ」

「……はあ？　なんでだよ」

　七海は眉まゆをひそめる。

　アイトが沈ちん痛つうな顔で続けた。

「異能力を発動する時に必要な演算は、脳に莫ばく大だいな負荷をかけるんだ。カミオナガカツ理論が……ええと、俺たちを能力者にしてる理論が優すぐれているのはそこで、中空に散布したナノマシンに演算の代用をさせるっていうアイディアを出した。ようするに、騎士が剣けんや鎧よろいを身につけるように、超能力者は周囲にナノマシンを身につけてる感じだな」

「わかるようなわからねーような。剣を置いたって人間は死なないだろ？」

「そうだな。でも、剣を持ってるつもりで攻こう撃げきしたら、拳を痛めるよな？　……脳の負担を軽減してくれてるものをすっかりなくした状態で能力を使ったら、脳にどれだけ負荷がかかるかわからない」

「つまり、ナノマシンがなくっても能力を使わなきゃ死なないんだろ？」

「空を飛んだり、そういう能力なら『使わない』ことも可能だ。でも、まったく異なる文化圏けんの相手と言葉が通じる能力だったりしたら、意識的に『使わない』ことは不可能だ」

「止めなかったらいいだけの話じゃねーの？　っていうかなんでそんな話を？」

　七海は問いかける。

　アイトが、ジューゾーを見た。

「お嬢じようちゃんの姿がこの世界に来て変わってしまったのは、『獣になる』能力に目覚めたからっていう可能性が高い」

「……そうか、貴様らのせいなのか」

　落ち着いた声だった。

　七海は意外に思う。

　──これまでの反応だったら、ここで取り乱してもよさそうだけどな？

　そう思っていると──

　ジューゾーが、爪つめをアイトに向けて振った。

　アイトは避よけようともしない。

　ジューゾーの爪はアイトの服を切り裂さき、皮ひ膚ふを浅く薙ないだ。

　七海は攻撃が終わってから、ようやく反応できた。

　ジューゾーを抱だきしめるように、行動を封ふうじる。

「おい、やめろって！」

　ジューゾーは暴れた。

「なぜ止める!?　セブンやスリーたちが死んだのは、元はと言えばこいつらのせいなのだぞ!?」

「よくわかんねーけど、アイトを殺しても死人は帰ってこねーだろ！」

「そんなことはわかっている！　だが、だが……！」

「だから、落ち着けって！」

「──七海にわたしの気持ちはわからない！」

　ジューゾーが七海の拘こう束そくを振りほどき走り去る。

　しばし呆ぼう然ぜんとして──

　七海は、ジューゾーのあとを追った。

　アイトは沈ちん黙もくしていた。

　ただずっと、うつむいたままだった。
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　アイトたちの──未来人の拠きよ点てんからは、すんなり出ることができた。

　広がっているのは一面の草原だ。

　太陽はとっくにのぼりきり、草原をエメラルドグリーンにきらめかせている。

　ジューゾーの後ろ姿はすぐに見つかる。

　森の入り口で足を止めていた。

　七海はようやくジューゾーに追いつく。

「はあ、はあ……足、速すぎだろ……」

　振り返ったジューゾーは、涙なみだを流していた。

　そして──彼女の進もうとしていた森の中に、ある人物が存在していた。

　草原に出ることを避けるように、その巨きよ軀くを木々の隙すき間まに隠かくしている。

　白銀の体毛の狼おおかみ男──ゼロだった。

「ど、どうした……よ、様子を見に来てみれば……け、ケンカか？」

　ジューゾーの様子を見て困こん惑わくしている。

　七海は頭を搔かいた。

「ケンカかって聞かれると……どうなんですかね？　たしかにジューゾーの気持ちはわからねーけどさ……」

「お、俺は、邪じや魔まか？」

「いや……オレよかジューゾーに聞いてください」

　ゼロの視線がジューゾーに向く。

　彼女はぼろぼろと泣き出した。

「ゼロ……わたしは、わたしは……」

「ど、どうした……」

　ゼロがおろおろする。

　ジューゾーが、グッと腕うでで涙をぬぐった。

「……わたしはゼロのように強くなかった」

「ど、どういうこと、だ」

「わたしは……わたしたちが心まで完全に獣けものになってしまう原因を見つけて、そいつを殺そうとした」

「……こ、殺したのか？」

「傷を一筋つけただけだ」

「……わ、我々の、爪や牙きばは、ひ、人を傷つけるためにあるのではない」

「……殺せなかったことが悔くやしいのではない。そうだったら、どれほどいいか」

「で、では、なぜ、泣いているのだ……」

「わたしは──わたしもいずれ……」

　ジューゾーが七海を振り返った。

　七海はため息をつく。

「理性をなくして人を無差別に襲おそうようになるかもしれない、のか？」

　ジューゾーが目を見開いた。

「なぜ、わかった……？」

「お前どんだけオレをバカだと思ってんの？　お前のお仲間がもとは人間で、この世界に来てから姿が獣っぽくなって、突とつ然ぜん暴走する仲間が実際にいて、お前だってその仲間なんだろ？　……話聞いてりゃだいたいわかるよ」

「わたしは怖こわかった。仲間を殺されたことよりも、暴走の原因を作られたことよりも、わたし自身が人を殺し、『化け物』と呼ばれて、殺される……その可能性が怖くて、爪を振るったのだ」

「いいじゃん別に。咄とつ嗟さに手が出てもしょうがねー内容だったとは思うぞ。いや、殺してもいいって話じゃなくてな？」

「……ゼロならきっと、仲間のために行動した。突然暴走したセブンの時も、殺してくれと哀あい願がんしたテンの時もゼロは、彼らやわたしたちのために──」

「じゅ、ジューゾー」

　ゼロが重い声で呼びかける。

　七海とジューゾーは彼を見た。

　彼がなにかを思い出すように目を閉じる。

「べ、別に、俺は、強いわけでは、ない」

「だが、ゼロは自分のためだけに行動しない。今だって、わたしたちのために見回りをして、すべて、わたしたちのために──」

「じ、自分のためだ。お、俺には、ゼロ番として、お、お前たちが生み出される、先さき駆がけになってしまった、つ、罪の意識がある……それから逃のがれるために、お前たちの幸福を優先していた、そ、それだけのことだ」

「ゼロに罪などない！」

「……だ、だが、少なくとも、お、お前の思うような、聖人君子では、ない。お、俺は、俺の喜びのために、お前たちの助けになっていた……さ、ささやかでも、お前たちに必要とされていると錯さつ覚かくできることが、う、嬉うれしかったのだ」

「錯覚など……ゼロがいなければわたしたちはここまで生きてくることができなかったではないか」

「だ、だが、迷いがある……ほ、本当にセブンやテンは、こ、殺してほしかったのか、と……お、俺がもし暴走したら、そうしてほしいと思っただけで……か、彼らの願いは異なっていたかもしれない……ま、迷いながら、俺は、結局、俺が正しいと思ったことを、身勝手にしている、だけだ」

「……ゼロは、きっと間ま違ちがってない」

「そ、それすらも、ジューゾーの意見に、すぎない……か、彼ら死人の心は、我らには、わからない。だから──ジューゾーに聞きたい」

　ゼロが真っ直すぐにジューゾーを見た。

　ジューゾーは首をかしげる。

「なんだ……？」

「お、お前は、どうしたい……？　お前の幸福のために、そ、その、暴走の原因？　を、殺す必要がある、ならば……お、俺が、そうする」

「ゼロさん!?」

　七海は慌あわてる。

　ゼロが七海を一いち瞥べつしたあと、ジューゾーに視線を戻もどす。

「じゅ、ジューゾーは、なにを望む……？」

　問いかけられて──

　ジューゾーは、答えた。

「……わたしの望みは、〝おやすみ、また明日あした〟と言って眠ねむることだ」

「そ、そうか」

「けれど、そのためになにをしたらいいか、わからない」

　ジューゾーが七海を振ふり返る。

　七海は笑った。

「人を殺したら無理だなあ」

「……そうなのか」

「殺したことねーからわからねーけど、たぶん無理だな。……思うんだけどさ、〝なにをしたらいいかわからない〟ってほど難しいことじゃねーぞ？」

「……だが、わたしは、〝また明日〟なんて言って眠ったことはなかった」

「習慣の問題じゃね？　腰こしを落ち着けられる場所があって、隣となりにいてもいい相手がいたら、それだけで充じゆう分ぶんに叶かなう願いだ。いや、願いってほど大層なもんでもねーな」

「……人を殺したら無理だな。七海は臆おく病びよう者だから、逃にげてしまうであろう」

「臆病じゃねーし！」

「最初、わたしから逃げたくせに」

「……調子が悪かっただけだ」

　七海は言いながら笑った。

　ジューゾーも、応じるように笑う。

　それから。

「……ゼロ、わたしの願いが決まった」

「な、なんだ」

「わたしは七海を安心させたい。もう暴走の危険はないと──だが、誰だれも殺さずにそれを叶えたい。そのためにはきっと、我々の暴走の原因となった連中の力を借りる必要があるのだと思う」

「そ、そうか」

「……あなたは耐たえられるのか？　そいつらのせいで仲間を殺さなくてはならなくなったゼロは」

「…………お、俺の願いは、さ、最初から変わらない」

　ゼロが口の端はを不器用につり上げた。

　それはきっと、笑え顔がおなのだろう。

「な、仲間の幸福のために。行こう、じゅ、ジューゾーの願いを叶えに、俺からも、そいつらに、頼たのんでみよう」




　　　　７




　アイトの名を叫さけぶと、すぐに入り口は現れた。

　招かれるように七海は未来人拠きよ点てんへと入る。




　周囲を青空に囲まれた透とう明めいな箱の中だ。

　七海は空のまぶしさに目を細める。

　光に目が慣れたあと、七海は目の前にいる集団に気づいた。




　アイトをはじめとして、様々な学生がいた。

　外見年齢は現代高校生でも通じる。

　見た目は──やや変わったアクセサリーを身につけた者や、見たことのない髪かみ型がたの者もいるけれど、現代人と言われれば納なつ得とくしてしまいそうだ。




　目の前に立つアイトが、警けい戒かいした表情でたずねてきた。

「後ろの狼おおかみ男さんは？」

　七海は笑う。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと話が通じる相手だよ。ゼロさんだ。ええと、実はゼロさんの姿とかもろもろのことで、お願いがあって来たんだけど──」

　後ろを振り返った。

　ゼロがのしのしとアイトへ歩み寄っていく。

　それから、口を開く。

「……お、俺はゼロだ……は、半獣……お、俺のような見た目の者たちの、ま、まとめ役のようなことを、や、やっていた」

「──そうか。俺は相坂アイトだ。ええと、あんたらからしたらどうかは知らないけど、仮名からすれば未来人になるのか？　ここの連中を代表して、交こう渉しようしたり見回りしたりする立場だ」

「い、いきなりだが……我らの願いを、聞き入れてほしい。我らは──」

「わかってる。……仮名が飛び出したあと、短い間だが、みんなを集めて事情を話した」

　アイトが周囲を見回す。

　取り囲む学生たちは、一様に重い顔をしていた。

　アイトが続ける。

「……可能性も、模も索さくした。『俺らが悪くない可能性』をだけどな。その結果、あんたらが獣けものの姿になって暴走するようになってしまった原因は、俺たちなんだと認めることができた」

「……そ、そうか」

　静かな応対だった。

　アイトが真っ直ぐにゼロを見上げる。

「俺たちはあんたらが元の姿に戻れるよう全力を尽つくす」

「……も、戻れるのか」

「能力を消す能力者がいる。そいつは世界移動のショックで眠ったままだが、そいつさえ目覚めさせられれば、あんたらを悩なやます症しよう状じようを取り除ける可能性があるんだ」

「そ、そうか……受け入れて、くれるのか」

「……あんたは知ってるかもしれねえが、俺たちの仲間は、あんたらの仲間に殺された。そしてもう、帰らない」

　アイトが肩かたを震ふるわせる。

　──死者を蘇そ生せいさせる技術があるとかいう話だったけど、ダメだったのか。

　七海はため息をついた。

　殺されていたのは見ず知らずの他人で、アイトにしたって今日初めて会った相手だ。

　けれど──同じ年代のヤツが死んでしまうというのは、心にくるものがある。

　ゼロもピクリと体を揺ゆらして反応するが、無言のまま、アイトの言葉を待つ。

　アイトが続けた。

「それであいことは言わねえが……こっちも色々飲み込んでるってことは、わかってほしい。暴走の原因を作っておいて身勝手だと思うかもしれねえが……」

「わ、我々は、獣ではない。だから、な、仲間を殺された心の痛みは、わかるつもりだ」

「……そうか」

「お、俺が祈いのるのもお門かど違ちがいかもしれないが……そ、そちらの仲間のために、冥めい福ふくを祈らせてほしい……そ、それとも、そちらにそういう習慣は、ないか……？」

「いや……ありがとう。……ありがとう」

　それ以外の言葉は出ない様子だった。

　アイトが目元をぬぐう。

　その肩をゼロが優やさしく叩たたいた。

　──色々あったけど、うまくいったみてえだな。

　七海もホッとする。

　──あとはクラスの連中と合流したら終しゆう了りようか。色々あったけど乗り越こえたって自じ慢まんしてやろう。そんぐらいしたっていいだろ。

　笑いながらゼロたちへ近付いていく。

「なあ、アイト──」

　そしてクラスメイトの居場所を聞こうと口を開く。

　ゼロが振り返った。

　彼が七海に向けて腕うでを伸のばす。

　ゆったりとした動作だったので、なんだろうと七海は思った。




　──その腕が、唐とう突とつに七海の首をつかんで、持ち上げた。




「……!?」

　混乱で七海はもがく。

　持ち上げられながら、ゼロの顔を見下ろした。

　理性のない瞳ひとみ。

　よだれを垂らす口元。

　口の端から獣のようなうなり声が漏もれ出している。

「ぜ、ゼロ、さ……」

　七海は苦しいながらも懸けん命めいに呼びかける。

　答えはない。

　首を絞しめる力が強まった。

　七海は呼吸の苦しさとは別に、胸が詰つまるような感覚を抱いだいた。

「な、なんでだ……」

「仮名！」

　アイトが叫んで、ゼロの腕をつかむ。

　しかし、ゼロはアイトを片かた腕うでで吹ふき飛ばした。

　七海はゼロの手首を両手でつかんだ。

「……なんで、今、なんだよ……全部、うまくいきそうだったのに……」

　暴走。

　半獣たちがこの世界に来たことにより抱かかえるようになってしまった問題だ。

　それを──たった今、解決するための交渉が終わったところだったのに。

「なんで今なんだよ……」

　最後の方はかすれて声にならなかった。

　意識が遠のいていく。

　その耳に──

「ゼロぉ！」

　ジューゾーの涙なみだ声ごえがとどいた。

「ゼロ！　なにをしているのだ！　あなたの爪つめや牙きばは、人を傷つけるためにあるのではないのだろう!?」

　一いつ瞬しゆん、ゼロの腕にこもっていた力が弱まる。

　七海がどさりと地面に落ちた。

　激しく咳せき込んでゼロを見上げる。

　ゼロは動きを停止していた。

　ただ、瞳に理性は戻もどっていない。

　──本当にもう戻れねえんだな。

　七海はゼロの言葉を思い出す。

　彼が、暴走した仲間をどうしたか。

　仲間を想おもいながら、ゼロがどう行動したと言っていたかを思い出した。

　ゼロが腕を大きく振ふるう。

　七海の肩が、ゼロの爪によって切り裂さかれた。

　かなり深い傷に思えた。

　けれど──痛みはなかった。

　七海は不思議に思いながらも納得する。




　この世界に来た者がなんらかの能力に目覚めるのであれば──

　痛みのない腹部の傷を見て、ゼロやジューゾーが顔色を変えたのはなぜか。

　答えは簡単だ。

　本当は動いているのが不思議なほどの、激しい痛みを伴ともなうほどの大おお怪け我がだったのだ。

　それなのに痛みを感じなかったということは──

　つまり、痛みを感じないという異能。

　仮名七海は、とっくにそういう能力に目覚めていたのだった。




　──だったら、できることがある。

　でも、自分だけじゃ足りない。

　七海はジューゾーに呼びかけた。

「ジューゾー。ゼロさんを殺してやろう」

　彼女が首を大きく左右に振った。

「イヤだ！　わたしは、ゼロを殺すなんて……！」

　ゼロの爪が倒たおれ込む七海に向けて振り下ろされた。

　しかし、途と中ちゆうで止まる。

　吹き飛ばされたアイトが戻って来て、ゼロの腕を受け止めていた。

　それから、足を振り上げる。

　しかし、そのつま先をゼロの腹部に叩き込む直前で、動きを止めた。

「……くそ！」

　苦しげに吐はき捨てて、アイトが受けに徹てつする。

　七海は、ジューゾーへの呼びかけを続けた。

「ゼロさんはきっと望んでる。だって、さっき言ってただろ？　セブンさんとかを殺した話の中で、〝俺がもし暴走したら、そうしてほしいと思っただけで〟って──」

「だが……！　だ、第一、わたしでは、ゼロに近付くことも、できない……わたしは、弱いから……」

「オレが盾たてになる」

　七海は立ち上がる。

　ジューゾーがおどろいた。

「そんなことをしたら、死ぬかもしれないのだぞ？」

「でも、痛くない。なあ、頼たよりないかもしれねーけど、情けないかもしれねーけど、オレは出会って間もないゼロさんの願いを叶かなえてやりたいって思うんだ。たぶん、オレたちだけがゼロさんの願いを叶えてやれる。そのための、オレが盾で──お前が剣けんだ」

「……だが、ゼロを殺すなんて、わたしは、耐たえきれない……」

「だからオレが守るよ。罪の意識も深い事情も、お前の気持ちもわからねーけど、ただ隣となりにいて、眠ねむる時に〝また明日あした〟って言ってやる。それぐらいしかできねーけど、それぐらいはできるから」

「……」

「そこにいるのか？　こっちに来いよ。一いつ緒しよに前に進もうぜ」

　七海は右手を差し出した。

　ジューゾーは──

　ゆったりと、歩き出す。

「……イヤだ。イヤだ。わたしは誰だれも殺したくない。わたしは、なにもせずに、ずっと、みんなと、普ふ通つうに、生きていきたい──」

　ボロボロと涙なみだをこぼしながら、しっかりと七海の方へ──ゼロの方へ、歩いてくる。

「でも、不可能なのだな。『みんな』はもういない。望んでも叶わない。始まり方が間ま違ちがえていた。わたしたちはこの世界に来る前からとっくに踏ふみ外していて──この世界で決定的に踏み違ちがえた」

「そしてオレと会った」

「……ああ、そうだった。踏み外して踏み違えて、お前と出会って、踏み出している。不思議で不都合であまりに理り不ふ尽じんだ。なぜ、みんなは死ななければならなかった。なぜ、ゼロは暴走しなければならなかった。なぜ──わたしは、ゼロを殺さなければならない？」

「世界が悪いとか、運命が悪いとか、本当の自分はこうじゃないとか、嘆なげいてもいいんだぜ？」

「それでも七海は、わたしにゼロを殺させるのだろう？」

「まあな。お前がやるべきだ。あるいは、オレが──でも、オレにはできない。オレは武器を持っていないから」

「一番悪いのがなにか、わかったぞ」

　ジューゾーが七海の前に立つ。

　七海は首をかしげた。

「なんだ？」

「お前に安息を求めてしまったわたしが、一番悪い」

　手をつなぐ。

　二人してゼロへ向き直る。

　アイトが奮戦しているが──ゼロの目は、七海ばかりを見ていた。

　暴走したその時、最初に目に入った者を狙ねらうという習性でもあるのか──

　あるいは、別な理由があるのか。

　わからないけれど、七海はジューゾーとともに踏み出す。

　ゼロが大きく腕を振るった。

　七海は全身でゼロの腕を受け止める。

　骨が軋きしむ音が耳にまで響ひびいた。

　けれど、やっぱり痛みはなかった。

　ジューゾーが腕を振りかぶる。

「……ありがとう、ゼロ。今まで守ってくれて」

　それから、腕を突つき出した。

　ジューゾーの腕うでは深々とゼロの腹部に突き刺ささった。

　ゼロの動きが止まる。

　そして、ジューゾーを抱だきしめるように崩くずれ落ちた。

　七海は問いかける。

「これでいいんですよね」

　ゼロの瞳ひとみに理性が戻る。

　彼は笑った。

「……そ、そうだ……ね、願いを、か、叶えてもらって、か、感謝、する……」

「ささやかな願いですね」

「な、ならば、も、もう一つ、頼たのむ……」

　かすれた吐と息いき。

　七海は首をかしげる。

「なんですか？」

「ジューゾーに、ふ、普通の人生を」

「……約束します」

「ああ……」

　ゼロが天を仰あおぐ。

　そして、つぶやいた。

「お、俺だけ、最さい期ごに、人間であれたか。──すまない」

　それきり、口を閉とざした。

　もうしゃべることはないだろう。

　七海はうつむく。

　ジューゾーはゼロを抱きしめていた。

　小さな体だから、横から見ていると、抱きついている、という感じだ。

　アイトが言いにくそうに言った。

「……魂たましいと脳を保管すれば、生き返らせることもできるかもしれねえが」

「いい。死なせてやってくれ。魂だけ、オレがもらっていくから。余計なことに技術力を割さくぐらいなら、ジューゾーの暴走をどうにかするのに全力を尽つくしてくれ」

　アイトが妙みような顔をする。

「それはもちろんだが……魂は空っぽの肉体でないと、競合を──」

「魂って、言うような無む味み乾かん燥そうなもんじゃねーよ」

「……そう、かもな」

　アイトが胸をおさえる。

　それから、問いかけてくる。

「なあ、仮名はこれからどうするんだ？」

「クラスメイトと合流だな。あと、痛くはねーけどたぶん体がヤバイ。治ち療りようしてくれたらすげー助かる」

「わかった」

「あとはまあ、そばにいるよ」

　七海はジューゾーの背中を軽く叩たたいた。

「お休み前に〝また明日〟って言わないといけねーからな」
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　小鳥遊たかなし颯そう真まは深い森の中にいた。

　目の前にはリゼット。

　その向こう側には──鬼おにのような化け物がいる。

　化け物は鋭するどい爪つめを大きく振ふりかぶった。

　リゼットが、ホウキを槍やりのように構えている。

　颯真は叫さけぶ。

「違う！　戦うんじゃない！　逃にげるんだ！」

「でも、ここじゃ樹きが邪じや魔までうまく飛べないわ！」

　彼女は高速飛行という能力をもっている。

　けれど、身長ほどの高さまでしか浮うかべない。

　周囲に鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々はどれも彼女の身長よりはるかに高い。

　戦って勝てるとは思えない。

　逃げることもままならない。

　絶体絶命の状じよう況きようの中、鬼の爪が振りかぶられ──




　爆ばく発はつ音が鼓こ膜まくを叩いた。




　なにもない空間に炎ほのおが閃ひらめいた。

　鬼のような化け物が右方向──騎き士し拠きよ点てん側へと吹ふき飛ばされる。

　颯真とリゼットは呆ぼう然ぜんと先ほどまで化け物がいた場所を見ていた。

　先に我に返ったのは颯真だった。

　──今の爆発、炎は……

　颯真は左側──魔ま女じよ拠点の方向へと顔を向ける。

　先ほど魔女の拠点で別れたはずのデボラや他ほかの魔女の姿がそこにあった。

　デボラが颯真をにらむ。

「やっぱりリゼットは連れて帰るよ。お前といたら、リゼットが危ないもん」

　剣けん吞のんな視線が自分に集中するのを颯真は感じた。

　まるでデボラの言葉が魔女たちの総意であるかのようだ。

　リゼットが悲しげにつぶやく。

「……デボラ」

「リゼット、どうしてリゼット行っちゃうのか、デボラにはわかんないよ……みんなで一いつ緒しよにいたらずっとずっと楽しいし、安心だよ？　ねえリゼット、行かないで……デボラ、ちゃんといい子にするから」

　哀あい願がんするような声だった。

　しかし、リゼットは首を横に振った。

「ねえデボラ、あたしは怖こわいのよ。たしかに引きこもってあたしたちだけで生きていたら、それは安心で楽しいんだと思うわ。でも──それじゃあきっと、あたしたちはあいつらと同じになる」

「……わかんないよ。それは、誰？」

「わかるはずよ。あたしたちを差別した、あいつらのことよ」

「ならないよ！　デボラは、違うもん！」

　首を大きく横に振る。

　リゼットはデボラに微笑ほほえみかけた。

「たしかに、今のあたしたちは、あいつらと違うわ。でも、それはまだ他の勢力と接せつ触しよくしないで済んでいるからにすぎないのよ。これだけ狭せまい島なのよ？　おまけに、どんどん人は増えてるみたいだし──」

　リゼットがちらりと颯真を見た。

　デボラが颯真に怒いかりの視線を向ける。

「ここはデボラたちが幸せに生きていける場所なの！　邪魔するやつは全部ぶっ殺せばいいよ！」

「そうしたら、あたしたちは本物の『魔女』になる。誤解ではなく怖おそれられて、力があるから差別されて、こちらが出した被ひ害がいのぶんだけ憎ぞう悪おの視線を向けられる」

「別にそれでもいいの！　デボラは……もう、怖いのも痛いのもイヤだから……リゼットやみんながいなくなっちゃうぐらいなら、本物の魔女になるよ……」

「デボラ、お願いだから──世界を見て」

「わかんない……わかんないよ！　リゼットの言うこと難しくって、デボラじゃいくら考えても、全然わかんないの！　デボラはどうしたらいいの!?　恨うらんだらダメなの!?　憎にくんだらダメなの!?　幸せに生きたらダメなの？　わかんない、わかんないよ……」

　声には勢いがなくなっていった。

　リゼットがデボラに近付いた。

「わからないから、調べに行くのよ」

「……でも、お外は怖いよ。知らないやつがいっぱいいるよ」

　デボラが震ふるえ、うつむく。

　リゼットがゆっくりと、デボラの側にたどりつく。

　そしてデボラの頰ほおに手を添そえた。

「だから、知るのよ。世界を、人を。でも、言葉がわからないとやりにくいでしょう？　だからあたしはソーマと一緒にいる。ソーマだけが、人と人とを結べるから」

「……そいつは、裏切らないの？　デボラたちのこと殺さないの？」

「あなたが決めなさい。あたしに頼たよらず、自分で話して、自分で聞いて」

　リゼットが体をどける。

　デボラが颯真をじっと見た。

　その瞳が、不意に颯真より上に向く。

　颯真は気になって振り返った。




　真後ろに化け物がいた。




「ソーマ！」

　リゼットの声。

　ほぼ同時に、背後から飛んで来たリゼットによって、颯真は待たい避ひさせられる。

　しかし木々の乱立する森の中だ。そう長い距きよ離りは飛べない。

　すぐにリゼットと颯真は樹の幹にぶつかって地面に投げ出される。

　転がりながら颯真は化け物の様子を見た。

　化け物が足元から立ち上った火柱に包まれている。

　デボラの攻こう撃げきだ。

　しかし化け物は炎に包まれながら颯真の方向へ歩いて来る。

　颯真は思わず叫んだ。

「お前はなんで僕を襲おそうんだ！」

「……ご、が、ぐぐぐ」

　わからない。

　意い思し疎そ通つうは不可能だった。

　炎に包まれた鬼が大きく爪を振りかぶる。

　周囲の魔女たちからも化け物へ攻撃が開始された。

　しかし化け物は止まらない。

　焼け爛ただれた腕うでが振り下ろされる。

　颯真は地べたにはいずるようにしてどうにか腕をかわした。

　しかし、すぐさま追つい撃げきが行われそうになる。

　その横っ腹にリゼットが体当たりをした。

　化け物は一いつ瞬しゆん体をぐらつかせ、払はらいのけるようにリゼットに腕を叩きつけた。

　リゼットが吹き飛ばされる。

　化け物がめちゃくちゃに腕を振り回した。

　そして、最さい期ごに颯真の脚あしを鋭い爪で軽く薙ないだあと──

　ようやく動きを止めて、背後へと倒たおれ込んだ。

　颯真は呆然と化け物の様子を見てから、顔を上げる。

「リゼットさん！」

　視線を巡めぐらせれば、リゼットが地面に倒れ込んでいた。

　鋭い痛みを覚える脚を引きずりながら近付いて行く。

　倒れ込んだリゼットは、目を覚まさない。

　かすかな呼吸音だけが聞こえてきた。

　──生きてる！　でも……

　すぐにでも治ち療りようをほどこしたほうがいいだろう。

　考えていると、リゼットのところにデボラが駆かけてくる。

　彼女はリゼットの許もとへしゃがみ込むと、その体をゆすった。

「リゼット！　リゼット……！」

　颯真はデボラの肩かたに手を置く。

「待て、あんまりゆするのは危ない……目を覚まさないってことは頭を打った可能性がある。静かにそっと、治療できる場所まで運んだほうがいい。もしくは、治療できる魔ま法ほうがあればいいんだけれど──」

「デボラたちにそんなのはないよ！」

「だったら、騎き士しの拠点まで運ぼう」

　颯真は立ち上がる。

　デボラが、不安げに颯真を見上げた。

「……お前は裏切らないの？」
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「そっちがなにを指して『裏切る』って言ってるのかわからないけど……リゼットさんを助けたい気持ちは本当だ。彼女を死なせたくないっていう気持ちにかんしては信しん頼らいしてほしい」

「でも、デボラは、お前のこと信じていいかわかんないよ……」

「だったら判断は保留でいい！　とにかく、他に手段があるなら提示しろ！　ないなら早くリゼットさんを騎士の拠きよ点てんに運びたい！　今は悩なやんでる時じゃないって、それぐらいはわかるだろ!?」

　──まずい、焦あせってるせいで、つい声が大きくなった……

　デボラが怯おびえたように颯真を見ていた。

　これはこじれそうだな、と颯真は判断した。

　だが──

「……わかったの。お前の言う通りなの。みんな、リゼットを……えっと、どうしたらいいの？」

　デボラが不安げにたずねてくる。

　颯真は彼女の素す直なおさに戸と惑まどいながら告げる。

「あ、ああ……リゼットさんを、騎士拠点まで……丁てい寧ねいに素早く運べる人は、いるか？」

「いるの。どこまで運ぶの？」

「騎士拠点……ええと、ここを真っ直すぐ行ったところにある、石いし壁かべに囲まれた場所だ。入り口に鎧よろいを着た子供がいると思うから、その子たちに『ソーマ』って名前と怪け我がをしたリゼットさんを見せれば、言葉はわからなくても治療をしてくれると思う」

「わかったの」

　デボラがうなずく。

　呼応するように、周囲にいる魔ま女じよの中から二人が歩み出る。

　二人の魔女は協力してリゼットを注意深く持ち上げると、ホウキを片手に高くまで飛び上がり、騎士拠点方向へと飛んで行った。

　速度はないが高度はある。

　──あれなら樹きの根でデコボコの地面を行くより、速くて丁寧だな。

　颯真は見届けて安あん堵どの息をつく。

　だが、休んでもいられない。

　こじれるケースを考えて、自分も早く騎士拠点へ戻らなければならない。

　颯真は歩き出そうとするが、化け物に引っかかれた傷のせいでうまく踏ふみ出せない。

　よろめいたところを、デボラが横から支えた。

　颯真はおどろく。

「……ありがとう。ええと……協力してくれるってことは、一応、信じてもらったと思ってもいいのかな？」

「それは、わかんないの」

　デボラがうつむく。

　それから続けた。

「……でも、お前の言うことは正しいの。悩んでたらきっとリゼットは助けられない……だから、デボラたちはリゼットを助けるために行動するの。お前を信じるのは、リゼットがちゃんと助かってからにするの」

「そうか」

「だから、お前にもそれまで生きててもらわないと困るの。デボラはもう、お前をぶっ殺さないよ。だって、リゼットの助け方を知ってるのはお前だけだもん」

「……まあ、最善は尽つくすよ。できる範はん囲いでね」

「次はなにをすればいいの？　リゼットのために、デボラはお前の──ソーマの言うこと聞くよ」

　颯真はため息をつく。

　期せずして、魔女たちと協力的な関係を築けそうになった。

　これでリゼットが助かれば、両手を挙げて喜べる。

　そして、今、颯真がすべき作業工程は──

「……もう、なにもないよ」

　颯真は答える。

　それから、急に体から力が抜ぬけていくのを感じた。

　──あ、マズイ。緊きん張ちようが切れたせいか、意識が……

　がくりと体が落ちていく。

　デボラが支えきれずによろめいた。

　二人して倒れそうになった時──

　デボラと反対側から、颯真は誰だれかに支えられる。

　その人物が言った。

「おいおいひっでぇ怪我してんな!?　颯真ってこんなんになってまでがんばるやつじゃねーだろ!?」

　おどろいた声。

　颯真が横を見れば──

　仮か名な七なな海みが、アイトと見知らぬ女の子を引き連れて、そこにいた。
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　景色が変化する。

　風が吹ふき抜けるとともに、一面を覆おおっていた鬱うつ蒼そうとした森が消えた。

　塗ぬり替かわるように広がっていくのは、金色の背の高い植物で覆われた平原だ。

　風で金色の植物がゆらめくさまは、まるで黄金の海うな原ばらのようだった。

　──景色が変わるとは聞いてたけど、ここまで大規模に、瞬しゆん間かん的に変わることもありえるのか……

　つくづく不思議な世界だ。

　颯そう真まは仮か名なに支えられながら、騎士拠点まで戻ってくる。

　石壁に囲われた寂さびれた村はそのまま残っている。

　颯真は入り口付近で騎士と魔女がにらみ合っているのを発見した。

　すでにリゼットはいない。

　──拠点内部に運んでくれてはいるみたいだけど……

　リゼットを運び、颯真の名前を出したからと言って、いきなり騎士と魔女の間にある緊張状態が解かれるほど話は簡単ではないらしい。

　颯真はため息をつきながら、仮名に話しかける。

「そっちは無事だったみたいだね」

「ああ。なんとかな……いや、アイトに治療してもらったけど、地味に死にかけてた。痛くないって怖こわいな……っていうかこのへん寒くね？」

　仮名が身み震ぶるいする。

　颯真やデボラを含ふくむ一団は、すでに騎士拠点の入り口まで来ていた。

　空は相変わらず分厚い灰色の雲で覆われていて、気温も周囲より低い。

　颯真は笑った。

「治療って……ちなみに、どんな怪我してたの？」

「なんだっけ……肋ろつ骨こつ折れてて、首の骨外れかけてて、内臓に達する傷があって……」

「なんで生きてるんだ」

「アイトんとこの技術すげーんだよ。三〇分も寝ねてたら全部治ってた。いや、さすが未来だよなあ……」

「未来？」

　颯真はアイトを見た。

　アイトが苦く笑しようする。

「……約束通り全部話すさ。クラスメイトとは合流できてるんだろ？」

「まあね。騎き士しも誤解があっただけで最初から敵でもなんでもなかったし……魔女との協力も、取り付けられた、のかな？」

　そばにチョコチョコついてきていたデボラがムッとする。

「デボラたちはリゼットを助けたいだけなの」

「……だってさ」

　アイトと仮名が首をかしげた。

　──そうか、二人はデボラの言葉がわからないんだよな……

　颯真は苦笑する。

　アイトがたずねてきた。

「そういや、その魔女ちゃんは前の魔女さんじゃねえよな？　なんだっけ、リゼットさん？　彼女はどうした？」

「怪我をして、意識を失って、今は騎士が治ち療りようしてくれてると思う」

「……そうか。なあ、俺らのところで治療しようか？　大たい抵ていの怪我なら治るぜ」

「それは助かる。ちょっと提案してみるけど……まずはリゼットさんのところまで行こう。門番の騎士たちに事情を話すからちょっと待ってて──」

　アイトたちに振ふり返りながら、颯真は仮名から離はなれて歩き出す。




　鋭するどい爪つめの生えた腕うでが伸のびてきた。

　颯真は咄とつ嗟さに身をかわす。

　足の痛みで倒たおれ込んだ。

　見上げれば、金色の草原の中から、鬼おにのような化け物が現れた。




　颯真は目を見開く。

「まだ生きてたのか……!?」

　化け物が爪を振りかぶる。

　仮名が、颯真の目の前に立ちふさがった。

　颯真は叫さけぶ。

「仮名、逃にげろ！」

「そうもいかねーんだ。これ以上、こいつらを『化け物』にしたくねーからな」

　仮名が肩かた越ごしに振り返って、笑う。

　爆ばく発はつ音が響ひびいて、鬼の体が後ろに倒れ込む。

　デボラが右手を鬼に向けて突つき出していた。

　倒れた化け物に向けて、何度も爆発が叩たたき込まれる。

　そして、化け物は──ついに動かなくなった。

　しばし呆ぼう然ぜんとしたあと、颯真は立ち上がる。

　デボラに向けて笑った。

「ありがとう、助かったよ」

　デボラが唇くちびるをとがらせる。

「……別に、お前を助けたくてやったんじゃないの。リゼットのためなの」

「そうだったね」

　視線を仮名に転じる。

「仮名もありがとう。しかし……意外だな。普ふ段だんの仮名なら僕を踏みながらでも逃げそうなものだけど……」

　仮名が目を細めた。

「お前の中でオレがどう思われてたかわかった気がするよ。……実際やりそうだけど」

　それから笑う。

　そんな仮名の腹部を、仮名についてきていた女の子が殴なぐった。

　仮名が叫ぶ。

「いてぇな！　痛くねえけどなんか痛いんだよ！」

「貴様はどうして命を捨てるような真似まねを平気でするのだ！」

　怒おこった顔だった。

　仮名が首をかしげる。

「いや、だってなあ。ゼロさんならそうするだろ、たぶん」

「そうかもしれんが……お前にまで死なれたら、わたしはどうすればいいのだ」

「颯真を頼たよればいい。アイトでもいいな。いや、約束した手前、人にたくすのはどうかと思うけど、たぶんオレ以上に──」

「そういう話をしているのではない！」

　涙なみだ声ごえだった。

　仮名が首をかしげる。

「なんでだよ。オレはさ、ホントになんにもできなくって……オレじゃなけりゃ、ゼロさんを救うこともできたかもしれねーだろ」

「たとえそうでも……わ、わたしにはお前が必要なのだ！　わかれ！　お前のせいでわたしは色々踏ふみ外しているのだぞ!?」

　ひどく照れた声だった。

　仮名が首をかしげる。

「……あれ、ひょっとして、オレって意外と必要とされてた？」

「…………どうして必要とされてないと思ったのだ」

「だって、オレは……ああ、そうか。たしかになんでだろうな？　たぶんだけど、慣れてなくって、感覚がつかめなかったんだと思う。だって、クラスの中でもわざわざ探さなきゃ居場所がないようなオレだったし──」

「……お前にとってどうだか知らんが、わたしにとって、お前はもはや替かえがきかんのだ。そのぐらい、いちいち言わせるなばかもの……」

　女の子がうつむく。

　仮名が女の子の頭を撫なでた。




　その時──彼の体に起こった変化に、颯真は気づいた。

[image: ]

　仮名の姿が透すけていっている。

　透き通って──今にも消えてしまいそうだ。




　アイトが叫ぶ。

「あれは位相間移動の前兆!?　でも、なんで──」

「な、なんだ……七海になにが起こっているのだ!?」

　女の子が狼ろう狽ばいする。

　アイトが慌あわてたように言う。

「えっと、つまり……異なる空間に行くための粒りゆう子し化が始まって──この世界から消えるってことだ！」

「七海！」

　女の子が叫ぶ。

　仮名はぼんやりと透ける自分の手をながめた。

　それから、女の子に手を伸ばす。

　女の子は仮名の手を取った。

　そして──




　颯真やアイト、デボラたちが見ている目の前で──

　仮名と女の子は、唐とう突とつに消え去った。




　金色の大地に、かすかな光の粒子だけが残っている。

　仮名と女の子の残ざん滓しだが、その光もすぐに天へ立ち上るように消えた。

　まるで魂たましいが天に昇のぼるような光景を前に、颯真はおそるおそるつぶやく。

「なんだアレは……え、ひょっとして、死──」

　アイトが首を横に振った。

「いや、死んだって死体は消えねえ。それに、仮名もジューゾーちゃんも、怪け我が一つなかったはずだ」

「じゃあ、なんで……」

「アレはこの世界から別な世界へ移動する前兆……の、はずだが……どうして急に？　わからねえ……装置を使ったようには見えなかったが」

　考え込むように、顎あごに手を当てた。

　颯真はアイトを見る。

「色々知ってそうだね」

「……まあな。だが、仮名たちが消えた理由は心当たりがねえ。瞬しゆん間かん移動にしたって世界間移動にしたって、特別な装置が必要なはずだ。人間大の物体がそうそう出たり消えたりできるもんじゃねえし──」

　颯真は思い当たるものがあった。

「リゼットさんが言ってたんだ。この世界に来た人には『共通点』があるって。詳くわしい話は聞けなかったけど、仮名はその『共通点』から外れたんじゃ……」

「話を聞いてみる必要がありそうだな。そのためには、治ち療りようしねえと」

　颯真とアイトは、顔を見合わせてうなずいた。

　──もし『共通点』があるなら、それを割り出せば……

　元の世界に帰れる、と思ったのか。

　元の世界に帰らないでいい、と思ったのか。

　颯真は自分自身の心に問いかける。

　けれど、答えは出なかった。
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　仮か名な七なな海みは道路に立ち尽つくしていた。

　車通りのない上り坂だ。

　外周部にはガードレールが張り巡めぐらされており、その下には深い崖がけが見えた。

　落ちたらひとたまりもなさそうなそのガードレールに、七海は腰こし掛かける。

　見上げた空は灰色の雲に覆おおわれている。

　──つーかオレ、なんでこんなとこにいるんだっけ？

　修学旅行のために家を出たところまでは覚えている。

　そこから先が、記き憶おくになかった。

　というか持ってきたはずの荷物もない。

　七海は持ち物を探さぐる。

　スラックスのポケットにケイタイがあった。

　パスコードを入力してホーム画面を表示する。

　すさまじい件数の電話とメール。

　──ん？　っていうか、修学旅行の日って……今日じゃなくね？

　首をかしげながらメールを確かく認にんする。

　そこには、修学旅行の日から七海を含ふくむ二年Ｆ組が行方ゆくえ不明になっていた旨むねと、両親からの安否を祈いのるメッセージが記き載さいされていた。

　──マジかよ。まったく記憶にねーぞ。

　七海は首をひねりながら歩き出す。

　ケイタイはポケットにしまった。

　地図アプリを見れば自分がどこにいてどう帰るべきかわかりそうだが、ゴチャゴチャした頭をまとめるのに少し歩きたかった。

　坂道を下りきって大通りに出た。

　山奥すぎて人の姿も車の姿もない。

　周辺に家屋すらないので、ここはひょっとしたら異世界なんじゃないかという馬ば鹿かげた想像すら頭によぎる。

　七海は人を捜さがして周囲を見回した。

　無む性しように誰だれかと会話がしたかった。

　そして──ようやく、人の姿を発見する。

　女の子だった。

　後ろ姿だし遠いのでわかりにくいが、かなり小こ柄がらだ。

　誰かを捜しているかのように、キョロキョロしている。

　七海は彼女へ近付いていく。

　女の子が、振ふり返った。

　──すべて、思い出した。

「……貴様もいたか」

　女の子がやけに尊大に言った。

　七海は笑う。

「どうしたんだよ、耳、生えてねーぞ。キャラが薄うすくなってるじゃねーか」

「……どうだかわからん。気づいたらここにいた。ここは──どこだ？」

「さあな。けど、悪い世界じゃねーよ。たぶん、オレが暮らしてた世界だ」

　女の子が戸と惑まどった顔をする。

「……困ったな……あの世界には慣れていたが、この世界は勝手がわからんぞ」

「オレが知ってる」

「住む場所もない」

「オレにはある」

「明日あしたからどうしたらいいかもわからん」

「オレは、わかってる」

「わたしはなにをすればいい？」

　女の子が首をかしげる。

　七海は笑った。

「さあな。とりあえず眠ねむって、また明日考えようぜ」

　女の子の背中をポンと叩たたいて歩き出す。

　この先になにがあるのかわからない。

　果たして本当に、元いた世界に帰って来たかもわからない。

　色々確認して、色々整える必要もあるだろうが──

　今はただ眠りたかった。

　そのために、七海は女の子と手をつないで歩き出した。
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